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序

本県には、私達の祖先が営々として築きあげてきた貴重な文

化財が数多く残されております。

最近の急速な開発事業の進展に伴い、地理的景観や歴史的風

土は著しく変貌しつつあります。開発の波は、平野部から丘陵@

山地へと押し寄せており、中世域館跡にまで及んでおります。

秋田県教育委員会では、文化財{保呆護の立場から開発事業側とと←ii

議し、鋭意その保護に努めております。

このほど、建設省東北地方建設局が山本郡二ツ井町地内の一

般国道7号の交通の流れと生活環境の改善のため、二ツ井バイ

パスを建設することになり、事前に計画路線内の埋蔵文化財分

布調査で判明している竜毛沢館跡、の発掘調査を工事に先立つて

実施いたしました。 その結果、 i白石器特代の遺物、縄文時代

の集落¥平安時代の製鉄炉、中世の建物跡群等が発見されまし

た。

特に中世の建物跡群には形態(様式)の変遷がみとめられる

など建築学史的にも新知見が得られました。

本書は、この発掘調査の成果をまとめたものでありますが、

埋蔵文化財の保護への御理解と、郷土の歴史解明に御活用いた

だければ幸いです。

最後に、この調査に御協力いただきました建設省東北地方建

設局能代工事事務所 e同能代田道維持出張所、二ツ井町教育委

員会はじめ関係機関各位、並びに調査及び本書作成にご協力い

ただきました方々に厚く御礼申し上げます。

平成元年12丹

秋田県教宵委員会

教育長橋本顕信
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1 . 本書は、建設省東北地方建設局能代工事事務所の一般国道7 ツ井バイパス建設に伴

い、山本郡二ツ井町切石字竜毛沢164外に所在する遺跡が計画路線内にかかり消滅するこ

とから、記録保存を目的に発搭調査を実施した竜毛沢館跡の記録である。

2. 本書で竜毛沢舘として調査した遺跡の範囲は、昭和52年 3月に二ツ井町が刊行した『二

ツ井町史Jに記載されている|竜毛沢 I遺跡(館跡)J、昭手053年 3月に秋田県教育委員

会が刊行した『秋田県の中宮城館j ~こ、 「竜毛沢館のうちの西部段丘台地部Jとして記載

されている範屈の北東端区域である。

3. 現地での調査は、昭和60年12月2日の現地調査、昭和61年12月8日から12月13日まで実

施した範閤確認調査の結果をふまえ、 12，000rrrの調査予定面積で、昭和63年 5月 9日から

11月15日まで実施した。

4. 本書に掲載した地形図は、国土地理院発行5万分の 1r中浜Jr能代Jr鷹巣Jr羽後
浜田J r森岳j 図I~高と、二ツ井町発行 l 万分の l 地形図であるO

5. 遺跡付近の調査前垂直航空写真は、二ツ井町教育委員会の協力により、二ツ井町から借

用@部分複写したものである。

6. 中世の遺構については、高島成筒八戸工業大学助教授の指導と玉稿を賜った。

7. 出土炭化材の樹種同定については、パリノ@サーヴェイ株式会社の他に、嶋倉己三郎元

奈良教育大学教授にお願いした。

8. 須恵器系中世淘器については、鑑定を舌岡康暢国立歴史民俗博物館教授、産地問定を三

辻利一奈良教脊大学教授にお願いした。

9. 陶磁器の鑑定は、大橋康二佐賀県立九州陶磁文化館学芸課資料係長にお願いした。

10. 中世域館出土の炭化穀類については高橋輿右衛門岩手県文化振興事業問埋蔵文化財セン
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ター主任文化財専門調査員と畠山昇青森県埋蔵文化財調査センター主査から御教示を得た。

また、現世穀類は、二ツ井町在住の工藤キ工、工藤ミサヲ、阿部京子、桜庭朋人の 4氏

から提供をうけた。

11. 本遺跡の発掘調査@資料整理に際し上記の方々の他に、次の諸氏から御教示を賜った。

して謝意を表するo (敬称略@順不同)

村越 潔 佐々木達夫 工藤雅樹 久保哲ニ 広岡公夫

工藤清 坂本洋 本 j宰慎輔 赤平智尚 佐々木清文

中川重紀 穴津義功 秋元 夫 小山彦逸 安村一郎

吉田昭治 内龍夫 村木悦 tち 栗村知弘 佐々木浩

板橋範芳 工藤 晃 相原嘉之 寺島文隆

12. 本報告書の草稿執筆は、縄文時代の遺物を能登谷が、その他を桜田が分担した。
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凡例

1 . 遺構番号は、プラン確認時の発見"債に付しているが、精査時に非遺構と判断されたもの

があり、欠番となっている。

2. 本報告書で使用した遺構の略記号は次の通りである。

S A 柵ヲIJ..板塀@柱穴列

S B 掘立柱建物跡、

S D 空堀 e溝

S F 土塁状盛土

S 竪穴住居跡・竪穴建物跡

S K 土坑

SKF フラスコ状土坑

SKS 土壌墓

SKT T-P i t (溝状陥穴)

S M 土橋

S N 焼土遺構@屋外かまど

S Q 自己石遺構

S R 土器埋設遺構

S S 製鉄炉

S W 炭焼窯

3. 縄文時代の石器実測図に貼付したスクリーントーンは次の通りである。

固くぼみ石のくぼみ範囲

日開の敵打範囲

敵磨器の接面範囲

4. 本報告書で「柵列Jli溝JI板塀jという用語を用いているが、その定義は以下の通り

である。

柵列 館跡の各部の区画施設であるO 郭縁辺部に、内部に一定間隔で柱穴が穿たれで溝

が巡っている。 I布堀り溝をもっ柱穴列jであり、板塀跡と考えられるが、建物跡

等の周囲を巡る板塀と区別するため柵列と呼称する。
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溝 郭上面にあり内部に柱穴等の穿たれていない細長い掘り込み。

板塀 2種が考えられる。

1 郭上面にあり建物跡等の周囲を巡る区画施設と認識され、 「布堀り溝をもっ柱穴

列」で一定間隔で柱を建て、溝に板を並べた板塀。

2 区画施設であるが、柱穴が一定間隔で連続して穿たれているものO

5. 須恵器系中世陶器(珠洲焼)の拓影図は縄文土器の拓影図と異なり左側に内面の拓影、

中央に断面、右側に外語の拓影を配置している。この場合、断面は、左側が内面側となり

右側が外面倒となるよう作図した。また内 e外面いずれか一方しか採拓しない場合も同様

の配置をしている。

6. 遺構埋土等の色調については、農林省農林水産技術会議事務局監修@財団法人日本色彩

研究所'色票監修「新版標準土色Ip占J4版 1973(昭和48)年を使用して表記した。

7. 掘立柱建物跡の柱穴の呼称は、本来的には梁行方向と桁行方向で統ーして行うべきであ

ろうが、本遺跡では東西方向(見かけの東西方向も含む)をX軸、南北方向(見かけの南

北方向も含む)をY軸とし、 X。、 Y口、 Xl、YIの方眼をつくり、柱穴はその交点の (X、

Y)で表示した。

8. 掘立柱建物跡の柱間寸法で、メート/レ法から曲尺に換算する場合は 1尺を30.3cmとした。

メートル数憶を30.3cmで、除算し、小数点第3位で四捨五入している。
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第 l部発掘調査に至るまで

第 l章はじめに

第1節発掘調査に至るまで

ツ井町内を東西に走る一般国道7号は、町の商業中心地を通り、数の多い信号機と掘の狭

い米自橋などにより、交通の流れと生活環境に大きな影響を与えている。このため、建設省東

北地方建設局能代工事事務所では、切石地内からきみまち坂大橋までの区間の街区を避けて北

側の山間部を通過する改築工事(二ツ井バイパス)を計画した。

しかし、計画路線内(延長4，850m)に埋蔵文化財ー包蔵地のある可能性がある借りとして、

県教育委員会と協議を重ね、昭和60年12月2日に、県教育庁文化課の冨樫泰昨学芸主事(当時)

が、能代工事事務所技官と現地調査し、計闇路線内に竜毛沢館が所在していることを確認した。

昭和61年12月8日から12月13日まで、バイパス路線区域内の竜毛沢館推定区域に富樫泰時学

芸主事と県立博物館庄内昭男学芸主事(当時)が31本のトレンチを設定し、遺構 e遺物の出土

状況と土層などの観察を行ったところ、路線区域内における遺跡の広がりは、 12，OOOrrrの範囲

であり、縄文時代前期@中期@後期初頭、古代、中世と何回かにわたって活用された遺跡であ

ることがわかった(註2)。

この結果に基づいて、県教育委員会と能代工事事務所が協議し、昭和63年度に発掘調査を実

施し、記録保存をはかることになった。

註

1. 本遺跡については、 f二ツ井町史』に「竜毛沢 I遺跡(館跡)J 0 r秋田県の中世城館Jに「竜毛

沢館のうち西部段丘台地部」と記載されているが、 『秋田県遺跡地図』には登載されていなかった。

ーッ井町町史編さん委員会 『二ツ井町史J1977 (昭和52)年

秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和田)年

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図J1976 (昭和51)年

2. 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第155集

1987 (昭和62)年
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第2章遺跡の立地と環境

第2節調査の組織と構成

調査主体者

調査担当者

事務担当者

秋田県教育委員会

桜田 隆 秋田県埋蔵文化財センター文化財主任主担当

(現文化財主査)

船木義勝 秋出県埋蔵文化財センター学芸主事

能登谷宣康 秋田県埋蔵文化財センター嘱託(平成元年3月末退職)

(現財団法人福島県文化センター文化財主事)

加藤 進 秋田県埋蔵文化財センター主査(平成元年3月転出)

佐田 茂 秋田県埋蔵文化財センター主査(平成元年4月転入)

高橋忠太郎 秋田県埋蔵文化財センター主事

調査協力機関 建設省東北地方建設局能代工事事務所@能代間道維持出張所

山本郡二ツ井町教育委員会

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節自然的環境

山本郡二ツ井町は、秋田県北西部に位置している。

ーツ井町を中心とした秋田県北西部区域の地形を観察すると、岩手県四角岳に源を発し、秋

田県北部を西流し、能代市で日本海に注ぐ米代川の右岸区域には、標高1，OOOm土の白神山地

があり、その南側の山腹際をなぞるように標高100，._，200mの山頂が斉高牲を示す大小起伏丘陵

地が発達している。この丘陵地の西側と南側には標高20，._，50mの台地@段丘が開け、波浪状の

小起伏面を含む一大平坦面を呈している。これらの丘陵@台地@段丘を開析する小河川は、南

西あるいは西に流れて沖積低地をっくり、海岸砂丘地を隔てて日本海に注いでいる。

米代川左岸地域は七座rlJ山地の西部jに山頂が斉高性を示す大小起伏丘陵地が発達し、さらに

その西には6---7設の台地 e段丘が東から西に向かつて傾斜しながら展開し、八郎潟の湖岸低

地及び砂丘地を経て日本海に続いている。

この地域の地形は、①山地、②丘陵、③台地、④沖積低地、⑤砂丘地に大きく 5区分できるO

このうち③台地は、高位段丘面(標高100.......，200m)と、中@低位段丘面(標高20.-.....，100m)か

4 
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第2章遺跡の立地と環境

ている。後者は所謂洪水シラス面である。

一ッ井町は地理的には、北緯4002'50n~40o21'33ヘ東経14008'36n~140o18115n に位震

し、町域は東西14.3krn、南北34.55畑、面積180.89knIの細長い菱形を呈する。町域のうち70%

(12，636knI)は、山林原野となっている。

町の中央部を東から西に米代川が蛇行しつつ貫流しているが、留了の東部で北上してきた阿仁

川と、白神山地から南下してくる藤琴J!Iが米代J!Iに合流する。また、小滝山に源を発する種梅

JlIは、河岸段丘を形成しながら南に流れ、房住山に源を発する内川も段丘を形成しながら北に

流れ、ともに二ツ井町西部で相前後して米代JIIに合流し、日本海に注がれている。

竜毛沢舘は二ツ井狭除部の出口部分の左岸、北能代第3段丘面と呼ばれる段丘の縁辺部に位

置する。段丘は(遺跡の東@商で)奥深く開析されているため、遺跡が舌状台地に立地してい

る感がある。

遺跡の東側(米代)11側)下方の沖積低地には、一般国道7号と JR東日本の奥羽本線が並造

している。

植物分布を観ると、米代川を挟み南北で著しい相違を呈している。また河岸地帯では、日本

海の影響を受けた植生を示している。つまり、南部(米代川左岸側)はスギを主とする地帯で

スギの純林が続いている。北部〈米代)11右岸側)は広葉樹を主とする地帯で、トチ e クリ@コ

ナラなどの混生林から北上するにつれブ、ナが多くなり、ブナ純林へと変化する。中央部(米代

川河岸)はマツを主とする地帯とで、地形上海風の影響を受けており、河岸の丘陵地はマツ群

落が良く発達している。マツのうち、クロマツは海岸地帯に多く分布し、内陸に入るにつれて

アカマツがこれにかわるのが常であるが、二ツ井町は、この両種の変移点(混生害)となって

いる。竜毛沢館跡の立地する段丘上には、スギ@サクラ@クヌギ@ナラなどがみられるが、ス

ギの人造林が主体をなしている。

参考文献

二ツ井町町史編さん委員会 『二ツ井町史j 1977 (昭和52)年

秋田第四紀研究グループ米代川班(鎧敏春 .JNI[敏郎 e工藤英美@夏井恭子@藤本幸雄) 1秋田県能代平

野から藤里地域にかけての段丘群についてJ r秋田地学jNo.140 1966 

(昭和42)年

平山次郎 e市Jl[賢一 11000年前のシラス洪水一一発掘された十和田湖伝説 J r地質ニュースJ

No.140 1966 (昭和42)年

秋田県 『土地分類基本調査能代J1983 (昭和58)年

6 -



第2節歴史的環境

第 2節歴史的環境

竜毛沢舘跡の所在するニッ井町は、秋田県北部を貫流し、能代平野から日本海に注ぐ米代Jl!

の下流域に位置し、旧石器時代から中世にかけての遺跡は丘陵、台地(段丘)上に立地してい

る。本項では、米代}I!下流域に分布する遺跡群のうち本遺跡と関連する遺跡を中心として竜毛

沢館跡の藍史的位置付けを試みた ~\o

!日石器時代の遺跡は、彫刻刀形石器を出土した八森町土井遺跡(3 )、掻器を出土した古館

遺跡 (20)、ナイフ形石器を出土した能代市落合遺跡 (23)、杉久保型ナイフ形石器を出土し

た能代市館下I遺跡 (97)、ナイフ形石器@彫刻刀形石器 e米ケ森型台形石器@石刃@局部磨

製石 e石核等を出土した能代市此掛沢E遺跡 (88)、石刃@石核が出土した山本町逆川遺跡

(96)の6遺跡があげられる。

このほかに、故吉田礼三氏のコレクションの中から二ツ井町出土とされるナイフ形石器があ

る。

縄文時代の遺跡としては、能代市の杉沢台遺跡 (21) "館下I遺跡 (97) e上ノ山遺跡 (45)

@真壁地遺跡 (98) ・落合貝塚 (24) "腹鞍の沢遺跡 (42) ..大内坂E遺跡 (28) ・柏子所貝

塚 (41)、八竜町の責刈沢貝塚 (94)、二ツ井町の麻生(上ノiJJ)遺跡 (80)"烏野遺跡 (54)

などがあげられる。

杉沢台遺跡 (21)は、縄文時代前期末葉の長さ31盟、 11I高8.8田、面積222rr:iを最大とした 4軒

の大型住居跡と40軒の竪穴住居跡を持つ集落で、縄文社会を考えるうえで看過できない遺跡で

ある。また、 103基のフラスコ状土坑が台地縁辺部に群在し、その l基中にヤマトシジミの貝

殻が捨てられていた。小池裕子氏の研究の結果、貝の採集は晩春から夏にかけての時期に多い

ことがわかった。この貝層内から検出された骨類は、上野輝弥氏の鑑定で、ウグイ@フナ@ニ

シン科@サケ科@サパ科@フグ科の魚骨と、カエノレ@ネズミ(ハタネズミ属) ..鳥類@中型晴

乳類の鳥獣骨であることが判明した。

萱刈沢貝塚 (94)は、竪穴住居跡12軒@フラスコ状土坑などが検出された縄文時代中期前葉

の貝塚で、八郎潟沿岸という立地条件を生かして魚介類(チリメンカワニナ@アカニシ@ヤマ

トシジミ sチョウセンハマグ 1) eコタマガイ@コイ eウグイ eフナ eマサパ eマアジ eスズキ e

クロダイ eコチ e ヒラメ eハリセンボン科の一種)や鳥獣(キジ@ガンカモ科の一種@ムササ

ビ../ウサギ e タヌキ窃イヌ a ニホンシ力。イノシシーツキノワグマ@アシカ) ..堅果類(ク

リe ドングリ)を採取し、食糧としていたことが判明した。また、 1軒の竪穴住居跡からは、

東北南半の土器(大木7a式) "東北北半の土器(円筒上層a式) "北陸の土器(新崎式)が

共伴出土している。

-7-



第2主主 遺跡の立地と環境

館下 I遺跡 (97)では、縄文時代中期から後期初頭の竪穴住居跡34軒とフラスコ状土坑15基

等が検出されている O

上ノUJ遺跡 (45)からは、新潟県を中心とした分布圏をもっ馬高式土器が l点採集されてい

る。

柏子所貝塚 (41)は、縄文時代晩期前半の貝塚で、誠水域に生息するコタマガイ舎サルボウ e

ベンケイガイ eアカニシ eイタボガキ@淡水域のカワニナ@イシガイ、半紙半淡のヤマトシジ

ミの貝殻が出土したが、コタマガイが過半数を占め、次いでベンケイガイ eヤマトシジミであ

ることから、日本海側には珍しい主鹸貝塚であることが判明した。また、スズキ@クロダイ@

オットセイ@ウサギ@シカ aイノシシ@クマなどの魚 e烏 e獣類やクリ@クノレミなどの堅果類

も出土しており、貝塚を形成させた人々の食糧が判明した。それとともに、土墳に理葬された

8体の人骨が発見されたが、 1体(女性)を除き、西北頭位で埋葬されていること、抜歯や死

者の頭部に赤色顔料をかける風習のあったことも判明した。

麻生(上ノ山)遺跡 (80)は、二ツ井町内での「発掘」が確認できる最初のものである。秋

田県庁から明治30年12月15日付で東京帝国大学あてに『秋田県北秋田郡七座村麻生遺跡調査報

告Jとして照会書が提出されている。それによると I(前略)今ヲ距lレ凡十年前ニ素面及騎馬

土偶出テタリト云フ素面ノ分ハ今楢村人ニ保存シアルモ騎馬ノ分ハ所在不明ナリ(中略)然lレ

ニ本年八月中人類学ニ志アル某ノ¥該地ニ至リ発掘ヲ試ミタル果シテ土器石器ノ類数点品ヲ発見

セリ是レヨリ村人競フテ発掘ヲ試ミ(中略)其発見セル品類ハ殆ント千個ニ近シ(以下略)J 

と記載されている。また同年12月初めに実地踏査に赴いた、大野延太郎氏の『羽後国北秋田郡

七座村大字麻生上ノ山遺跡取調報告(第 1回)Jlには、その出土遺物の種類を

土器 土偶、土製仮面形、椀、皿、輩、高杯、鉢、急須形、香炉形、瓶、徳手IJ形

石器 石剣、岩盤、石斧、 (磨打)独鈷石、曲玉、臼玉、諸古形玉、石皿、石鎖、石匙、

石錐

と述べ、 I (略)帰京後モ来信ニヨレパ雪降ルニモ拘ハラズ盛ニ発掘セリトノ報アリ当分ハ無

尽宝庫ト云ベシ此ノ遺物ヲ多ク所有セ/レ人ハ(中略)等ノ諸氏ニシテ甚ダ珍蔵セリ亦タ諸方ヘ

モ幾分カ散乱セリ小笠原氏(小笠原為吉・…・・筆者注)ヨリハ大学へ献納ヲ申出デラレ己ニ到着

シタレパ学術上有益ノ材料ニシテ永ク教室ニ保存セラル亦同地方ノ名誉ト云ベシ(後略)Jと

当時の東京帝国大学の姿勢ー考え方の一端を披露している。現在、麻生出土とされ、国の重要

文化財に指定されている土製仮面は、この時に献納されたものの lつで、ある。なお、この「麻

生遺跡Jについては、 「上ノ山遺跡Jの別称もある。

明治時代末期から昭和時代初めにかけて、故鳥井竜蔵博士などとも親交があり 1 地元の遺跡

を調査し、遺物を丹念に描写した故吉田吉助氏も「上ノ山遺跡Jとして記録を残している。
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第2節歴史的環境

烏野遺跡 (54)は、縄文時代前期から晩期にかけての遺跡であるが、麻生(上ノ山)遺跡同

様「発掘jはされているが、学術的な調査は行われていなかった。

弥生時代の遺跡として、能代市の真壁地遺跡 (98) ..杉沢野(杉沢台)遺跡 (21) "金山舘

(金山チャシ) (26) ..トドメキ遺跡 (25) "此掛沢H遺跡 (88) ・寒JI!1遺跡 (92)、八竜

町の家の上遺跡 (95)があげられるが、いずれも土器片が出土しているにすぎない。

奈良 e平安時代の所謂古代の遺跡として発掘調査されているのは、八森町の土井遺跡 (3)、

峰浜村の城土手遺跡 (99) "中間表遺跡 (11)、能代市の中台遺跡 (30) ..竹生遺跡 (15) " 

重兵衛台 I遺跡 (13) "重兵荷台耳遺跡 (14) "トドメキ遺跡 (25) ..ユズリ葉遺跡 (32) " 

腹鞍の沢遺跡 (42) "真壁地遺跡 (98) ..金山館(金山チャシ) (26) ・サシトリ台遺跡 (22)

@杉沢台遺跡 (21) ..大館遺跡 (43) "上ノ山遺跡 (89) 9 寒}I日遺跡 (91) G 寒川!II遺跡

(92) "十二林遺跡 (100) 穆福田遺跡 (93)などである。

このうち、十二林遺跡(100)は須恵器窯@土器焼成遺構@製鉄炉@鍛冶関連遺構@炭窯な

どが竪穴住居跡 e掘立柱建物跡と共に検出されている。福田遺跡 (93)も竪穴住居跡 e掘立柱

建物跡が検出されている。十二林遺跡と福田遺跡は、集落あるいは集落の一部を区画する施設

として機能する溝や柱列が遺構群の周囲に配置されており、板塀や柵列が想定されていること

から、中世の集落あるいは域舘の区画施設との関連で重要である O

竹生遺跡 (15) ..中台遺跡 (30) ..寒Jf!II遺跡 (92) ..十二林遺跡 (100)では、製鉄炉が

検出されている。鉄生産の最終目的はその製品化であり、製鉄炉を構築して鉄を生産し製品化

しなければならない、あるいは製品化しでも見合うだけの需要がこの地方にあったことを示し

ている O 古代律令体制下において出羽側最北の秋田郡率浦郡より更に北方にあり、郡郷制が設

定されることのなかったこの地方に鉄生産技術が導入され、製鉄が操業していることは古代に

おけるこの地方の社会構造を究明する上で重要であろう。

また、発掘調査された遺跡のほとんどから撃穴住居跡が検出されているが、竪穴住居の出入

口が確認されたのは、土井遺跡(3 )の 2軒のみである。

土井遺跡 (3)と上ノ山E遺跡 (89)では、中国(中華人民共和国)と北朝鮮(朝鮮民主主

義人民共和国)との国境付近の白頭山を噴出掠とする降下火山灰(白頭山@苫小牧火山政)が

竪穴住居跡内に堆積しているのが確認されている。この火山灰の噴出年代については、 10世紀

から12世紀まで諸説があるが広域に降下した火山灰は、遺跡相互の関係を把握する大きな手が

あるがかりとなる。

古代の『日本書紀』や『続臼本紀』、 『日本三代実録』などの文献に、米代川河口付近を指

すと考えられる地名が記載されている。 r日本書紀J斉明天皇四年四月の条の阿部比羅夫北航
記録に見える「湾代J、 『続臼本紀J宝亀二年六月二七臼の条の「野代湊J、 『日本三代実録』
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元慶二年四月二八日の条の「陰口野代営Jなどである。 I陰口野代営jの位置について地元で

はトドメキ遺跡 (25)や桧山城 (78)、大館遺跡 (43)が有力な擬定地とされている。大館遺

跡 (4めでは、空濠@柵71J..土塁@竪穴住居跡等が検出されたが「野代営J跡であるとの結論

は得られなかった。

鎌倉時代から室町時代にかけての所謂中世には、 「館跡J と呼ばれる遺跡が多 ~)o 米代Jl I右

岸には、二ツ井町大川口舘 (62)、能代市白岩館 (38) a下上野館 (37) "久喜沢チャシ (31)

@古館 (29) ..城山館 (27) ・金山舘(金山チャシ) (26)が、左岸には二ツ井町竜毛沢館

(63) "塚の岱館 (53) ..館の平館 (51) o舘の岱館 (50)、能代市芹JlI館 (49) "赤館 (47)

号比丘尼館 (4針。谷地舘 (44) ..大館 (43"46)が築造されている。また、米代JI!支流にも

多くの館跡が築造されている。阿仁川流域では、二ツ井町‘古館 (81)、合川町杉館 (83) 0西

根回舘 (84)などが、藤琴JII流域では二ツ井町町館 (69) 毒市舘 (70)、藤里町荒川舘 (71)" 

嘉平岱舘 (72) 0院内岱館 (73) ..小比内館 (74) "!J¥高石舘 (7の e上湯の沢館 (76)など

が、種梅JlI流域では、二ツ井町チャクシ館 (61) "小沼の館 (59) "加代神館 (60) "上掻口

館 (58) ..筒ケ沢館 (56) ..御前坂館 (57)が、常盤Jl!流域では能代市上寂野館 (36) "大館

(33) "上寂野チャシ (35) ..馬音館 (34)が、桧山JlI流域では能代市二又舘 (87) ..三岳舘

(86) ..茶臼館 (77) "桧山域 (78)などが確認されている。この他、竹生Jl!流域〔能代市平

泉館(17) "外荒巻館 (18)、峰浜村作館(19) "古舘 (20)J、塙JlI流域〔峰浜村中館 (8)

e大館 (9) "白UJ館 (10)J、水沢JlI流域〔峰浜村高開館 (6) "下大台館(7) e黒平館

( 5) "蝦夷館 (4)Jにも所在している。

二ツ井町の米自橋付近〔大川口館 (62)あたり〕から能代市扇回付近〔大館 (43)のあたり〕

にかけての米代川左岸に館跡が多く築造されているのは、広い段丘面が連続し、前面に米代川

の沖積地が広がることが一大要因であろう。また、元慶2(878)年に米代JlI流域等12カ村の

住民が秋田城司の悪政に反抗@蜂起し、秋田城等を焼き、秋田}II(雄物川)以北の独立を要求

した所謂元慶のきし時に、鎮守府将軍小野春風らが陸奥側から鹿角に入り、米代川沿いに豪族を

説得しながら南下していることから、古代には既に交通路が拓けていたと考えられる。この交

通路が近世に整備されて羽州街道となったと思われるが、このあ盟各カ糠~#群のすぐ近くを通っ

ていることにも留意する必要があろう。

米代川下流域@能代平野縁辺部に築造されている館跡は、桧山安東氏との関わりを重視する

文献史学的研究が主に進められているが、考古学的成果も考慮する必要があろう。

館跡以外の中世遺跡として、峰浜村中間表遺跡 (11)が注自される O 古代から中世にかけて

の「村」の変遷をたどることができる農民集落遺跡で、掘立柱建物跡25軒@井戸跡10基が検出

され、青磁色白磁@項恵器系中世陶器等が出土した。館跡などからも少量ではあるが漬恵器系

12 
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中世陶器や陶磁器類が出土しており、能代市平泉舘(17)付近から須恵器系中世陶器の浄瓶

(陶製水瓶として県指定有形文化財)が、能代市白山遺跡 (40)から須恵器系中世陶器の播鉢

が発見されている。二ツ井町大倉 (65)でも須恵器系中世間器の四耳壷が発見されている。

須恵器系中世陶器は、北陸地方などからの移入品が多数を占めるが、二ツ井町ヱヒパチ長根

窯跡 (55)は、現在のところ日本最北の須恵器系中世陶器焼成窯であり、片口鉢@四耳叢@壷 e

聾 e浄瓶ー小皿寺椀 e蓋などが生産されている。この窯跡を奈留守するためには、有力な支配者 e

経済基盤が存在したと思われる。ほぼ同時期に山岳仏教(真言密教)の盛地であった二ツ井町

高岩山山麓の市館 (70)付近から出土した片口鉢とした経翠(県指定有形文化財)や四耳輩@

五輪塔などから、中世前期の状況をかいま見ることができる。

時代は不明であるが、米代JfIのシラス(軽石)を伴った大洪水のためシラスに埋没した建物

があり三鷹巣町小勝毘 (82)は有名であるが二ツ井町天神 (79)でも掘り出された記録がある。

天王19(1591)年の『出羽毘秋田郡知行御朱印写』には、 「一弐百弐拾七石九斗五升九合せ

り川村、里うけ沢村Ji一百参拾六石参合龍毛村」と記載されているのがみえる。

竜毛沢館の経済基盤となった集落が両者か、あるいは一方か、またその位置がどこか比定で

きないが、竜毛沢館に一番近い切石集落には、 「竜毛沢の奥から移り住んだjとの口承がある。

竜毛沢の中iこ集落が営まれていたことを示しているが、これは米代)11の沖護{丘地が繰り返され

る氾濫のため、定住@生産に不適であったことと、広く開析された沢内を開墾することにより

水田を造成できたことがその理由であろう。

この「龍毛村Ji呈うけ沢村」の比定地、口承の切石集落の故地、竜毛沢出口両側に位置す

る竜毛沢館跡との関係、は不詳である。

参考文献

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図J1976 (昭和51)年

秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館J秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和56)年

秋田県教育委員会 『北部羽州街道』 歴史の道調査報告書VI.秋田県文化財読査報告書第132集 回85

(昭和60)年

秋田県教育委員会 『土井遺跡発掘調査報告書一一山村基幹農道割詰事業八森地区埋蔵文化財発掘調査一-J

秋田県文化財調査報告書第111集時84(昭和59)年

秋田県教育委員会 『大内坂H遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化射調査報告書第51集 1978 (昭和田)

年

秋田操教育委員会 f中台遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財諮査報告書宇第50集 1978 (昭和53)年
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秋田県教育委員会 『館下 I遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第句集 1979 (昭和54)年

秋田県教育委員会 f杉沢台遺跡・竹生遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第83集 1981 

(昭和56)年

秋田県教育委員会 『中田表遺跡 e重兵衛台 I遺跡§重兵高台立遺跡@根洗場遺跡発掘調査報告書J 秋

田県文化財調査報告書第74集 1980 (昭和55)年

秋田県教育委員会 『腹鞍の沢遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第97集 1982 (昭和57) 

年

秋田県教育委員会 『域土手遺跡緊急発掘調査報告書』 秋田県文化財噌調査報告書第32集 1974 (昭和49)

年

秋田県教育委員会 『真壁地遺跡@蟻ノ台遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第102集

1983 (昭和58)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第103集 1983 (昭和58)年

秋田県教育委員会 『此掛沢E遺跡 e上ノ山E遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第114集

1984 (昭和59)年

秋田県教育委員会 『上ノ山遺跡事有2次発掘調査報告書 国営能代開拓建設事業理蔵文化財発掘調査一一』

秋田県文化財調査報告書第137集 1986 (昭和61)年

秋田県教育委員会 『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書一一寒川 I遺

跡・寒川III遺跡-j 秋田県文化財調査報告書第167集 1988 (昭和63)年

能代市教育委員会 『大館遺跡発掘調査報告書j 1978 (昭和53)年

秋田県立鷹巣農林高等学校郷土史研究部 『能代市金山チャシ発掘報告J 秋田県立鷹巣農林高等学校郷

土史研究部報告第 l冊 1957 (昭和32)年

能代市教育委員会 『金山館発掘調査報告書j 1986 (昭和61)年

大槻久馬 「能代市周辺の遺跡についてJr秋田考古学』第32号秋田考古学協会 1975 (昭和50)年

八竜町教育委員会 『萱刈沢貝塚j 1979 (昭和国)年

ーツ井町町史編さん委員会 『二ツ井町史j 1977 (昭和52)年

大和久震平 『柏子所員塚第2次・第3次発掘調査報告書』 秋田県教育委員会・能代市教育委員会

1966 (昭和41)年
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

昭和61年度に実施した範囲確認調査の結果から、バイパス工事区域内における遺跡範囲は、

12，OOOrrfとなったが、 『秋田県の中世城館』には、つぎのように説明されている。

「竜毛沢館 館西端からは藩政時代の羽ナ1'1街道がそのまま残り、烏坂@烏野を通り駒形入口

に及び、今も農道山道として利用されている。館は竜毛沢の狭い水田を挟み東部山頂と西部段

丘台地部に認められ、東部は水田との比高58m、西部は48mであるO 館の主な構築は空堀であ

り、東部に4条、西部に4条付設されている。東部付設の空堀は長さ12m、10m、27m、10m

を計り、ともに稜線を切り通している。西部は長さ 9m、32m、60m、33mを計り、掘り下げら

れた土が土塁状を呈している箇所もあり、平沼面を斜面から斜面にかけて切り通している。ま

た所々に異形の掘り込みも見られる。館への通路とみられる。ところが頂部近くで、落差をつけ

た掘り込みで終結している。東部舘に太平山と高丘山の小洞があり珠洲陶片が表採されているO

館主はさだかでないが羽陰温故誌に、切石に額出淡路守が居住したことが記載されているO

また切石の兜神社の御神体は、藤原泰衡の兜と伝承されている。 J (第5図)

竜毛沢館跡は、水田となっている竜毛沢を挟んで南東傑(~秋田県の中世域館』での東部)

と北西側(問書の西部)にまたがっているとされ、 f二ツ井町史』には、北西側は竜毛沢I遺

跡、南東側を竜毛沢H遺跡として記載している。今回の調査対象区域は、竜毛沢I遺跡として

記載された地区であるO 地元民は、両台地の崩壊部分(露頭)の土急から、竜毛沢 I遺跡を

「赤っぱげ」、竜毛沢E遺跡を「白っばげjと呼んでいる。この土色の違いは、台地構成層の

差異に起因すると思われる。

調査対象区域の台地上面は、視覚的には平坦であるが、南側から北側に緩やかに傾斜してお

り、これは現在も進行中の摺曲運動の影響であるという。調査区域内の現地形を観察すると、

2ケ所に空堀があり、西側の空堀の両側には土塁状盛土が認められる。土地所有者の話では、

西側の空堀は深く、両側の土塁状盛土も相当高かったが、終戦後(昭和27"28年頃)の開墾特

に盛土を崩し、空堀を埋めたとしづ。また、他の土地所有者は、畑として開墾中に多くの遺物

が出土し、その中に卸し目があり半分に割れたエヒパチ(播鉢)も 2{自分あったが、西側の傾

斜地に捨てたとの事であった。後年、西側の傾斜地で山崩れが起こったため、捨てられた遺物

は再び埋没してしまったとの事であった。東側(国道 a米代Jll側)の 2ケ所で、長さ30m、下

幅3.3m、高さ1.7mの土塁状盛土が存在するが、この盛土は国道の雪崩防止用土堤であるとい
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第2節調査区の設定

う教示を得た。国道側も大きく崩落して急傾斜である。

調査区域には、マツ@サクラ@ナラ@コハゼ@クリなどの自然植生樹、ススキ@ササなどの

草木のほか、スギ@キリ鋤クリの人工林が観察された。腐葉土(腐植土)が主体の表土は戦後

の一時期食糧増産のため耕作されたことがあり、人工林の培地は焔の畝がそのまま残っており、

極めて軟質である。

第2節調査区の設定

昭和61年の範囲確認調査により、遺跡の範囲とその内容が明らかになったことから、遺跡内

に建設省東北建設局能代工事事務所が20阻毎に打設した中心杭のうち、 No.29とNo.30の杭を活用

し、これの杭を結ぶ線を基準線とし、 No.29杭を基点とする 4mX4mの方眼に杭を打設する計

画を立てた。ところがNo.29杭を基準杭とすることが出来ないことがわかったため、急拠No.28と

No.30の2本を結ぶ線を基準線とし、 No.30を基点とし 4mx4mの方眼に杭を調査対象区全域に

打設した(第6図)。

No加杭から20m毎に、方眼杭と共用する頭部を10cm幅で、赤色に塗色したレベル原点杭(規格

9 cm >< 9 cm X90cm)を打設し、水準点から標高を誘導した。この杭には、レベjレ数値とグリッ

ド(方根)名を併記した。他の方眼杭は、 4.5cmx4.5cm x60cmの規格の杭で、頭部を10cml隔で、

白色に塗色し、グリッド(方眼)名を記入した。

グリッド(方眼)名は、 No.30の基準点をMA50とし、みかけの南北方向にアルファベッ

ト、東西方向にアラビア数字を付すことにした。南北方向では、問A50より北側に順次MB.

MC……MNとし、南側には、 TからAまで逆11慣にLを冠してLT……LAとし、 LAの南側

は、 Tから逆11匿に、 Kを冠してKT……K1まで付した。東西方向では、 MA50より東側には

1ず、つ加数し、西側は減数することにした。アルファベットとアラビア数字の組み合わせによ

り、各方眼杭の名称、が付され、各グリッド(方眼)は、みかけの南東隅の杭に付された名称で

呼称された。

この調査区のNo.28とNo.30を結ぶ基準線は、被jとから西側に32
0

4
/
57
11

偏している。
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第3節調査の経過

第3節調査の経過

発掘調査は5月9日からの予定であったが、その準備作業のため 5月5日に現地入りした0

5月6日から11日まで駐車場 e現場事務所 e作業員休憩所@機材保管所@トイレなどを設置

しfこO

5月11日午後に、二ツ井町福祉会館で作業員希望者に労働条件 e作業上の注意場調査の方法

等を説明する作業員説明会を開催した。

5月12日に、県埋蔵文化財センターから 4トントラックで発掘資材，測量器材等を搬入した。

発掘現場は、現水田面からの比高35mの台地上にあり、排土を調査匿域外に移動することが不

可能であることから、建設省が打設した中心杭No.30を境界として南@北に分け、 8月上旬まで

は北側区域 (A地監と呼称)を調査し、南側区域 (B地区と呼称)，こ排土を運搬 e盛土するこ

とにした。しかし、伐採木の枝葉等が大量に残されており、グリッド設定用杭の打設もままな

らない状況のため、 A"B両地区の枝葉の片づけを5月24日まで継続した。この過程で、 A地

区だけで、切口直径20，......，60cmの切株が600本を越えることがわかった。

現場に、器材保管用プレハプを建設したが、現場で使用するトイレはバキュームカーが登れ

ないことから、素掘り穴に小屋架けすることになった。二ツ井町教育委員会の雄鹿教育長、畠

山社会教育課長、宮越社会教育係長が来跡した。

5月24日にようやく A地区のグリッド杭の打設を開始したが、当初建設省打設の中心杭No.29

とNO.30を結ぶ線を基準線とする計爾であったが、 NO.29杭が立木伐採時に折損し、移動されてい

たことが判明したので、 No.28に変更し、 No.28とNO.30を結ぶ線を基準線としてグリッドを設定す

ることにし、 5月27日まで打設作業を行い、レベル原点の移動も完了した。

5月25日から、 A地区東側にある雪崩防止用士堤の撤去作業を開始した。 B地区の雪崩紡止

用土堤についても、夏季にスズメ蜂などの営巣が予想されることから、同時に撤去することに

した。 A地区の土堤は、黒色土(腐葉土主体)の単層積みで、縄文土器片@石器@剥片が若干

出土した。 B地区の土堤は、黒色土(腐葉土主体)と黄檀色粘質土(地山ローム層)の互層積

みになっており、黒色土中からは縄文土器片と石鎖。石匙@石錘などの縄文時代の石器@剥片

が多く出土しているが、黄樫色粘質土中からは、粘質土が固く粘着した剥片が多く、石器も 1

点採集された。この石器と剥片は、旧石器時代の所産で、既に原位置を離れた状態での出土で

あるが、盛土用の土取り穴が土壌の西側に白地として確認できることから、原位置のおよその

位置は推定できた。

二ツ井町からは、旧石器時代ののナイフ形石器が1点採集されているが、遺跡から出土した

のは初めてのことだった。
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第 3空発掘調査の概要

5月26日午後に県教育庁文化諜富樫泰時主任学芸主事と、池田学芸主事が来跡した。 5月30

日からA地区の表土(第I麿)除去(粗掘り)を行うが、北東側にある沢に東面する台地の縁

辺部に浅く溝状の落ち込みが巡っていたが、用途と掘り込み時期等については、!日土地所有者

もわからないとのことであった。作業は北西側から行うこととし、ベルトコンベアーを 6台ず

つ2連設置し、 4台の8輪土砂運搬車でB地区に設けた排土集積場所まで運搬@盛土した。表

土が比較的薄く、腐葉土主体の黒土であるため、スコップ。等への粘着も少なく、作業は111夏調に

進捗した。二ツ井町の七尾町長以下助役@総務課長らが来跡し、作業員を激励した。二ツ井町

公民館では生涯学習の教材として使用するため、竜毛沢館跡の発掘調査の過程を順次ピデオ撮

影したい旨連絡があった。船木学芸主事が27日で現場を離れた。

6月に入り、粗描りした区域から石器@剥片、須恵器系中世陶器の破片が多く出土したが、

戦後の開墾と耕作により原位震を離れているものが多いので、各グリッドの第 I層中出土とし

て収納した。

また、米代川とその支流から水を運搬し、事務所棟 1階の整理室で出土遺物の洗浄を開始し

fこO

6月7日には、成田康造県議会教育公安委員長及び二ツ井町議会議員が来跡した。成田委員

長からは、鎌倉期に山岳仏教の盛地であった高岩山の遺跡等についてご教示いただいた。

この頃降雨多く、作業は停滞したが、作業員の中から選抜した実測要員の湾成と実習を繰り

返した。

6月中旬から第E層(暗褐色腐葉土)を掘り下げて地山面直上での遺構プラン確認作業を開

始した。北東側の雪崩防止用土堤を撤去後、埋没しきらない凹みを確認したので、土層観察用

ベルトを 2本設定し掘り下げた。薬研状を呈する空堀であるが、地山面が段状を呈することか

ら、この部分について検討を要した。乙の阻みは、雪崩防止用の土堤の直下であり、かなり人

工的に埋め戻されていることと、土堤築造の際の土取り穴と誤認しやすいことから『中世槻剖

の調査と範囲確認調査でも確認されなかった空堀である。 SDOlと遺構番号を付し、この空堀

により小さな郭が影成されていることから、この空堀の北側の郭を第E郭とした(調査区の大

部分を吉める郭を第I郭、 B地区の南東側lこ空堀で区画されている郭を第彊郭と呼称すること

にLf;こ)。

前半の連日降雨から一転して晴天と強風が続き、調査区全体が過乾燥と砂ぼこりのため、遺

構プラン纏認が困難を握めたが、土坑状落ち込みゃ、柱穴様落ち込みプランが検出され始めた。

現地形で北東側の沢に平行するように台地縁辺部を巡る浅い溝状落ち込みは、地山面霞上で

のプラン確認の結果、台地縁辺部の地形に沿うように途切れたり、あるいは二重(二列)にな

りながらも巡っていることが判明した。捕列(援塀)になるかどうかこの段措では判断できな
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第3節調査の経過

かった。

6月27日に二ツ井小学校6年全員が見学に来跡した。午前中久し振りに強風雨があり、遺構

プランがかなり明確に認識できるようになり、竪穴住居跡らしい円影プランや円形土坑プラン e

柱穴プラン等が次々に確認された。能代@山本地方の古代@中世史を研究し、中世城舘にも詳

しい古内龍夫県立能代高校教諭が来跡され、御教示いただいた。

洗浄中の遺物の中に、蓮弁文青磁碗破片 e磨製石斧片 e石鏡 e石匙等が見られ、青磁碗片の

出土には、竜毛沢館の年代推定の 1つの試料となるものであった。

S DOl空堀と隣接する段状地形は、掘り下げが完了し、その土層体積状況を観察した結果、

空堀の掘り替えではないか、つまり、 SD01空堀は2時期にわたるもので、段状地形に見える

のが、古い空堀ではないかと思われた。

7月68までに、一応プラン確認が済み、竪穴住居跡 e竪穴建物跡9軒、こ士坑状落ち込み27

墓、空堀2条、溝状遺構 e橋初J(板塀)16条、柱穴多数が検出された。この柱穴は、掘立柱建

物跡の柱穴と考えられるので、古建築の研究者から助言をいただくことにした。遺物の洗浄と

ともに遺物への註記も開始した。作業工程上の関係から、作業員の約半数で粗掘りを開始した。

7月11日から竪穴住居跡@竪穴建物跡の精査を開始した。 S102" 03 " 08の3軒の竪穴住居

跡は、いずれも上部が讃歪L..部平されており、また本援による床面の破壊も大きく、遺存状態

は不良であったO 能登谷嘱託が本日より調査に加わった。 7月128から竪穴住居跡@土坑@柱

穴等の精査(半載掘り下げ)を次々と開始する。

7月中旬には、 A地区の全域で遺構精査に入るが、柱穴等遺構数が予想以上であることと九

実測要員の不足から、 8月上旬にA地区の調査を完了することは不可能と判断し、遺構の1/20

の縮尺の平面実測と 5cmコンターの地形測量は、測量業者に委託することにした。

第宜郭に検出されたS102竪穴住居跡には、 2基のT-Pitが複合しているが、 T-PitがS1 

02竪穴住居跡の埋土を掘り込んでいることからT-Pitが新しいことがわかった。また、このT山

Pit 2基は、白色の粘質土(地山麗)であたかも埋め戻された状況を呈していた。他の霊穴住

居跡 e土坑にも同様の埋没状況があり、館築造の際に埋没しきらない遺構に対し、平坦函創出

のため削平と埋め戻しが行われたのではないかと思われた。

7月19日に切石小学校全校生徒が見学に来跡した。 7月25日から遺構プランの再精査を行っ

た。これは、地山崩と間色の埋土を有する土坑@柱穴が多いので見落としの可能性があったた

めである。多くの柱穴が確認された。能代市在住の中世史研究者の若松鉄四郎@戸桧勇治 e村

木悦也の 3氏が見学に来跡した。村木氏からは、 『秋田家文書』の中に「りうけ村」のあるこ

となどを御教示いただき、後日関係資料もいただいた。

P44む柱穴内から銅銭4枚が出土したが、錆のため銭名は不明であった。第霊郭の粒揺与を
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第3章発掘調査の概要

開始した。

8月上旬に空中写真測量を実施することが決まり、 7月27日に測量技術者と現場打ち合わせ

を行った。 A地区の柱穴(約2，500カ所)に柱穴番号を付し、その位置を1/20平面図に略記し、

その出土遺物は、各柱穴毎に番号を付し、平語位置 e レベル実測後に収納した。

MB41グリッド内 s外で大量の鉄淳が出土しており、過乾燥のため、プランがよくわからず、

大量に散水してプランの確認をしたところ製鉄炉であることが判明した。この製鉄炉の近くに

炭化物が大量に堆積している土坑があり、製鉄炉で使用する炭を焼いた炭焼き窯の可能性も考

えられた。

7月28日にB地区で第I層の粗掘り中、トランシェ様石器が出土した。 7月29日iこは、二ツ

井町転入教員研修会と切石松寿会(老人クラブ)が見学に来跡した。

7月30日には、東北地方北半部の中世城舘と中世陶磁器の研究者である工藤清泰青森県浪岡

町歴史資料館主事と坂本洋一青森県埋蔵文化財調査センター主事が来跡され、中世の遺物の極

めて僅少なのに首をかしげなげらも立地条件@館遺構に大いに注目されていた。

8月1自には、宮城学院女子大学の工藤雅樹教授が来跡され、東北@北海道の館とチャシの

構造@立地条件等との比較も交え、米代JlI流域の中世城舘について御教示いただいた。

竪穴住居跡 e竪穴建物跡、土器埋設遺構、土筑、概列(板塀)等の写真撮影 e実測などを行っ

fこO

8月3日に空中写真測量用の対空標識を打設し、 8月48から 8月7日までバル…ンによる

写真測量を行った。

8月8日には、二ツ井町教育委員会による遺跡見学会が午前9時から11時すぎまであり、午

後1時から 3時まで山本郡山本町公民館による中学l年主体の見学会が行われた。

8月10日に古建築を研究している八戸工業大学の高島成佑助教授が来跡され、掘立柱建物跡

について御教示いただいた。

8月23日から31日まで業者に委託して、 B地区に盛り上げた排土の移動作業が行われた。

8月24日には、秋田県内の古代製鉄炉を研究している熊谷太郎秋田商業高校教諭が来跡され、

製鉄炉と炭焼き窯、出土遺物について御教示いただいた。

9月1日からB地区の本格的な粗掘り作業を行うが、南側斜面のメIJり払いと枝葉の移動も伴っ

た。既に、粗掘りの終了している地区では、プラン確認作業@遺構精査を進めた。

9月5日から11日までB地区全域にグリッド杭を打設し、レベ、lレ原点も設置した。 9月5日

には、県教背長文化課の課長補佐らが来跡した。この頃から降雨が多くなり、現場作業が停滞

するが、プレハブ内にて遺物の接合 e分類などの整理作業を開始する。 9月9日には第 I層の

粗掘りがほぼ終了した。岩手県立博物館の佐々木清文氏らが来跡し、製鉄炉について御教示い
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第3節調査の経過

fこだし、fこO

9月14日には、第 I郭東側のSD03空堀に平行して調査区域内にSD03空堀より古い空堀が

存在することがわかり、 SD04と命名する。 B地区全域で遺構プラン確認、遺物収納等が進捗

した。

9月19日に隣町の合川町で石油試擁している通産省工業技術院地質調査所燃料部石油諜と技

術部化学課の技宮が来跡され、このあたりの地形@地質構造等について御教示いただいた。

9月26臼には、 SD04空堀の東側に平行し、粘質土で埋められた溝〔楠列(板塀)Jを検出

した。また、 SD04空堀には土橋が存在することが確認され、 SD04空堀の西側、 SD03空堀

との間にも柵列(絞塀)が存在することがわかった。土爆の堆覆状況の観察から、 2列の柵手IJ

が廃棄されたあと、 SD04空堀が掘られ、その後SD03空堀が揺られていることがわかった0

2列の柵列は、 SD03とSD04空堀との問に存在する櫛列の方が古いことがわかった。この頃

また降雨が続き、作業が停滞した。

10月38には、火災にあったS1 103竪穴住居跡の張り出し部から炭化した穀類(主として

そばの実)が大量に出土した。床面に横たわって3枚検出された炭化板は、幅40cm程あるが、

直径30cm位の穴があけられていた。

B地区も、 A地区同様遺構の多いことと、地形測量を行うための人員 e期路が不足なため、

空中写真測量を実施する準備を進めた。

10月11日に対空標識等を設置し、 10月158までヘリコプターによる空中写真測量を行った。

10月13日に製鉄遺跡を研究している千葉県の穴律義功氏が来跡され、本遺跡の製鉄炉が精錬

と鍛冶を行った可能性があることや、鉄棒等出土遺物の分類方法等を御教示いただいた。この

日は秋一番の寒さと強風で、白神山地には冠雪が、また現場にはあられが降り続いた。

10月15日の午前中で空中測量が終了し、午後2時から県埋蔵文化財センター主催の現地説明

会を開催し、 130名の参加を得た。説明会のあと、村越潔弘前大学教育学部教授、中川重紀岩

手県埋蔵文化財センター専門調査員らと館跡その他について意見交換することができた。

10月21日には、三辻利一奈良教育大学教授が来跡され、須恵器系中世陶器の胎土分析による

産地問定について御教示いただいた。

10月24日から、第亜郭の旧石器時代遺物の出土した地区を中心に確認、作業を開始した。しか

し、 11月5臼まで、!日石器時代の遺物の探査を行ったが、遺物 e遺構とも確認できなかった。

能登谷嘱託現場を離れる。 11月7日から図面のチェックと補足作業等の他、器材の洗浄 e梱包

を行った。 11月10"11日吹雪の中、発搭器材と遺物を大型トラックで県埋蔵文化財センタ…へ

搬出した。 11月14日にプレハブなどを解体し、 11月15日みぞれの中、国道から駐車道へ至る取

り付け道路を撤去し、発掘調査を終了した。
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第4章調査の記録

第4章調査の記録

第 l節検出遺構と遺物

1 I日石器時代

i白石器時代の遺物は第遊郭のほぼ中央に昭和30年代に築造し 7号の雪崩防止用土堤を

撤去中に土堤盛土中から出土した。土堤の盛土は、南北30m、基底幅3.5m、高さ1.7mで地山

と黒色土の五層積みとなっており、!日石器時代の遺物は、地山土中からの出土である。いず

れも硬質頁岩製である。石器はI点のみで、他の11点は剥片である(第7" 8図、図版22'"23)。

lは比較的幅広 e厚手の縦長剥片を素材としたナイフ形石器である。先端部両側縁に徴細な

刃こぼれがあり、また先端部両側縁と主要剥離面のリングの高い部分にわずかながら光沢が授

認される。長さ6.4cm、幅3.2cm、思さ1.1cm。

剥片は縦長の剥片が主で、原擦の自然面が残るものもあるO

2 縄文時代

( 1 )遺構 a遺物の概観

縄文時代の遺構として竪穴住居跡11軒、フラスコ状土坑1墓、 T-Pit3基、土壌墓3基、

土坑49墓、土器埋設遺構10基、自己石遺構1基を検出した。

竪穴住居跡11軒のうち、平面プランが円形を呈するもの8軒、方形1軒、楕円形l軒、不明

l軒である。規模は、円形を呈する竪穴住居跡では直筏4m台が2軒 (S1 101 " 102)、3m

台が5軒 (S1 04 • 07 • 10 • 13 " 105)であるが、他に円形を呈する l軒で掘り込みの範囲が

直径1.7mと小規模な竪穴住居跡が存在する。方形の竪穴住居跡 (S102)は1辺3.3mで凡そ

直径3m台と同規模である。構円形を呈する竪穴住居跡 (S108)は長軸4.2mで凡そ直径4

m台と同規模である。

竪穴住居跡内に付設された炉の形態を観察すると四囲に河原石を配した石間:炉、長大な河原

石を「コ」の字状に配した石組炉、小さな河原石を馬蹄形に配した石組炉、炉の 1方に属平な

河原石を立てた炉、扇平な河原石を立て、焼土を挟さんでその対面に土器を埋設した土器埋設

炉等がある。柱穴配置には、規則性を認めることができなかったが、主要な柱穴が掘り込み内

の床面上に予想される竪穴住居跡が多い中で¥掘り込みが小規模なため、主要な柱穴を掘り込

み外に求めざるを得ない竪穴住居跡がある。

11軒の竪穴住居跡、の営まれた時期はその出土遺物から中期末葉から後期初頭と考えられる。
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第 l節検出遺構と迫物
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第7図 !日石器時代の遺物実測図(1)

- 25-



- 92:-

く〉

~8 議Z)l詔限主備要ωミJキfl器日目

n 

〈二二コ

km川山
υ

<:1 

¥ノ6 

く~01 

てプL 

てアg 

事f!Wi野2~CO~語健



第 l節検出遺構と造物

フラスコ状土坑 (SK F 1l6)は1基のみの検出であったが、竪穴住居跡 (SI 102)が廃棄@

埋没後に掘り込まれたものである。土坑の廃棄とともに土器@石器類が投@廃棄された状況で

あった。

T P i tは3基(S K T01 .. 02 .. 03)検出したが、 2基(S K T01 0 02)は竪穴住居跡

(S I02)の廃棄 e埋没後にあたかも 1対となるように掘り込まれているが、 T P i t内の

埋土の堆積状況から掘り込み時の排土がすぐ近くに堆積され、 T-Pitの廃棄特にその堆積

土を埋め戻した状況が推測された。

土壌墓は 3基 (SK31ぺ03穆 104)検出したが、 2墓(S K 103 " 104)は、現地形の縁辺部

に長軸が等高線と平行するように(東西方向)2基が掘り込まれていた。掘り方もていねいな

長方形プランを呈する土壌墓であるが、人骨 e副葬遺物は出土しなかった。 SK31の土壌墓は、

略東西に長軸方向をもっ楕円形フ。ランを呈する O 西側の壁面近くの底面にJlI原石 e深鉢形土器

などが出土した。 (SK31については、規模が極小であるものの竪穴住居跡である可能性も指

摘される。)

土坑は49墓検出したが、平面の形状 e規模、深さ、断面の形状など多様である。遺物が出土

した土坑は少ない。

土器埋設遺構は10墓検出したが、直立(正立 a倒立)状態と横荏11状態での 2形態が認められ

たものの、臨立状態での土器埋設遺構が8基を占め、そのほとんどが遺跡中央部の竪穴住居跡

群に屈まれるように検出された。

配石遺構は 1基のみ検出したが、直下あるいはその周辺に土坑は検出できなかった。

遺物は、土器@石器@土偶@円盤状土製品などであるが、遺構内からの出土は僅少である。

第I郭と第E郭の間の沢目にも遺物が多く出土した。時期的には縄文時代前期初頭~前葉、前

期中葉~中期初頭、中期@中期末葉~後期初頭とすることができる O 主体をなすのは中期末葉

~後期初頭の遺物であるO

( 2)竪穴住居跡とその出土遺物

S 102 (第9図、図版24)

第E郭のMB60" 61のグリッドでSK T01 ，， 02のT-P i tと重捜して検出した。平面的な

プラン観察と土層断面的観察により、本竪穴住居跡が廃棄@埋没後にT-P i t 2基が掘り込

まれたことが判明した。 1辺320""'330cmの隅丸方形フ。ランを呈する。上部が削平@整地された

ためか、監の高さは14---19cmである。床は平坦である。 帯側壁中央の床面に64x68cmの不正円

形に 5，...._，7 cmの深さの凹みがある。この凹みには焼土 e炭化物@灰が多く堆積していた。柱穴

と考えられる Pi tは内 e外とも検出できなかった。
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第 4J~ 調査の記録
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第宮留 SI02竪穴住居跡とその出土遺物
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第 I節検出遺構と遺物

遺物は、埋土中から士器片が293点出土したが、復原し形態を知り得るものはない。すべて

破片である。 1は山形口縁の口唇部に沿って2本の直線的な平行沈線と頂部に対応して弧状沈

線がいずれも太い棒状工具によって描かれている。沈線はRL原体を斜位回転施文した後に措

かれたものである。口縁部は粘土紐を貼り付け、服部よりも若干厚味を持たせ、地文を施して

いな~ ¥0 2の口縁部は肥厚し強く外反する部分と服部と同じ厚さでほぼ直立する部分とがあるO

肥厚し外反する部分は片口、ないしは注ぎ口と推測することも可能である。腕部に雑な沈線文

を施した後、器面が磨かれている。 3は口唇部から経線を半円状に貼付け、その上に刻みを施

している。 L原体を縦位回転施文した後、口縁部は丁寧に磨かれている。 4は網目状撚糸文を

施文している。 2種類のR撚紐を軸iこ交差して巻きつけたものである。 号曾 10ii 12 .. 13は撚糸

文を施文しているが、いずれもRの撚紐を使用している。 8はL原体を縦位回転施文し、 11は

LR原体を縦位回転施文している。 4o 8，.._，12は口縁部に 1---1.5c制高で、無文帯をもっ。口縁

が8は小波状を呈し、他は平縁を皇する。 5は胴部上端に隆線を横走させ、その陸線を境に上

下に文様帯を形成している。上部の文様帯は2本の細い沈線が頚部を平行して横走するが、そ

の内、上位の沈線は頭部を一周するものと思われる。下位の沈線は小波状を呈する口縁の波頭

部に対応する位置に横長の iJJ字区画文を描く。地文のLR原体の縦位回転を施した後に沈

線を施文する。口縁部 a 沈線諸には施していな ~'o 隆線上にも縄文が施文されるが、この場合

は、斜位回転によるものである。 6は沈線より方形区画文を搭き、区踊内に縄文を施している。

7は橋状把手の破片である。板状の粘土に円盤状の粘土を鮎り付けその上に装飾を施している。

装飾は、棒状工具で縁辺に側面圧痕と尖端刺突を施している。 20は2枚の粘土板を貼り合わせ

て作り出した把手ですぐ下に楕円形の穴があったものと考えられる。 14，....，16• 21..は地文のみの

胴部破片である。 14はLRの前々段多条原体を横位回転、 15は結節のRL原体を縦位回転、 21

は結節のLR原体を横位回転、 16はRの反撚原体を縦位回転してそれぞれ施文している。 17.. 

18はLR原体を縦位及び斜位に回転施文した後、器面を軽く磨き、数本の直線的な平行沈線を

縦位あるいは斜位に引いている。沈線は浅めである。 19は底部である。本住居跡から出土した

土器は他の時期のものが若干混入しているが、縄文時代後期初頭から前葉のものが主体をなす。

また、 33片のブレイクも出土している。

S 104 (第10図@第11図、図版5.. 6 .. 24 .. 25) 

MA48" 49、LT48.. 49のグリッドで検出した。略南-北方向に長紬方向をもっ楕円形ブoラ

ン手出する。長軸365cm、短軸320cm、プラン確認面から床面までの深さは8---22cmである。床

面は木根による撹乱等もあり出凸が激しい。床面の中央からやや南東側に炉が{τ詰受されている。

炉は、 1紹の大きな河原石を南東額IJに、 5侶の板状剥離した河原石を西側に、床面を掘り回

めて立たせてL字形に石組し、その内部の40X50cmの範囲で床面が赤色に熱変ー硬化していた。
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第 l節検出遺構と遺物

この焼土に隣接して西側に焼土@炭化物混入土が入った深鉢形土器が理設されていた。立石か

ら深鉢形土器まで、が一連の機能を持つ「炉」として考えられる。床面のPi tは多いが、壁の

近くに検出できた Pi tが本竪穴住居跡の柱穴と考えられる。ただし、住居跡の外に検出され

ている柱穴に規則性を見出すこともできるので、壁外部に主要な柱穴が存在する可能性があるO

炉の四側にL字形に掘り出められた浅いピット中から深鉢形土器1f自体分 (15)が出土した。

遺物は、前記の他に埋土中から土器片18点と石器2点が出土した。 10"11が炉に埋設された

深鉢形土器の胴部破片である。埋設され5郎、火熱を受けたためか、全体がもろく、復原@図化

は不可能であったo R撚糸文が施文されている。 1---9ぺ2---14は埋土中の土器である。

1 .. 2は同一個体であり、降線を口縁に平行及び口唇部から垂下させているの隆線上には断

面 iVJ字状の刻みが施され、口縁に平行する隆線と口唇部から垂下する降線の接点には中央

に円形の刺突をもっボタン状貼付文が付されている。ロ縁部はボタン状貼付文に対応する位置

で小波状ないし小突起状を室し、服部にはおそらく方形区画文の沈線を引き、無文部と縄文部

とを対置させている。区画内に施文された縄文はLR原体を縦位回転したもので、沈線施文後

に施されている。口縁部@腕部無文部とも丁寧に磨かれている。 3• 4は口唇部に平行する隆

線を持ち、 3は降線中央に円形刺突を施したボタン状貼付文を貼付し、 4は隆線上に 2個 1対

の刻みを施している。 3の口縁部は小突起状を呈す。両方とも陸線上も含めて丁寧に磨かれて

いる。 5は口唇部に太い溝が走る。それは口縁部内側に粘土紐を貼り付け、了寧に調整し、外

位口唇と内位口唇の間を太い棒状工呉で回線状を呈している O 胴部にはL原体が縦位回転施文

されている。 6は口縁部に iSJ字状降線を貼付し、無文部と縄文部とを対置させている。こ

の土器はRL原体を縦位回転施文した後、 iSJ字状隆線を貼付し、磨り消しによって無文部

を作り出している。 7• 8は2本のR撚紐を交差させた網目状撚糸文を施文し、口縁部を磨り

消しによって無文部としている(7 )。告は口唇部に平行する降線、ボタン状貼付文等、 1" 

2と近似した特徴を持っているが、それらとは別個体であろう。隆線上には刻みが施され、中

央に円形刺突を持つボタン状貼付文は2本の垂下する隆線と横走する隆線の接点に貼付されるo

1 • 2のボタン状貼付文が垂下する 2本の隆線の内、一方と横走する経線の接点に貼付される

のに対し、 9は垂下する 2本の陸線聞に貼付される。 13• 14は小型深鉢形土器である。腕部に

RL原体を縦位回転施文しているo 12. 14は底部の破片で木葉痕が見られる。 15は床面小ピッ

トより出土した深鉢形土器で、推定口径16.7crn、現高12.7crnで、ある。口縁は平で4個の小突起

をもっO 口縁部には無文帯があり、それがIJ¥突起から垂下された隆線によって4区画されてい

る。垂下された降線は頚部で横走し、日間部と区画する役割をしている。そして、この横走する

隆線は隣の小突起から垂下された隆線とは接続せず、その手前で弧状に曲がる。各経線に沿っ

て円形竹管による刺突文が施されている。胎土に径2---5mmの小石が多く混入している。

- 31 
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以上の土器は縄文時代後期初頭に帰属するものと思われる。

16は縦長剥片を利用した石錐である。基部には打面が、背面には第l次剥離による縦方向の

擦が残存する。 2次調整は両側縁にのみ施される。石質は頁岩である。 17は縦長剥片を利用し

たスクレイパーである。基部には打面が、背面には蝶面、第l次剥離による縦方向の稜が残存

するO 一端が尖頭状を景することにより、本遺跡分類「スクレイパーA類jに属する。基部の

両側縁iこは主要剥離面からの加撃調整と刃潰しによる扶りが入る。

S 107 (第12図、図版6.. 25) 

L T50 ，， 51、MA50e 51のグリッドで検出した。前年度の試掘調査時に確認されていた竪穴

住居跡であるが、木根等による撹乱が多く、遺存状態は不良であるO 直径330cmの不整円形プ

ランを呈し、プラン確認面から床面までの深さは15，......，22cmで、ある。床面には木根による撹乱穴

が多い。 炉@焼土は検出されなかった。柱穴は、壁の近くに穿たれた Pi tを考えることがで

きるが、竪穴住居掘り込み外部の柱穴@柱穴様Pi tも考慮する必要があろう。

遺物は、埋土中から少量の土器片と石鍍1点、頁岩のブレイクが3点出土した Q

1 " 4，...._， 6は撚糸文を施文したものであるが、いずれもRの撚紐を使用している。 2は口縁

部に口唇部直下からL原体を縦位回転施文している。 3は浅鉢の口縁部の破片であるが、口縁

を欠損する O 外側に強く張り出した下位口縁の波頂部に対応する服部を 2条の太い沈線、が垂下

する。沈線施文後に、 LR原体を縦位回転施文しているo 7は橋状把手の破片である O 板状の

粘土に弧状の粘土紐を貼付し、断面三角形の隆線を持つ把手に仕上げている。以上の土器は縄

文時代後期初頭に属するものと思われる。

8は頁岩を加工した有茎石鉱で、両面とも細かい調整を施している。

S 108 (第13図、図版26)

LM58 e 59、LN58" 59グリッドで検出したが、昭和30年代に遺跡東側下方を走る国道7

の雪崩防止用土堤の築造時に竪穴住居跡上部を削平@破壊されている。北西-南東に長軸方向

をもち、長軸420m、短軸316cmの楕円形ブ。ランを呈する。プラン確認面から床面までの深さは

10，..._，36cmで、ある。床面は木根及び撹乱のため凹凸が激しいが北西側の床面が120X170cmの範囲

で5，..._，10cmくぼんでいる。また、床面の南西側にも lカ所凹部がある。炉@焼土は検出されな

かった。土層観察用ベルトにおける埋土の観察では、北側から南側に流入している状況を示す

が、ほとんどが所謂「黒ボク土Jと地山土の混合土で際問が多い土性であった。このことから、

ほとんど床面近くまであるいは床面を掘り抜いて雪崩防止用土堤築造が行われたと考えられ、

住居跡内に堆積する「埋土Jは、大部分が新しい人工的なものと半!断された。柱穴は住居跡内@

外とも検出されなかった。
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遺物は埋土中から少量の土器片とブレイクが出土したり

1 ，..._， 3 ，まR撚紐を交差させた網目状撚糸文を施文している。 1はR撚糸文施文後に純白状撚

糸文を重ねて施文している。 4はR撚糸文、 5はLR原体の縦位回転による斜行縄文をそれぞ

れ施文している。以上の土器は縄文時代後期に属するものと思われる。

S 110 (第14図、図版7ぺ6)

LM59、LN59グリッドで、 S109の南東側に隣接して検出した。表土除去後のプラン確認

特に晴天@強風が続き、過乾燥状態となったため、露出した石図炉の一部を確認できたものの、

竪穴住居跡のプランが容易に把むことができず、プラン確認面が他に比べ若干低くなった。

側壁に木根による撹乱があるが、直径300cmの略円形を史し、プラン確認面から床面までの深

さは5""'-'10cmで、ある。床面は凹凸があるが堅くしまっていた。住居跡床面中央からやや南東側

の床面が東西140cm、南北100cmの略長方形に12"-'15cmの深さで掘り込まれ、この掘り込みの西

りに長大な河原石を配した東西85cm、南北70cmの石間炉が付設されていた。炉内部には焼土

が厚く堆積し、各河原石の内側表面は火熱による赤変が見られた。床面には柱穴が 3カ所、溝

状のくぼみ 1カ所が検出されたが上部構造を推定するには至らない。

遺物は石囲炉中から深鉢形土器が潰れた状態で出土したが、全体の形態を知り得る程に復原

はできなかった。その{也、埋土中から少量の土器片と石器1点、ブレイク l点が出土した。 1" 

6"""'9は石囲い炉の中より出土したものである。口縁部の様子を知ることはできないが、口縁

部から服部上半にかけて文様帯が形成される深鉢形土器であろう。文様帯を構成する文様は太

めの沈線によって描かれ、 1.. 6は円形もしくは楕円区画文であろう。区画内には腕部下半

( 7'"'-' 9 )と同じL撚糸文を充填し、区画沈線に沿って竹管を垂直に刺突している。さらに区

画外に磨いて無文部とし区画内の縄文部と対置させている。 2""""'5は覆土中より出土した土器

片である。 2----4は同一個体と思われるもので¥.R撚糸文を施文している。 5は底部端が張り

出す小形の探鉢形土器の底部である。以上の土器は縄文時代中期末葉に属するものと思われる0

10は安山岩を利用した所謂「凹み石」であるが、本遺跡分類では「敵磨器直類Jに属する。両

面に敵きによる小さな凹みが多く存在し、凹みの集約化ははかられていな ~\o 片面のみに磨き

面を持つ。

S 113 (第15図、図版8e 9 e 27""-'31) 

第I郭と第日郭の間に存する沢自の西側縁辺部のLS54" 55、LT54" 55のグリッドで検出

した。縁辺部での厚い黒色土(腐植土)に覆われていたことと、上部に中位の柵子IJ跡である S

A05が存在することからプラン確認が遅れ、東側の壁面の上半を一部欠失する。長車軸由336c佃磁払、

短車軸出2お50c叩mで

深さiはま20---7叩Oc叩mで、あるO 床面は凹凸が激しく、南西側壁面下方に長さ154cm、幅32，__，62cm、

- 36 
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深さ 5---6 crnの掘り込みを、また、床面中央からやや北寄りに80x86crnの不整なプランをもっ

深さ 4.-_， 6 crnの掘り込みを確認した。黒色~黒褐色を呈する埋土中に微細な炭化材片と、地山

粒が混入している O

竪穴住居跡中央から東側の床面上と埋土中に、ほぼ完形の縄文土器が5個体と多量の縄文土

器片、土偶1点、石器?点、多量のブレイクとコアが出土した。 1--14は沈線 e隆線 e東日突に

よる文様構成を持つ口縁部の土器で、ある。 1は口縁部で小突起状を呈し、小突起の口唇の内、

一方の口唇上には沈線が施される。器面には細いR撚糸文を地文とした上に曲線的な沈線文が

描かれている。 2は口縁が複合口縁で、波頭部の口唇に口唇と直角に棒状工具の側面圧痕を 2

箇所施している。 3は口縁部の山形突起に径12翻程の盲孔を持ち、それを中心に沈線による文

様が展開される。 4" 5は日縁部の山形突起に径5，._， 6 rnrnの円形刺突文を持つo 4は円形刺突

文を縦位に 2個配し、口縁に沿って沈線を引いている。 5は円形刺突文を取り囲むように、上

に関口する iUJ字状の沈線を施している。地文にL原体を縦位回転施文した後、器面を丁寧

に磨いている。 6は口縁部が平縁で、腕部上半において強く屈曲し内湾する深鉢形ないし鉢形

土器の口縁部の土器である。直線的な沈線が口縁と平行ないし胴部を斜行し、その沈線開には

鈎状沈線が描かれる。地文にはR撚糸文を施しているが、磨り消し等により無文部と地文部と

を対置させるという文様構成はしていない。 7.. 8は波状を呈す口縁部に口縁と平行に沈線を

施し、下位に撚糸文を施文している。 9は頚部に直線的な沈線を巡らせ、口縁部文様帯と胴部

文様帯とを区画している。口縁は波状を呈し、口縁に平行して 1条の沈線が巡り、その沈線の

波頂部の下には上に関口した小 iUJ字状沈線文が配される。以上のように口縁部文様帯の文

様構成は単調なものである。器面は了寧に磨かれている。胴部文様帯は細いR撚糸文を施文し

た後、日縁部の波頂部に対応した位置及び波頂間の中間に対応した位置に鈎状沈線区画文を描

画している。区画内は磨り消されず、地文が残っている。器面には2次加熱による煤状炭化物

が多く付着している。 10は口縁の内側に粘土板を貼り付けて二重の口縁を作っている。外位口

縁の上面には中央に円形の刺突を持つボタン状貼付文が付されている。外面にはL原体の縦位

回転施文を施している。 11は口縁に山形突起を持ち、口頭部には2本の平行沈線が横走し、弧

状沈線より各々は連結(連絡)する。平行沈線閣には斜行縄文を施している。 12は口縁と平行

する沈線が3条号lかれている。 13o 14は頚部に平行沈線を持つ護形土器で、あり、口縁部は上位

沈線から外反する。内外国とも丁寧に磨かれている。

15，._，24は粗製土器の口縁部の土器である。 15の口縁は小波状を呈し、口唇部には面取りが施

されている。器形は内湾気味に柄部からくびれる頚部へさらに直線的に外傾する口縁部へ立ち

上がるもので、器面には細いR撚糸文が施文されている。 16，........19(16" 17は同一個体)は山形

突起を口縁部に持ち、地文にR撚糸文を施文したものである。 19は口縁端を磨り消して無文帯

38 -
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を設けている。 20• 21の口縁は平縁であり、地文に斜行縄文を施文している。 20はL原体を縦

位回転施文し、 21はLR原体を縦位回転施文し、口縁部を外反させている。 22'""-'24(23.. 24は

間一個体)は折り返し口縁!誌のもので、肥厚した口縁部は丁寧に磨いて無文とし、腕部には撚

糸文 (22)、無節の斜行縄文 (23.. 24)が施文される。

25'""-'41は腕部の土器である。 25は口頭部を模走する経線上に断面字状の刻みを施し、

胸部には斜行縄文を施文している。 26，......，29は沈線により縦長の楕円形を二重、三重に措麗し、

無文部と地文部とを対霞させている。地文部に施された縄文の原体の半Ij読は磨滅により困難を

窮めるが、おそらく、 LR原{本を縦位回転施文したものであろう。無文部は丁寧に磨かれてい

る。 30は弧状の隆線により区画文を描き、区画内に斜行縄文を施文し、区画外を無文部として

いる。本遺跡の土器は胎土に砂粒を多く含有するのが一般的であるが、この土器の砂粒含有量

は特に多い。 31• 32はR撚糸文を地文とし、沈線により区画文を描いた後、区画内を磨り消し

無文部としている。 33は!盗線上に隆線に対して斜位に短沈線を施している。 34は器面に対して

横方向からの刺突列を持つO 料突は左右両方から行われ、指先でつまんだ様相を呈す。 35は器

面を丁寧に磨き、沈線により文様区画された壷形土器である。右上から左下へ斜行する沈線が

号|かれている。 36"37は2本のR撚紐を軸に交差させながら巻き付けて施文した網目状撚糸文

を施文し、 38，..._，41はR撚糸文を施文している。 39"40は細い撚紐を使用しており、 40は15と同

一個体である。腕部下半部 (41)においては、胴部下半部 (41)においては、撚糸文は縦位の

他斜位にも施され、一部、縦位と斜位の撚糸文は交差する。底縁部には横位の調整が施してあ

る。

42'""-'45" 53は底部である。底部からすぐに外傾するものが主体をなすが、底部端が張り出す

ものは5)もある。底縁部はいずれも横位に磨いて調整しているが、 53の磨かれた底縁部の上

位には磨り消されかかったR撚糸文が観察される。また、 42" 43 .. 45 • 53には2次加熱の痕跡

として器面の赤色変化 (45• 53)、火跳ね (53)、煮こぼれ (42)、煤状炭化物の付着 (43の

両面・ 53の内面)等が認められる。

47'""-'52は把手@突起@土製品@土偶である。 47は腕部に直線的な平行沈線を巡らし、沈線開

に大きなコブを貼付し、調整した後、そのコブに上下に貫通する孔を施す。 48は口縁部の山形

突記である。 3枚の粘土板を貼り合わせて作り出したもので、外から 1枚目と 2枚目の粘土板

は完全に密着せず、両粘土板間に空間を作り出しているO 上下2箇所に径8畑、 12mmの円形刺

突文を施し、上位刺突文からは曲線的な太い沈線が垂下する。 49は橋状把手の外位部であるが、

1枚の粘土板に弧状経線、を貼付し、上下2詰所lこ円形の貫通孔を施す。 50は口唇部の小突起か

ら「ノj字状の陸線を垂下させ、口縁部には口縁と平行する陸線を横走させている。 51は

角土製品」で正三角形を基調とし、各辺を扶り気味にしているO 砂粒を含むものの比較的精選

41 -
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された胎土である。 52は土偶で逆二等辺三角形を呈する。肩部及び足部の一部が欠失するが当

初の形態は十分に知り得るものである。ほぼ中央部で折れており、上半部は遺構内より、下半

部は遺構外より出土した。頭部は折損している。正面には上位lこ2個、下位に 1個の円形の徴

隆起文(ないしは癌)が貼付されるが、上位は胸部を表現したものであろう。また、両面及び

肩部の側面には綿沈線により文様が描かれている。胎土は砂粒を多く含む。

46" 54，..._，59は紹体がほぼ完形あるいは潰れた状態で検出されたもので、全体の形状を知るこ

とができる。 46は、薄手の比較的小型の深鉢形土器ないし鉢形土器であろう。稲部に細いLR

原体を縦位及び斜位回転させ斜行する縄文を施文し、底縁部は横位に]桶寧に磨いている。胎土

には砂粒をそれほど含有しな ~)o 54は胴部が緩く内湾する深鉢形土器であろう。器産討に条が斜

走及び横走する縄文を施文している。斜行縄文はLR原体を縦位回転施文したものであり、横

行縄文は同一原体を在上から右下へ斜位回転施文したものである。底縁部及び内面は丁寧に磨

かれるが、器面は2次加熱により赤色に変化し、所々に煤状炭化物が付着している。胎土には

細砂粒が多く含有されている。現高13.7cm、底径7.3cmで、ある。55は口縁部に4単位の山形突起

を有す鉢形土器である。山形突起の頂部には口唇と垂直に棒状工具の側面庄痕iこよる 5本の刻

みを施し、その刻みを起点(あるいは終点)とする沈線が山形突起閣の口唇上に号iかれている。

また、山形突起の外国には径7mm程の円形東11突文とそれを挨むように対崎する弧状の2本の沈

線文が配され、内面には対峠する 2本の弧状沈線文のみが施される。胴部上半に逆三角形を基

調とした沈線区画文を山形突起間に 2単位、計8単位配し、区画内にはRL原体を左上から右

下へ斜位回転させて、条が縦走する縄文を充填施文している O また、山形突起間の 2単位の区

画文間には山形突起に施されたものと同様の 1対の対峠する弧状沈線文が配さちる。網部下半

には山形突起の頂部に対応した位置及び2つの山形突起間に対応した位置に下半が大きい i8J

字状沈線区画文(大小の楕円文を上下に配した感じを呈すが、文様施文にあたり、一連の沈線

によって文様区画される。)を8単位配し、下位区画内にRL原体で斜行縄文を充填施文して

いる。さらに、各 i8J字状沈線区樹文の下位すなわち服部下半を波状沈線が巡っているO 縄

文が施文されるのは区画内のみであり、区画外は了寧に磨かれている。給土には粗い砂粒ない

しは小石が多く含有される。 56は全体的に内湾する深鉢形土器で、日縁部は内傾する。口縁部

には4単位の山形突起を有し、突起の頂部は棒状工具の側面圧痕による 2本の刻みが施されて

いる。口縁部は複合口縁を呈し、了寧に磨かれた後に円形竹管により刺突列がめぐる。腕部の

文様は地文にR撚糸文が全体に施され、その上に沈線で文様が描かれている。まず、接合口縁

直下と腕部下半に沈線を一条めぐらし、この上下沈線開に次の文様が搭かれている。山形突起

の下に大きく二重の楕円文が施され、その中に鎖状になりきっていない iSJ字状の沈線が広

く施され、さらにその中を沈線で埋めている。この文様が各山形突起の下に施されている。
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第 I節検出迎構と造物

また、各楕円文の聞のすき聞に二本一組の沈線が山島形に描かれ、その頂部から rSJ字状入組

文が縦に施されているO 胎土は比較的精選された粘土を使用しているO 煤状炭化物が多く

している。口径18.2cm、現高27.5cmである。 57は、底部から睦線的に外傾しながら立ち上がり、

腕部上半でくびれ、再び直立気味に立ち上がる深鉢形十1--.器である。ほぽ全面に直前段反撚の原

体を縦位回転施文し、胸部下半にはへラ状工具による縦{立の磨きが擁されている。底縁部には

よる斜位の調整が観察される。 2次加熱の痕跡として、①器面の赤色変化、②煮こ

ぼれ痕、③煤状炭化物の付着等が認められる。胎土は比較的精選された粘土を使用している。

口径20.3cm、現高27.5cmで、ある。 58は底部から直線的に外領しながら立ち上がり、頚部がくび

れた後、再び直線的に外傾しながら口縁戸部に至る深鉢形土器で=ある。口縁部は内側に「く」の

字状に屈曲し、 7単位の山形突起を有す。突起の頂部には 2伺1対の円形竹管文が施され、頂

部下には中に円形刺突文を持つ円形沈線文を施し、口縁には、各突起間を連絡するように沈線

を巡らしている。頚部は広い無文帯を有し、腕部との境には沈線を横位に施している。臓部の

文様は地文にL原体を縦位回転した縄文が施され、その上に口縁の山形突起と対応する位震に

二重の iUJ字状区割文(中は磨り消し)が7回施される。そして、山形突起の直下から頚部

を経て、 iUJ字状区画文の中央に連鎖状 iSJ字状沈線文が縦に施される。 7個の区画文の

うち、一倍は害Ij付がうまくなかったらしく、 iUJ字が狭いため連鎖状 iS 字状沈線文は頚

部まででとまっている。口径26.1cm、器高38.5cm、底径10.7cmで、ある。 59は腕部上半が張り、

口縁部がほぼ直立する形態の大型の粗製深鉢形土器である O ロ縁には、数単位の山形突起が付

されるものと思われ、胴部にはRL原体を縦位回転施文している。器国(内外面とも)には①

煤状炭化物の付着(外面が顕著)、②火跳ね(外面底縁部及び内面に顕著)等の 2次加熱の痕

跡が観察される。胎土には粗い砂粒がやや多く含まれている。口径31.8cm、器高51.5cm、底径

10.8cmで、ある。以上の土器は縄文時代中期末葉から後期初頭に属するものと思われる。

60---66は石器である。 60は頁岩の縦長剥片を利用した石匙であろう。 61は頁岩の縦長剥片の

一端を利用した石錐である。基部には打面が、背面には自然面(磯面)が残存する。 62"63は

頁岩の縦長剥片を利用したスクレイパーである。 63は縁辺を両面から加撃して側縁を調整して

いる。 64は凝灰岩製の円盤状石製品であるの主に片面から縁辺に加撃して暦縁を作り出してい

る。 65は所謂「すり石Jである O すり面の広がりは把握し難いが平坦函の中央部は特にツルツ

ルしている。石質は安山岩‘である。 66は砂岩質の台石(石田)と考えられる。片面は使用によ

るものかやや白んでいる。
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第4i程調査の記録

S 119 (第20図、図版32)

MG52e M臼52のグリッドで検出した。南半分は試掘時のトレンチにより上部を20'""-' 22cm射

されている。プラン確認時にその規模と平面形から土坑と判断し SK19と命名したが、底面

に検出した 3侶の河原石の配置状況とその範囲内の底面の状況などから竪穴住居跡と判断した。

西側壁の一部が木根による撹乱 e破壊を受けているが、痘径170cmの略円形を呈する。プラン

確認、面から床面までの深さは10---22cmであるむ床面は堅くよく締まっているが、起伏がある。

床面のほぼ中央に河原石3個を配した石間炉を検出したが、炉内に焼土 e灰等の堆積は確認

されず、床面がわずかに赤変 e硬化していた。炉の北東側に深さ 3，...，._，5 cm、1辺40cmの方形の

掘り込みを検出できたが、床面に柱穴らしい Pi tは検出できなかった。また、住居掘り込み

外の地山面にも本住居跡に伴う柱穴は確認できなかった。

埋土中から縄文土器片5点ブレイク l点が出土した。 1は2本のR撚紐を軸に交差させた網

白状撚糸文を施文している。 2-"'4はRL原体を縦位回転施文したものである。これらのこ上器

片は縄文時代後期に属するものと思われる。

S I101 (第21図@第22図、図版10.. 32) 

第I郭の南端に近いLC39、LD38.. 39、LE39のグリッドで中世の柵手IJ跡である SA117 

と重複した状況で検出し、徴細な炭化材片を多量に混入するにぷい褐急土の範囲を拡大するよ

うにしてプラン確認を行った。長径456cm、短径442cmの略円形フ。ランを呈し、プラン確認面か

ら床面までの深さは8'"'-'30cmである O 床面は壁識が幅30'""-'100cmの帯状に、中央床面より10'""-'

20cm高く残されていたが、全体的に凹凸が多 ~)o 炉は中央からやや高東寄りに、肩平な河原石

を立てた地床炉である。焼土@灰等の堆積は確認できなかったが、内原石の北西側床面が、直

径40cmの範囲で赤変@硬化していた。柱穴様ピットが床面上に14カ所 (P1'""-'P14)検出された

が、そのうち直径20cm以上の11カ所 (Pl'""-'Pli)が柱穴と考えられる。このうち 3カ所の柱穴

内 (P2"P7"P8)には、扇平な河原石が検出された。

埋土中から少量の縄文土器片と石器6点@ブレイク 7点が出土した。

1は口縁に平行に口縁部と胴部を区切る降線を横走させ、降線上に刻みを施している。口縁

部は無文とし胴部には撚糸文を施している。比較的もろい土器である。 2ゅ 5は2本のR撚紐

を軸に交差させた網目状撚糸文を施文している。 4はR撚糸文を施している。 3は志郎、LJ京体

を縦位回転施文している。 6& 7は沈線で区画文を描き、無文部と縄文部を対置している。 2

点、とも区商内を磨いて無文としている。 6は口縁部が外反する深鉢形の土器と思われる。口縁

部は無文で丁寧iこ磨かれている。また、 8の服部には中央に円形の束IJ突を持つ直径約1.7cmの

ボタン状貼付文が施されている。 5の地文はLR原体の斜位回転で施文し、 7は同一原体の縦

位回転で施文している。 6と7は同一個体であろう。以上の土器は縄文時代後期初頭に属する
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mlfifj 検出遺構と造物

ものと思われる。

8は縦長剥片を利用し、一側縁に刃部を設けたスクレイパーである。刃部調整は主要剥離面

からのみ加撃して行ない、背面には機密を留めている。石質は玄武岩である。 9は縦長剥片を

利用し両端と一側縁に縮かい調整を施したスクレイパーで、ある。調整は主要剥離面からのみ加

撃して、両端を弧状に一側縁を直線に作り出している。石質はメノウである。 100 11は周縁に

鼓打痕@敵打による剥離痕@刃潰れを持つ石器である。主要剥離面を広く留め、背面には磯面

が広く残存する。これ自体、石器として作り出されたかと、うか疑問であるが、石器を製作する

際の道具とは考えられないだろうか。石質は頁岩である。 12は所謂「凹み石」であるが、本遺

跡分類では「蔽磨器 IA類-aj ，こ属する。平坦面の{也、両側面にも白みを持つO 石質は安山

岩である。 13は床面に備え付けてあった台石であるO 本遺跡分類では「敵磨器四劃に属する。

作業面は磨りの作業のみを行なったらしくかなり摩耗している。石質は砂岩である。

S 1102 (第23図、図版10• 32) 

LK51、LL51.52のグリッドでSK F116フラスコ状土坑・ S R 106土器埋設遺構@中世掘

立柱建物跡と重複した状況で検出した。本住居跡と SK F116フラスコ状土坑及びSR106土器

埋設遺構との新旧関係は、他の 2遺構がし、ずれも本住居跡の廃棄@埋没後に掘り込まれている

ことが土層観察などで判明したので本住居跡が古い。しかし、 SK F116とSR106の新!日関係

は不明である。長径430cm、短径400cmの略円形フ。ランを呈し、プラン確認面から床面までの深

さは12，.....，20cmで、ある。黄褐色~明黄褐色を呈する埋土中には微細な炭化材片が混入していた。

床面は大きな起伏をもっているが、中世の揺立柱建物跡に関認すると考えられる柱穴や木根に

よる撹乱@破壊もみられた。炉は明確に確認できなかったが、 SR106土器埋設遺構の北西側

埋土中に焼土の堆積が確認されている。柱穴様ピットは多数検出されたが、本住居跡に伴う柱

穴かどうか明廷にできなかった。

埋土中から少量の縄文土器片とブレイク 3点が出土した。

1 " 2は口唇部から降線を垂下させ、陸線上(1 )ないし隆線に沿って (2)刺突を施して

いる。 1は隆線によって無文部と縄文部とを対置させ、無文部を丁寧に磨いている。 3" 4は

2本のR撚紐を交差させた網目状撚糸文を施文している。 3には撚紐を巻き付けた軸棒の痕跡

が施文方向と直交して認められるが、その素材は特定できない。 5はRLR原体を縦位回転施

文した後、沈線を引いている。 6" 7はR熟糸文を施文している。 3は口縁部に無文帯を設け

ているが、 6には見られない。 8.. 9は同一個体と思われる土器で服部にLR原体を縦位回転

施文している。 10は土器片再利用の円盤状土製品である。断面 iVJ字状の弧状ないし直線的

な沈線が描かれている。以上の土器は縄文時代後期初頭から前葉に属するものと思われる。
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第1節検111遺構と造物

S 1105 (第24図、図版11" 34) 

第盟郭の南東端部のKM560 57、KL57のグリッドで検出したが、東側壁の一部は中世以後

の崩落により欠失していた。直径320cmの略円形7
0

ランをまし、プラン確認面から床面までの

深さは16，-...，22cmである。埋土中には微細な炭化材片が多量に混入していた。床面は平担で堅散

であった。床面中央から西寄りに長大な 3本の河原石を組合せた、関口部を西側(壁側)にも

つ「コ」の字形の石組炉を検出した。石組内に焼土@灰等の堆積や炉床の赤変@硬化を確認で

きなかったが、この付近の埋土中には炭化材片@焼土の混入する極培赤褐色土が堆積している

のが土層観察で確認された。柱穴様ピットは5カ所検出した。埋土中からほぼ1個体分の深鉢

形土器の破片が出土したが、接合が困難で図化できなかった。 i.........，己はL原{本を縦位回転施文

したものである。 5は土器片を再利用した円盤状土製品である。縄文時代後期に属する土器で

あろう。

S 1106 (第24図、図版11)

L C44.. 45、LD44" 45のグリッドの明黄褐色を呈する地山田に微細な炭化材片が極少量混

入し、周閤より水分量の多いにぶい黄褐色ヰの「シミ」が確認された。平面的にそのプランを

把握することに努めたが検出できず、断面観察でその範囲を不明確ながら検出し、 「シミJ状

の範囲を掘り下げると扇平な小さい河原石を馬蹄形に配置した石組炉が検出され、その周囲に

も河原石が出土した。炉は長さ80cm、関口部幅40cmで、ある。伊床は若干赤変@硬化しており、

その中からボロボロになった縄文土器片 1点が出土した。他に遺物は出土しなかった。

( 3 )土坑とその出土遺物

① フラスコ状土坑

-- ~-'" ，，_...:-"= 
予室長ト 11君主 C:第25還 e第26密 1，---~1久留寂認さお合 35〉

L L51グリッドでS1102竪穴住居跡と重複する状態で検出したが、本土坑がS1 102の埋土

を掘り込んでいることから本土坑の方が新しL、。

関口部は長軸154cm、短軸116cmの不整な楕円形を呈する。 60，.......，65cmの深さで、底面に達するが、

底面のプランは長軸170cm、短軸138cmの楕円形を呈し、平坦である。関口部から約25cmの深さ

でくびれをもっている。埋土には微細な炭化材片が多く混入しているが、壁面の崩落と思われ

る地山土の堆積も認められる。埋土中から復原@図化の可能な蚕形土器 1点、深鉢形土器2

の{也、少量の土器片、石器2点、ブレイク 5点が出土し、底面からも復原@図化の可能な深鉢

形土器が5点と少量の土器片が出土した。

1 ，.._， 5が坑底面より出土した土器である。 2と3は重なって、 1はその隣より検出された。

1は腕部全面に刺突を施した台付鉢形土器である。刺突は棒状工具により、器面に対し横方
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第4取調i'tの記録

[勾に、器面の粘土を扶り取る感じで行っている。刺突文の一端には扶り取られずに押し寄せら

れた粘土が鰭状に盛り上がるものもある。刺突文は整然とではないが横走刺突安IJをなしてし効。

台部と腕部の境には微際線が一周し、胴部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は欠損する。内面

には煤状炭化物が付着し、飴土には砂粒を非常に多く含むの現高7.9cm、底淫4.5cmで、ある。 2

は胴部上半を欠損する深鉢形土器である。服部にはL原体を縦位回転施文し、底縁部を丁寧に

磨いている。底部には置き台の痕跡が認められる。胎土に含まれる砂粒は比較的少なく、内面

は丁寧に磨かれ光沢を帯びている。現高9.5cm、底径7.6cmで、ある。 3は口縁部と底部を欠損す

る深鉢形土器である。下半において直線的に外傾していた胴部が上半において急に内湾し肩を

形成する。全面にL原体の縦{立回転施文が施される。胎土は2と同様で、砂粒の含有が少なく、

内面も丁寧に磨かれている。 4" 5は小形の深鉢形土器である。現高14.2cm、最大胴径15.7cm 

である。 4は続部上半に、粘土紐積み上げ痕が明瞭に認められる。つまり、腕部上半には器面

調整が施されていなL、。全面無文である。また、外出は2次加熱を受けている。 5は全面にL

原体を縦位回転施文したほぼ藍線的に立ち上がる胴部を持ち、底縁部は丁寧に磨かれている深

鉢形の土器である。内面の口縁部付近と底部付近は横位に、胴部は縦位に了寧に磨かれてし喝。

胎土に 2---4mmの小石が若干混入する。口径11.3cm、現高16.7cmである。

6'"'-'8は覆土中より出土した。 6は服部ほぼ中央に最大径を持つ壷形土器である。頚部に直

線的な細沈線を一周させ、最大径を持つ部位付近に 5単位の波頭文を持つ細沈線を巡らす。こ

の両沈線開に波頭文に対応して、細沈線による横位の iSJ字状区画文を5単位、さらに空白

部にもう 1単位の模位 iSJ字状区密文を搭いている。この接{立 iSJ字状区画文は頭部の直

線的な沈線に規制を受け、上位がやや変形している。区画文内、波頭文下には縄文が施文され、

無文部と対置される。波頭文下(胴部下半)の原体回転方向は横位のみであるのに対し、区画

γァ比11中 士主宰1~ず庁、正泊 三r- !--.f，、~ !て寸- k _--_阜~! 1-;-'ず ナr-!-_..f、ーに寸ーJ_.，._....... _刀、メ?~!!.Tず IT\ '1 -r:::r;:;J品、に士伝でア 1 ・7・1ミ Z
_...-x....__r ~ v品、 守主竺ロLV_.;iL.l:t、 ζζ___l__1-J-"":J-1...J 1- 、万子tllL、司二I γ I.J~ YJ ... CCi→ 、V_J耳干すLJ_LV_J U _.!J JWJ/.J-"乞)fJl!:LX-.し 1... ~ ・丸3口

使用原体は細~)L R原体である。内外面ともに赤色塗彩の名残があり、胎土には砂粒が比較的

多く合む。現高12.5cm、最大径14.9cm、底径7.0cmで、ある。 7は、 6よりも大形の壷形土器であ

ろう。部分的に観察できる縄文は細いLR原体を回転施文したものである。内面も丁寧に磨か

れている。底面には網代痕が、内外面には赤色塗彩の名残が認められる。現高11.3cm、底径

10.0cmである。 8は服部にLR原体を縦位回転施文し、底縁部を丁寧に磨いた比較的厚手の深

鉢形土器である。現高10.9cm、底径11.8cmである。

以上の土器は縄文時代中期末葉から後期初頭に属するものと思われる。

9は縦長剥片の縁辺に調整を施し、一側縁に石錐の錐部様の部分を持つ石器であるO 石錐の

可能性が強い。石質は頁岩である。 10は基部を欠損する謄製石斧で、刃縁部分をは使用により

刃潰れを生じている。石鷲は安山岩である。

- 56 
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第4章調査の記録

@土坑@土壌墓

S K02 (第27図)

LT49、MA59のグリッドで検出した。平面形は直径80cmの略円形を呈する。プラン確認面

から凹凸のある底面までの深さは14，......，16crnである。埋土は、微細な炭化材を少量混入する暗褐

色土である。遺物は埋土中からブレイクが l点出土したのみである。

S K03 (第27図)

L R61 " 62、LS 60.. 61のグリッドで検出した。平面形は、長径70crn、勉径65cmの略円形を

呈する。プラン確認酷からほぼ平坦な底面までの深さは20cmである。埋土は、微細な炭化材を

少量混入する黒褐色土である。遺物は埋土中から縄文土器片が2点出土した。国示できたのは

l点のみであるが、 2本のR撚紐を軸に交差させた網自状撚糸文を施している。縄文時代後期

に属するものである。

S K07 (第27図、図版12• 36) 

ML43. 44グリッドで検出した。平面形は北東一南西に長軸方向をとり、長軸135crn、短軸

84----96crnである。北東側壁下方の底面上に傾斜した状態で小型の深鉢形土器がl個体出土した。

この土器内の土壌を密封し、花粉分析用試料とした。腕部は直線的に横走する隆線に、おそら

く口唇部から垂下すると思われる 4本の陸線が接するものである。隆線の両脇に円形竹管によ

る刺突列を施す。横走する隆線を境にして、底部からの立ち上がり角度と口縁部(口鶴部に至

る胴部上半)の立ち上がり角度は変化する。全面にRL原体を縦位回転施文した地文を施して

いる。現高12.3crn、底径o.ucmを計測である。縄文時代後期初頭に罵するものと患われる。

S K08 (第27図)

MJ47グリッドで検出した。プラン確認時には2基の土坑が重複しているように半強号したが、

埋土の堆積状況の観察により、単三の土坑であることがわかった。平面形は長窪99錦、短淫80

crnの略円形を呈し、プラン確認面から平坦な嵐面まで46crnの深さを有する土坑の南東側に幅70

crn、奥行20crn、深さ17crnの張り出し部が付設されていた。埋土中に微細な炭化物が少量混入し

ていた。遺物は埋土中から縄文土器片3点とブレイク 5点が出土した。

S K09 (第27図)

MK50グリッドで検出した。プラン確認、特にT-Pitと判断したが、断語形状から土坑と判

断した。平面形は北西一南東に長軸方向をもち、長さ167crn、幅85crnの長方形フ。ランを呈する。

プラン確認、面から凹凸の激しい底面までの深さは35，.....，42crnである。埋土中lこ微細な炭化材片を

多く混入していた。遺物は埋土中からR撚糸文を施文した縄文土器片が 1点出土した。
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第4章調査の記録

S K10 (第28図)

MK51 • 52グリッドで検出した。平面形は一辺106""'112cmの隅丸方形を呈し、プラン確認面

から凹凸の大きい底面までは20'-"36cmである。埋土中に微細な炭化材片を多く混入していた。

遺物は理土中からフレイクが 1点出土した。

S K 11 (第28図)

MK49グリッドで検出した。平面7f5は、長径90cm、短径80cmの略円形を呈し、プラン確認、面

から凹凸のある底面までの深さは12'"'"-'18cmである。埋土は、微細な炭化材片を少最混入する暗

福色土である。埋土中からスクレイパ…が 1点、ブレイクが l点出土した。スクレイパーは端

が尖頭状を呈することにより「スクレイパ-IA類Jに属する。基部に打面が残存し、尖端部

を除く縁辺は主要剥離面からのみ加撃して調整を施している。尖端部は両面からの加撃謁整に

より石錐の錐部に近似する。石質は頁岩である。

S K14 (第28図)

LQ43" L R43グリッドで検出した。平面形は北西南東に長軸方向をとり、長径182cm、

短径140cmの不整な楕円形を呈し、プラン確認面からほぼ平坦な底面までの深さは20，......，25cmで、

ある。西側に若干の張り出しが認められる。埋土を4層に分層したが、中位に焼土を若干混入

する層や徴締な炭化材片を多量に混入する層が堆積していた。遺物は埋土中から微細な縄文土

器片が l点出土した。

S K20 (第28図)

MD48グリッドで検出した。平面形は長径104cm、短径95cmの略円形を呈し、プラン確認、留

から平坦な底面までの深さは30cmで、ある。埋土中に微細な炭化材片が少量混入していた。遺物

は埴土中から縄文土器片が 1点出土したにとどまった。

S K22 (第281翠)

MD47グリッドで検出した。平面形は北西一南東に長紬方向をとり、長さ150cm、幅82cmの

不整な長方形をし、プラン確認面から凹凸があり、木根による讃乱のある底面までの深さは

12，.......，19cmである。埋土lこ地山粒@塊が多量に混入し、腐植土がほとんど確認できないことから

埋め戻されたのではないかと推測された。遺物は埋土中からブレイクが1点出土したにとどまっ

fこO

S K23 (第29図)

MC47..錦、 MD47"48のグリッドで検出した。平面形は略南一一北iこ長軸方向をとり、長さ

120cm、幅85cmの不整なl璃丸長方形70ランを呈し、プラン確認、面から凹凸の大きい底面までの

深さは13，.......，28cmで、ある。埋土には黄檀色を呈する地山粒@塊の混入が多し、。遺物は埋土中から

細いRL原体が縦位回転施文された縄文土器片 l点とブレイク l点が出土した。
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第1節検出遺構と遺物

S K25 (第29図)

MA51、MB51グリッドで検出したが、{也遺構の柱穴と重複していた。平面形は、北西-南

東に長軸方向をとり、長さ215cm、幅82---136cmの不整な隅丸長方形を呈し、プラン確認、商から

凹凸の大きな底部まで9'""'-'20cmの深さである。埋土中には微細な炭化材片が多く混入していた。

遺物は埋土中から縄文土器片が6点、石器が1点、ブレイクが 1点出土した。

1は2本のRの撚紐を軸に交差させた網目状撚糸文を施文し、 2• 3はR撚糸文を施文して

いる。いずれも縄文時代後期に属するものと思われる。 4は本遺跡分類「鼓磨器盟類」に属す

る石器である。しかし、長軸端に敵打による剥離が見られることより「敵磨器IVB類-aJに

近似している。高平坦面の凹みは比較的浅く、散在的である O 側縁の内、鋭角的な断琶を有す

る側縁には磨りの痕跡が認められる。石質は安山岩である。

S K26 (第29図)

MF53グリッドで検出した。平面形は、北西-南東に長軸方向をもち長軸70cm、短軸55cmの

楕円形を呈する。プラン確認面から凹凸のある床面までの深さは15，.....，20cmで、ある。埋土は黄櫨

色地山粒を混入する暗褐色土である。埋土中から縄文土器片 1点とブレイク 1点が出土した。

縄文土器片は、口頭部に上面に爪形刺突を施した陸線を横走させ、隆線の上位には円形竹管

による刺突を沿わせている。胴部にはR撚糸文が施文されている。この土器は縄文時代後期初

頭に属すると思われる。

S K S31 (第30図、図版12• 36) 

東向き緩斜面のME53グリッドで検出した。平面形は北東一南西に長軸方向をもち、長袖

190cm、短軸130cmの楕円形を呈する。プラン確認面から底面までの深さは12，.....，20cmである。埋

土には微細な炭化材片が多量に混入していた。底面は起伏があるが、堅く締まっていた。南側

底面上に正立のまま押し、議され，た状態で上半を欠失した深鉢形土器が出土したのこの地理土中

からは、底面上の土器とは別個体の縄文土器片3点とブレイク I点が出土した。

1，.....， 3は埋土中から出土した。 1は小波状を呈する口縁から直線的な降線が垂下し、隆線に

沿って断面 iVJ字状の細い沈線が号|かれている。口縁に沿って隆線を貼付していたと思われ

る痕跡を観察することができる。 2は細沈線文が施され、器面を丁事に磨いている。器面に赤

色塗彩が施されていたと臣、われ、沈線中には赤色顔料が残っている。胎土に非常に多くの砂粒

が含まれている割には比較的薄手に作られている。 3はR撚糸文を施文している。 4"-'7が坑

底面より出土した深鉢形土器である。 7は鯛部が内湾気味に立ち上がり、 RLR原体を縦位回

転施文している。内面には煤状炭化物が薄く付着している。現高14.0cm、底径9.8cmで、ある。

- 63 



第41;1 調査の記録

G主

A 

3 

A 8 

一一~一一"¥ /"一一一ー一
、ー一一一一一-~回目_-

山

A 

一一ーしJ

2 

内
川
川
ハ
叫

A
吐

U 
5 

_)7 

日

o 5 cm 
遺物 L : ! 遺構

第30図 SKS31土境基・ SK34~36土坑と出土遺物

- fi4-



第 l節検出遺構と造物

S K34 (第30図、図版36)

M 148グリッドで検出した。平面形は北東一南西に長軸方向をもち、長軸80cm、短軸56cmの

不整な楕円形を呈する。プラン確認面から底面までの深さは9，..._，14cmで、ある。底面は北東から

南西側に傾斜していた。暗褐色士を皇し、微細な炭化材片を少し混入する埋土中からブレイク

1点が出土した。

S K35 (第30図、図版36)

MK44グリッドで階西側に中世の建物跡の柱穴と重複する状況で検出した。平面形は北西一

南東に長軸方向をもち、長軸90cm、短軸70cmの楕円形を呈する O プラン確認面から若干由凸の

ある底思までの深さは16，...，_，20CTIlである。理土は徴紹な炭化材片を少し混入する黄梅色土である。

遺物は埋土中から文様の磨滅した縄文土器片が 1点出土した。

S K36 (第30図、図版36)

MK44グリッドで検出した。木根による撹乱が底面にまで及んでいたが、平面形は東一西に

長軸方向をもち、長軸90cm、短軸74cmの略円形を呈する。プラン確認面から底面までは非常に

浅く、 5...._，8 cmで、ある。暗福色土を呈する埋土中と、底面上から微細な縄文土器片がl点出土

しfこO

S K37 (第31図、図版36)

M 142グリッドで検出した。平面形は長職方向を北西-南東にとり、長軸250cm、短軸100cm

の不整な長楕円形を呈する。プラン確認、面から平坦な底面までの深さは15...._，25cmである。黒福

色を呈する埋土中には徴細な炭化材片が少量混入していた。遺物は埋士一中から縄文十ー器片2点

とブレイク 1点が出土した。

S K38 (第31図、図版36)

1¥1 E位、 1¥1F 11グリッドで接出した。平語形は長径100c忠一、短径部C思の留さ丹野を呈する。フ。

ラン確認、面から底面までの深さは6...._，8cmと浅い。黒掲色を呈する埋土には微細な炭化材片が

少量混入していた。遺物は埋土中から微細な縄文土器片1点と醸l点が出土した。

S K41 (第31図、図版36)

L S49グリッドで検出した。平面プラン確認、時に重複がないと判断したが、精査するにつれ

直径80cmの円形を呈し、深さ 8...._，12cmの土坑の埋没後にこの土坑の中央から東側に長さ64cm、

幅50cmの隅丸方形を呈する土坑が、 12...._，23cmの深さで掘り込まれたものではないかという疑問

がもたれた。土坑内に堆積する埋土の観察でも、重複と判断することが妥当のように思われた。

遺物は埋土中から縄文土器片が11片出土した。

LR原体を縦位回転施文した後、太い沈線文を施しているが、区画内を磨り消すという手法

は用いられていない。縄文時代後期に属するものと思われる。
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第1f!Tj 検出遺構と造物

S K42 (第31図、図版36)

L S49グリッドで検出した。平語形は直径80cmの略円形を呈する。プラン確認面から凹凸の

ある底面までの深さは20---25cmである。埋土は黄稜色地山粒 a塊を混入する培褐色土である。

埋土中から縄文土器片が3点、石器が1点出土した。

本遺跡分類「スクレーパ-IIB類」に属する石器である。一側縁のみに 2次調整が施され、

基部には自然面(打面)が残る。素材剥片を取り出した際の打癌が残る。石質は頁岩である O

S K43 (第31図、図版36)

LQ52グリッドで検出した。平面形はほぼ南-北に長軸方向をもち、長軸127cm、短軸85cm

の不整な楕円形を呈する。プラン確認面から、凹凸の大きい底面までの深さはlト 22cmで、あるO

埋土には微細な炭化材片のほか黄櫨色を呈する地山粒@塊が多量に混入していた。遺物は埋土

中から微細な縄文土器片 l点とブレイク 1点が出土した。

S K44 (第31図、図版36)

L P51グリッドで検出した。平面形は路東一西に長戦方向をもち、長軸80cm、短軸53cmの不

整な楕円形を呈する。プラン確認面から底面までの深さは7---12cmである。黒褐色を呈する埋

土には微細な炭化材が少量混入していた。遺物は、埋土中から縄文土器片4点が出土した。そ

のうち図示できたのは、 2本のR撚紐を軸に交差させた網白状撚糸文が施文された土器片1点

で縄文時代後期に属する。

S K45 (第32図、図版37)

L R50グリッドで検出した。平面形は北西-南東に長軸方向をもち、長軸12ucm、短軸95cm

の不整な楕円形を呈する。プラン確認面から凹凸の大きな底面までの深さは16cm'"'-'22 cmで、あ

る。底面の中央から西寄りに大きなくぼみが認められる。埋土に微細な炭化材片と黄樺色地山

粒 e塊が多量に混入していた。遺物は埋土に中から縄文土器片 1点とブレイク 2点が出土した。

S K46 (第32図、図版37)

L P55グリッドで検出した。平面形は北西一南東に長軸方向をもち、長軸130cm、短軸80cm

の不整形を呈する。プラン確認面から底面までの深さは21'"'-'27cmで、ある。臆面1カ所と壁面2

カ所の柱穴様ピットは、本土坑より後世の所産である。埋土は黒褐色を呈し、微細な炭化材片

を少量混入していた。遺物は埋土中から縄文土器片l点とブレイク 1点が出土した。

S K47 (第32図、図版37)

L P55グリッドで検出した。本土坑より古い時期の浅い土坑様落ち込みと重複していた。平

面形は南西-北東に長軸方向をもち、長軸90cm、短軸60cmの楕円形を呈する O プラン確認、面か

ら底面までの深さは9---16cmで、ある。埋土は黄櫨色粒地山粒が少量混入する暗褐色土である。

遺物は埋土中から縄文土器片が3点出土した。
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第 l節 検出よさ構と造物

S K48 (第32図、図版37)

L055、LP55のグリッドで後世の柱穴様ピットと重複して検出した。平面形は北東一南西

に長軸方向をもち、長軸56cm、短軸40cmの楕円形を呈し、プラン確認面から底面までの深さは

22cmである。埋土は黄櫨色地山粒@塊が多く混入する暗褐色土である。遺物は埋土中からR撚

糸文を施文した縄文土器片が 1点出土した。

S K50 (第32図、図版37)

L R52グリッドで検出した。平面プランは北西-南東に長軸方向をもち、長軸68cm、短軸56

cmの略円形を呈する。プラン確認面から底面までの深さは20，.._，30cmで、ある。北西側壁下方の底

面には溝状のくぼみが認められた。培掲色を呈する埋土には黄撞色地山粒が多量に混入してい

た。遺物は埋土中から縄文土器片が1点出土した。

S K51 (第32図、図版37)

LT51グリッドで検出した。平面プラン確認面から底面までの深さは25'"'-'30cmで、ある。埋土

は暗褐色を呈し、黄澄色の地山粒が少量混入していた。遺物は埋土中から縄文土器片が 1点出

土した。

S K52 (第32図、図版37)

MA50、MB50グリッドで検出した。西側と北側に後世の柱穴様ピットがあり、原形を知る

ことは不可能であるが、現状では平面形が三角形を呈しており、その規模を底辺150c回、高さ

93cmと表現するのが妥当と思われる。プラン確認、面から底面まセの深さは5---18c盟である。埋

土は黄櫨色地山粒@塊を多く混入した黒補色土である。遺物は埋土中から縄文土器片が5点出

土した。

1は胴部に横走する!窪線を貼付した後、 RL原体を縦位回転施文している。 2はL原{本を縦

位回転施文した服部破片であるの 3は無文のミニチュア土器である。

S K53 (第33図、図版37)

MB51 ，， 52グリッドで検出した不整な土坑であるO 平面形は不整ながらも長方形を意図した

と推定され長辺120cm、短辺60........，85 cmで:ある。南側の底面は掘り残しにより 3，..._，5cm盛り上がっ

ているがプラン確認面からの深さは18，....，_22cmで、ある G 埋土は黄樟ー色地山粒を多く混入した培掲

色土である。埋土中から縄文土器片が3点、ブレイクがl点出土した。

1はRL原体を横位回転施文した後浅い沈線を号i~、ている。

S K55 (第33図、図版37)

L Q58 e 59グリッドで南西側に後世の柱穴が重複して検出した。平面プランは南一北方向に

やや長い長径140cm、短径124cmの不整な円形を呈する。プラン確認面から、ほぼ平坦な底面ま

での深さは25----30cmで、ある。埋土の下半には黄櫨色地山粒が多く混入したにぶい黄褐色土が堆
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第4章調査の記録

積し、上半には腐植土層が堆積していた。遺物は埋土中から微細な縄文土器片 1点とブレイク

l点が出土した。

S K60 (第33図@第34図、図版13e 37) 

ML50グリッドの北向き斜面で、中世の櫛列跡である SA06の下部に検出した。平面プラン

は南一北方向にやや長い略円形を呈し、長径135cm、短径120cmである。底面は、東側より西側

が約10cm低くなっており、 2時期かとも窓われたが、埋土堆積状況@遺物の出土状況からは 2

期区分できなかった。プラン確認、面から底面までの深さは20，.......，35cmで、ある。埋土は微細な炭化

材片を多く混入する黒福色土である。遺物は埋土中から縄文土器片118点、石器 2点、ブレイ

ク6点、コア 1点、赤色塗彩諜1点の128点が出土した。

1 " 2 • 6は同一個体であるO 平縁の口唇部に小突起を配し、その下位に鈎状の沈線文を縦

位に施す。小突起簡の胴部には三角形を基調とした沈線文を描き、両突起の中間部をわらび状

の沈線文が縦位に展開される。口縁部及び、小突起下の文様部は磨り消しによって無文とし、他

にはLR原体を回転施文している。三角形を基調とした沈線文内には原体の斜位回転による条

の横走ないし、縦位回転による条の斜走が認められ、胴部には原体の縦位回転による条の斜走

のみが見られる。 3• 7，.......，10. 13は沈線を主体とする土器であるが、それぞれ別個体である。

山形口縁を呈し、嗣部には太い直線的ないし非直線的な沈線による文様を横位に展開させてい

る。口縁部は了寧に磨かれ無文部となるが、網部に描かされた沈線開にはL原体を斜位回転さ

せた条が横走する地文を認めることができる。 5.. 11 .. 12も前記土器と同様、沈線文が描かれ

る土器であるが、各々別個体である。 4は口縁部を折り返し口縁状に作り出したもので、肥厚

した口縁部上面はτ寧に磨かれている。胴部にはR撚糸文が施文されている。 14は胎土に砂粒
をほとんど含有せず、植物繊維を多く含有し、比較的軽量感である。器面にはRL原体(上位)

とLR原体(下位)を結束させ横位回転した羽状縄文が施文されている。 15は底部から立ち上

がる鯛部に、 LR原体の縦位回転施文が施されている。底径7cm、現高6.2cmを計測する。 16

は土器片再利用の円盤状土製品である O 表面にR撚糸文が施文されている。以上の土器の内、

14のみが縄文時代前期初頭、他は全て縄文時代後期初頭に属するものと思われる。 17"18は、

本遺跡分類「敵磨器 I類jに属する石器である。両方とも風化した石材を使用しており、 17は

凝灰岩、 18は砂岩である。

S K 101 (第35図、図版38)

L39. 40グリッドでS1 101竪穴住居跡の南西隣りに検出した。平面形は略円形を呈するが、

北東一南西に長軸方向をもち、長窪145cm、短径135cmである。プラン確認面から凹凸のある

底面までの深さは9，.._，13cmで、ある。埋二七立、初期堆積土中に炭化材 e焼土を混入し、その上位

の堆積土中にも微細な炭化材片が多く混入する。遺物は埋土中から縄文土器片が1点出土した。

72 



\三ょ~ノ

SKSI03 

G生 (JJC 

t.o 

A 

A 

。D

.A ~主
シダ// ~.\\ _8  

¥ミ I

B 

L____;--

足量

τ 

@自

第 l節検HI略構と造物

SKI02 @ 

A(JJ 

SKSI04 

σコ 返事

<!JD 

B 
j 

一一一¥一一_;----

o 5 cm 
遺物! ~ 

。 m 

」宣構

第35図 SK10l・ 102・105土坑、 SKS103・104士境基と

73 



第4章調査の記鋸

S K 102 (第35図、図版38)

LA40グリッドで検出した。平面形は、北東一南西に長軸方向をもち、長径146cm、規径130

cmの略円形を呈する。プラン確認面からほぼ中央に大きな回みをもっ底面までの深さは10'""'-'15

cmで、ある。埋土は、黄櫨色地山粒を混入する暗褐色土である。遺物は埋土中から細かいR撚糸

文を施文した縄文土器片が l点出土した。

S K S 103 (第35図、図版38)

I郭南側縁辺部のLA49グリッドで検出した。平面形は、等高線に平行するように北東 南

西に長軸方向をもち、長軸146cm、短軸70cmの隅丸一長方形を呈する。プラン確認面からやや凹

凸のある底面までの深さはお，......，30cmで、ある。埋土は黒鳩急土が主体である。遺物は埋土中から

文様の磨滅した縄文土器片が 1点出土した。形状から土墳墓と推定した。

SKS104 (第35図、図版38)

S K S 103から380cm東側のLA50..51グリッドで検出した。平面形は、等高線に平行するよ

うに北東南西に長軸方向をもち、長軸120cm、短軸75cmのやや腕張りな隅丸長方形を呈する。

プラン確認面からほぼ平坦な底面までの深さは22cmである。埋土は黒褐色土が主体である。遺

物は埋土中から微細な縄文土器片l点と磯1点が出土した。形状から土墳墓と推定した。

S K 105 (第35図、図版38)

L R36グリッドで、中世の概71J跡である SA125の下方に検出した。平面形は北東一南西に

長軸方向をもち、長軸110cm、短軸100cmで、略円形を呈する。プラン確認面からやや凹凸のある

底面までの深さは40---45cmである。埋土は黄櫨色地山粒@塊を多量に混入する暗褐色土である。

遺物は埋土中から微細な縄文土器片が 1点出土した。

S K111 (第36図、図版38)

KN54、K054グリッドで検出した。平面形は iDJ字形のように南東側に強く張り出す隅

丸方形を呈し、長辺150cm、短辺90'""'-'100cmで、ある。プラン確認面からやや凹凸のある底面まで

の深さは8'""'-'13cmで、ある。埋土は、黄櫨色地山粒@塊が多量に混入した黒鴇色土が主体である。

遺物は埋土中から徴縮な縄文土器片l点とブレイク 1点が出土した。

S K 114 (第36図、図版38)

LH51グリッドで後世の建物跡の柱穴と重複して検出した。平面形は北東 南西に長軸方向

をもち、長辺107cm、短辺100cmの隅丸方形を呈する。プラン確認面から木根の援苦しによる凹凸

のみられる底面までの深さは8---13cmである。埋土は、黄櫨色地山粒が混入する黄褐色土であ

る。遺物は埋土中から文様の磨滅した縄文土器片が 1点出土した。
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第4中:調査の記録

SK115 (第36図)

L L59グリッドで検出した。前年度の試掘トレンチで確認されていたものである。平面形は

北南に長軸方向をもち、長職121cm、短軸106cmの略円形を呈する。プラン確認、面から木根の

撹乱による凹凸のみられる底面までの深さは16，......，25cmである。理土は黄樺色地山粒の多く混入

する黒福色土である。 遺物は理土中から縄文土器片2点が出土しfこ。

SK118 (第36図)

L J 44グリッドで検出した。平面形は北一南に長辺方向をもち、一長辺110cm、短辺90cmの隅丸

長方形を呈する。プラン確認語から木根の撹乱による凹凸の多い底面までの深さは12'""-'15cmで

ある。埋土は微細な炭化材片を少量混入する明黄褐色土が主体をなす。遺物は微細な縄文土器

片が l点出土した。

S K119 (第36図、図版38)

L 144グリッドで検出した。平面形は直径80cmの略円形を呈する。プラン確認面からほぼ平

坦な底面までの深さは12.-....16cmで、ある。理士は!培褐色~黒褐色土である。遺物は埋土中から微

細な縄文土器片1点が出土した。

S K 121 (第37図)

L 143グリッドで検出した。平面形は直径70cmの略円形を呈する。プラン確認面からほぼ平

坦な底面までの深さは5，..._，8cmで、ある。埋土には黄櫨色地山粒の混入もみられる。遺物は磨滅

し文様の識別困難な縄文土器片1点が出土した。

S K123 (第37図)

L E45グリッドで検出した。平面形は直径125cmの略円形を呈する。南側底面に後世の柱穴様

ピットが2箇所穿たれている。また北西側底面には木根による撹乱がみられる。プラン確認面

から凹凸のある底面までの深さは9---15cmである。埋土はにぶい黄褐色~褐色を呈するが黄燈

住地山粒の混入がみられる。遺物は微細な縄文土器片が 1点出土した。

S K124 (第37図)

L L48グリッドで中世のSB10掘立柱建物跡の柱穴など重複して検出した。平面形はほぼ東

一面に長軸方向をもち、長軸120cm、短軸110cmの不整な楕円形を呈する。プラン確認面から凹

凸の激しい底面までの深さは14---21cmで、ある。埋土は黄櫨色地山粒を混入するにぷい黄褐色土

と暗揺色土である。遺物は徴細な縄文土器片が l点出土した。

S K 126 (第37図 s第38図、図版38)

L E49グリッドで検出した。北西一南東に長軸方向をもち、長軸170c盤、短斡126cmの北東部l

に張り出し部をもっ不整な土坑である。プラン確認面からほぼ平坦な底面までの深さは10'"-'28

cmで、ある。埋土は培掲色を呈し、微細な炭化材片を少量混入していた。遺物は理土中から縄文
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第 1節検出遺構と造物

土器が1侶体分のほか、縄文土器片17点とブレイク 1点が出土した。 1，.._， 4 • 7は全面にR撚

糸文施文するものであるが、この内 2"-'4は向 1個体である。撚糸文施文後に口縁部を横位に

磨いて無文部とするもの(1 )としないもの (7)がある。 7は胎土に径2，..._，5 mmの小石をや

や多く含有し、口唇部及び内面は了事に磨いている。外面には煤状炭化物が多く付着する。口

径20.7cm"現高31.8cmである。 5は2本のR撚:紐を轄に交差させた網白状撚糸文を施文する。

5は比較的小形な深鉢形土器の底部資料である。以上の土器は縄文時代後期に属するもCと思

われる。

S K 127 (第37図@第39図、図版39)

L F49グリッドで検出した。平面形は、ほぼ南-北に長軌方向をもつが、北西側につま先、南

側に関口部をもっ長靴形を呈している。長軸412cm、短軸300cmで、ある Oフoラン確認面から凹凸

の大きな底面までの深さは8'""'14cmである。また底面の中央からやや北寄りに長軸79cm、短軸

62cm、深さ 5"-'10cmのくぼみが検出された。埋土は黄褐色地山粒を混入する。暗褐色土である。

埋土中から51点の縄文土器片と石器1点およびブレイク 1点が出土した。 1，.._，6は口縁が大波

状を呈す深鉢形土器であろう。頚部に直線的な隆線を横走させ、波頭部から直線的に垂下する

隆線がそれに連結する。波頂部より垂下する隆線の両脇、頚部を横走する隆線の上位、さらに

口唇部に沿って、竹管を垂直に科突した円形刺突列が連なり、口縁部は丁寧に磨いて無文とし

ている。外面に煤状炭化物が多く付着するが、胸部には施文された縄文の斜走する条が認めら

れる。 7は口縁部を口唇部と平行して路線が横走するが、これは粘土紐を貼付して作り出した

ものではなく、口縁部形成時においてやや厚自の粘土板(紐)を用い肥厚する縁部を作り出し、

さらに、その肥厚する口縁部を強くつまみながら横位に調整した結果、残存したものと思われ

る。胴部にはR撚糸文が施文される。 8、9はR撚糸文を施文した薄手の胸部破片であるが、

S K126の2---4と接合関係はないものの酷似している。 10• 13は2本のR撚紐を軸に交差さ

せた網自状撚糸文を施文し、底縁部 (13)は丁寧に磨いている。 12はRL原体を縦位回転施文

し、 14はR撚糸文をする。 14の底縁部は丁寧に磨かれ、内面には煤状炭化物が多く付着する。11

はR撚糸文を地文とし、横走する刺突列を施す。刺突は横方面から、一端に粘土を押し寄せる

感じに施され、刺突文の一端には粘土が盛り上がっている。 SK11の台付浅鉢形土器(1 )、

遺構外出土土器第W群22類と同類の土器であるの以上の土器は縄文時代後期初頭に属するもの

と思われる。 15は三角柱状の石材の一平担揺に縦方向の擦った痕跡を持つことにより、本遺跡

分類「敵磨器VB類jに属する石器である。
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第 1節検LU遺構と造物

S K 131 (第40図)

L 144、LJ 44グリッドで検出した。平面形は北東一南西に長軸方向をもち、長軸95cm、短

軸80cmの不整な楕円形を呈する。プラン確認面から木根による境乱穴のある底面までの深さは

5 "-'10cmである。埋土は暗褐色を呈し、黄櫨色地山粒を多く混入していた。遺物は、埋土中か

らR撚糸文が施文された微細な土器片 1点、が出土した。

3K132(第40図)

L B46、LC46グリッドで中世のSB18掘立柱建物跡の柱穴等と重複して平面形は、ほぼ南

北に長軸方向をもち、長軸175cm、短軸112cmの不整な楕円形を呈する。プラン確認面から凹凸

のある底面までの深さは8，..._，15cmで、ある。埋土は黄樺色地山粒と微細な炭化材片を少量に混入

する。遺物は微細な縄文土器片 l点が出土した。

S K 135 (第40図)

LK47グリッドで検出した。平面形は、ほぼ東一西に長軸方向をもち、長軸108cm、短軸98

cmの楕円形を呈する。底面の中央から南東にかけて長軸92cm、短軸47cmのくぼみが認められる。

プラン確認面から凹凸の大きな底面までの深さは21'"-'30cmで、ある。埋土は黒褐色土が主体をな

している。遺物は埋土中から縄文土器片が3点出土した。

③ T-Pit 

SKγ01 (第40図、図版14)

MB61グリッドでSI02竪穴住居跡と重複して検出したが、 SI02竪穴住居跡の廃棄@埋没

後に掘り込まれたζとを土層観察により確認している。 (SI02竪穴住居跡実測図参照)。長

軸方位はN-80 … Eとわずかに東偏する。関口部は長さ197cm、幅86cmの長楕円形フoランを呈

し、 100cmの深さで掘り込まれている。横断面は逆台形を呈する。下底は長さ161cm、幅16'"-'24

cmで、平塩である。埋土の観察では、上半に地山と同じ土届が堆積していることから、人為的

に埋め戻されたと考えられる。遺物は出土しなかった。

S K T02 (第40図、図版14)

SKT01と約140cmの間痛で、平行するように西側に位置するが、長軸方位はN… 15
0
30'-E 

である。関口部は長さ264cm、幅45'"-'70cmの不整な長楕円形を呈し、約80cmの深さで掘り込ま

れている。横断面は逆台形を呈する。下底には凹凸があるが、長さ140cm、幅10---15cmである。

埋土の状態からは、 SKT01と同じ状況が考えられる。遺物は石即が 1点底面から出土したO

石皿は、平面形状が長構内形、横断面が舟底形を呈する。上面は周縁lこ高まりを残して内調1]

を回めている。しかし、一方の長軸端の周縁部高まりは他よりも低く、掻き出し部あるいは注

ぎ口部と思われる。下部lこは4個の脚(2脚欠損)が削り出されているが、脚底面が体部底面

よりも高位にあることから、所謂「腹のついた状態Jを呈する。石質は多孔質安山岩である。
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第 l節検Hb1'J構と造物

S K T03 (第40図、図版14)

L S39グリッドの埋没した沢部を横断するように堀り込まれていたの長紬方位はN-22
0

30'-

Eである。関口部は長さ314cm、i福42，._，58cmの長楕円形フ。ランを呈し、 80-----105cmの深さで堀り

込まれている。横断面は逆台形を呈する。下底は、長さ251cm、1隔9'""-'18cmを計測する。人為

的に埋め戻された状況もみられず、遺物は出土しなかった。

(4 )土器埋設遺構

S R01 (第41図、図版15• 39) 

LN53グリッドで検出した。平面形が長紬36cm、位軸31cmの卵形を呈し、深さ23cmの揺鉢状

の掘り込み中に、底面から約6cm浮いた正立状態で土器が埋設されていた。土器を安定させる

ために掘り込み内に充填された土は、にぷい黄褐色~黄褐色を呈し、しまりの号郎、ものであるO

土器の上半部及び底部は欠損する。最大腕径21.2cm、現高22cm、器厚0.6'-""0.9cmで、ある。

埋設された土器の器面には撚紐を軸に雑然と巻き付けたR撚糸文が施文され、底縁部は丁寧

に磨いているO また、内外酉には2次火熱の痕跡として、①器面の赤色変化、②煤状炭化物の

付着、③火跳ね等が観察される。胎土には粗い砂粒が比較的多く含有される。縄文時代後期初

頭に属するものと思われる。

S R02 (第41図、図版16.. 40) 

LQ48グリッドで検出した。平面形が直径35cmの不整円形を呈し、深さ21cmで上部が開き気

味の円筒状堀り込み中に、底面から約5cm浮いた正立状態で、土器が埋設さーれていた。土器と掘

り方の簡を埋める土には炭化物粒が微量混入し、にぶい黄褐色~明黄褐色を呈し、しまりの弱

いものである。

埋設された土器は上半部を欠損し、胴下半部及び底部はほぼ完形に近い槻長で残存していた。

最大柄径17.5cm、現高19.4cm、器厚0.5'-""'0.8cm、底部厚1.0，..._，1.2cm。底部から外反気味に立ち上

がり、胴部には撚紐を軸に整然と巻き付けたR撚糸文が施文され、底縁部は横位に丁寧に潜い

ている。この底縁部は光沢を持つ。内面には 2次火熱による火跳ねが観察される。胎土は経3

.-._， 5 mmの小石を若干含有するものの比較的精選されたものと言える。縄文時代後期初頭に属す

るものと思われる。

S R04 (第42図、図版17• 40) 

ME47グリッドで検出した。試掘持のトレンチにより南東側が破壊されているが、平面形が

長軸73cm、短軸45cm(推定〉の楕円形を呈し、深さ16cmの鍋底状を呈するO 掘り込み中に、口

縁を下方に向けて額斜した状態で土器が出土した。

胴部下半が内j脅し、胸部上半が直線的に大きく開く、平口縁の深鉢形土器であり、底部は損
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第 I節検11¥遺構と造物

している。口径23.3crn、現高19.1crn、器厚o. 5----0. 6crn。全面に地文は施されず、丁寧に磨いて

いる。内湾する腕部下半に左右2個の頭部を有す貼宿文が数単位配されるのみで、他の文穣要

素は存在しない。 2次加熱により、内面はもろくなっており、外部には①の器面の赤色変化、

②煤状炭化物の付着等が認められる。胎土には粗い砂粒を多く含む。

S R 101 (第42図、図版17"18"41)

LK53クリッドで検出した。平面形が長径33crn、短径28crnの略円形を呈し、深さ16crnの播吉本

状あるいは鍋底状を呈する掘り込み中に土器が正立状態で埋設されていた。土器と掘り方の間

を埋める土はにぷい黄褐色を呈し、かたくしまったものである。

埋設された土器は腕部上半を欠損し、腕部下半及びE支部がほぼ完形に近い状態で残存してい

た深鉢形土器である。最大胴径16.7crn、現高16.7crn、器惇O.6'-""'0. 9crn、底部厚1.4crn0 患部から

誼線的に外傾しながら立ち上がり、服部にはRL原体が縦位回転施文され、底縁部は横位に磨

いて調整している。外面は 2次加熱による赤色変化が顕著である。胎土には粗砂粒が多く含ま

る。

S R102 (第43図、図版18• 19 • 41 • 42) 

LN47グリッドで検出した。平面形が長軸55crn、短軸37crnの不整楕円形を呈し、深さ12crnの

鍋底状の掘り込み中に土器が正立状態で埋設されていた。土器を掘り込みの底面に接して埋設

し、掘り方との間には黒褐色土を充填している。

埋設された土器は、腕部下半を欠損する深鉢形土器である。口径24.8crn、現高27.6crn、器厚

O. T---1. Ocrn。ほぼ臨線的に外傾(直立気味に)しながら立ち上がる形態を有し、陸線文書ボタ

ン状貼付文@沈線文により文様構成される。主文様は、降線による方形区画文とその中に施さ

れる沈線による ICJ字状区画文ないし IEJ字状(もしくは「ヒ」字状)区画文である。

(口縁部が一部しか残存しないので断定はできないが、)隆線による方形区画文の 4隅には中

央に円形刺突を持つボタン状貼付文が付され、隆線上には尖端を持つ棒状工具による刺突列を

施している。ただし、胴部中央を横走る降線上には必ずしも刺突列が施されるわけではなく、

2個 1対の刻みを 1，-....， 3単位施すものも見られる。また、胴部中央に付された方形区画文の2

偲のボタン状貼付文の一方からは陸線がさらに胴部下半に垂下しているo r盗線による方形区画

文の中には沈線による ICJ字状ないし IEJ字状(Iヒj字状)区醤文が措爵されるが、

爾内には2本のR撚紐を軸に交差させて巻き付けた網目状撚糸文が充填施文されている。この

区画外はすべて丁寧に磨かれている。また飴土に粗い砂粒を多く含み、 2次加熱も受けている

ことから、全体的にもろくなっている。縄文時代後期初頭に属するものと思われるG
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第 1節検出遺構と造物

S R103 (第43図、図版18• 19・42)

LM47グリッドで検出した。平面形が長径48cm、短径42cmの不整円形を呈し、深さ18cmの鍋

底状の掘り込み中に土器が正立状態で埋設されていた。土器の底部が一部、掘り込みの底面に

接しており、土器と掘り方の間には灰黄褐色土を充填している。

埋設された土器は、非常にもろく、復元作業において呂難を窮めたが、腕部上半を欠損する

深鉢形土器であろう。底部は形態を知り得る程に復元された。誼径約15cm程の大きなもので、

底面には木葉痕が付されているO 胴部にはL原{本を縦位回転施文しているO 胎土に粗い砂粒を

多く含む事と焼成があまい事とがこの土器を非常にもろいものとしていると言えよう。現高

7.7cm、底径14.3cm、器厚O.7，...._，1.2cm、底部厚1.6，--.，1.9cmo

S Rl04 (第44図、図版20• 42) 

L049グリッドで検出した。平面形は長軸51cm、鎧軸40cm、の不整楕円形を呈し、深さ27cm

の播鉢状の掘り込み中に、土器が底面から約10cm浮上した正立状態で埋設されていた。土器内

の土は黒褐色を呈し、炭化物を少量混入しており、土器と掘り方の間を埋める土はにぷい黄褐

色土である。

埋設されていた土器は、口縁部を折り返し口縁風に肥厚させた深鉢形土器の上半部である。

口径27.4cm、現高15.2cm、器厚0.5，..._，0.7cmo肥厚させた日縁部の上面は丁寧に磨かれ、胴部に

はRL原体の縦位回転ないし左上→右下の斜位回転による縄文を施文している。この縄文は腕

部を丁寧に磨いた後に施されているようである。また、内面も丁寧に磨かれている。内外面に

は2次加熱による痕跡が顕著であり、①煤状炭化物の付着(外面)、②火跳ね(内面)等が観

察される。胎土は粗い砂粒をそれ程含まず精選されたものと言えよう。縄文時代後期前半に属

するものと思われる。土器と掘り方の閣の埋土より縦長剥片を利用したスクレイパーが1点出

土した。一縁辺に主に背面から加撃して直線的な刃部を作り出したもので、石質は頁岩であるO

S R105 (第44図、図版42• 43) 

L L60グリッドで検出した。平面形は長軸90cm、短軸65cmの樟円形を呈し、深さ 8cmの浅い

鍋底状の掘り込み中に、 2偲体の土器が重なり横倒しの状態で出土した。 1が2の上位に重なっ

ていた。

1は胴部に結節部を持つL原体を縦位回転施文した深鉢形土器である。最大胴径22.2畑、現

高22.1cm、器厚0.6，...._，0.8cmo内外面には 2次加熱の痕跡、①器面の赤色変イヒ(両面)、②煤状

炭化物の付着(外面)、③火跳ね(内閣)等が観葉される。日台土には細砂粒が多く含まれる。

2 ，折田い撚紐を使用したR撚糸文を全面に施文した深鉢形土器である。口径25.4cm、現高

30.6cm、器厚0.5.-_，0.7cm。施文された撚糸文は必ずしも一様ではなく、撚紐の太さは同じもの

の、①撚紐を紬に対しでほぼ垂直に、間隔を空けて巻き付けた原体、②撚紐を軸の一方には軸
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5TH草調古の記録

に対しでほぼ垂直に間i痛なく、他方には軸に対して斜めに巻き付けた原体を使用したものと思

われる。底部は欠損するものの全体の形状を知る事はできる。ほぼ直線的に外傾する体部が、

口縁部においてやや内湾する。口縁部は上につまみ上げた感じを呈する雑な作り出しである。

外面底縁部付近にのみ2次加熱の痕跡(器面の赤色変化)が認められる。胎土には宇都、砂粒を

多く含む。縄文時代後期初頭に属するものと思われる。

S R106 (第45図、図版21e 22 o 44) 

L L51クリッド、 SI102の覆土中に検出した。直径30cmの円一形ブoランを呈し、深さ21cmの

円筒状掘り込み中に底面に接して正立状態の土器が埋設されていた。この土器(1 )の内部に

倒立状態の土器(2 )が出土した。

1はおそらく口唇部に存在したであろう 4単位の小突起から車線的に垂下し、口頚部におい

て屈曲、口頭部を口唇部に平行に横走した後、末端が服部に弧状に垂下する降線を4単位配し、

路線上位を竹管による円形刺突文を沿わせ、隆線上言語には爪形の刻み列を施している。横走す

る降線により、丁寧に磨かれた口縁部とR撚糸文を施文した地文部とに分けられ、 (仮想)小

突起間の中間部の口縁部には竹管による 2{91Jの円形刺突文列が縦位に配される。内外国には

2次火熱の痕跡、①器面の赤色変化(両面の口縁部)、②煤状炭化物の付着(外面胴部)、③

火跳ね(内面)等が観察される。胎土には粗砂粒の他、小石も含まれるが比較的翠く焼成され

ているようである。最大腕径25.6cm、現高23.1cm、器厚0.6--0.8cm。

2は2本のR撚紐と 1本のR撚紐を軸に交差させた網目状撚糸文を施文している。外面に器

面の赤色変化、火跳ねが認められ、胎土には粗砂粒が多く含まれている。現高9.3cm、底径8.5

cm、器厚0.5---0.8cm、底部厚1.0---1.2cm。以上の土器は縄文時代後期初頭に属するものと患わ

れる。

( 5 )配石遺構

S Q101 (第45図、図版21)

LH52グリッドの地山面上の直径90cmの範囲に、備平磯あるいは円擦の集合が検出された。

磯は表面がほとんど滅していることから段丘磯を含む河原石と判断される。礁の「配列」に規

則性を見出すことは出来ず、その直下あるいは周囲においても土坑等の施設を確認出来なかっ

fこO
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第4草調査の記録

( 6 )遺構外から出土した遺物

①土器(第46図~第58図、図版45""""56)

遺構外から出土した土器は第I郭に入り込んだ沢(凹地)を中心に調査区全域から検出され

ている。 後世の撹乱。耕地整理などにより麗位的に土器の前後関係をとらえる事は不可能であ

るが、文様@胎土等の諸特徴の差異により時期毎に細分し、土器の持つ情報を記して行く事に

する。

第I群縄文時代前期初頭から前葉の土器(第46図、図版45)

1類竹管の押引文を施したもの(1 ，..._， 3 ) 

1 e 2は同一個体と思われ、地文 (LR原体の横位回転)を施した後に竹管による押引文

を施している。沈線状の押引文は最低4条、直線的に横走する。 3の搾引文は 1.. 2ほど顕

著に沈線状を呈さないが、 3条の押ヲ!文が接走する。本類の土器は飴上に植物繊維を多く含

むが、 3は砂粒も多く含有する。

2 a類 ループ。文を施したもの(4 ，......， 9 " 13""" 15) 

間端が「環付末端Jを呈する原体を横位回転施文したものであるが、前々段多条のものが

主体をなす。観察される条の傾きが左上→右下に斜行するもののみであることより、 ィ!:
前々段多条及び if11[の原体を横位回転施文したことを窺い矢口ることができるo胎土はきめ
が細かく、植物繊維を多く含有する。

2 b類 ループ文を施すが植物繊維の含有が少ないもの (10，.....12)

日縁部に結節回転文を施文した後、環付末端を有す前々段多条 ii::j原体を横位回転施文
しているO 鋼部には結束第 1種羽状縄文が施される。胎土には植物繊維の含有が少なく、粧

品、粒の含有が多い。 5類の28と同一個体と思われる。

3類羽状縄文を施したもの (16"17)

2種の異なった議ちの前々段多条を各々j二柱、下{立に横位回転させ、羽状縄文とする。 17

は縄文施文後、条内に棒状工具を走らせており、条内の節の観察は困難である。 2点とも胎

土に植物繊維を多く含有するが、 16は特に多い0

4類原体の横位回転による斜行縄文を施したもの(18'"-'23)

全て単節斜行縄文であるが、誌のみが前々段多条の原体を回転している。 18e 23tま胎土に

多くの植物繊維を含有するが、 19---22の胎土は植物繊維を含有するもののきめが細かく精選

されたものである。
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第4章調査の記録

5類 口縁部に結節回転文を施すもの (26---28)

26の外面には15x 20rnm程の楕円形の凹みが見られる。これは束11突文等の文様の一要素とは

考え難く、明らかに何かが混入していた痕跡と考えた ~ìO 凹みの底面は丸味を持ち、回みの

外周は貼付した粘土が剥れた様相を呈しており、木の実(ドングリ?)と推測できる。 28は

2 b類の10'""-'12と同一個体と思われる。いずれも胎土中に植物繊維を含むが、 26の胎土は砂

粒をあまり含まず、きめ細かく軽量であるのに対し、 27e 28は砂粒を多く含む。

6類無文部と地文部とが交互に縦走するもの (275)

口縁部を強くつまんで、横位に謁整し、薄手の口頭部を作り出している。 LR原体を縦位

回転施文した後、無文部と地文部とが交互に縦走するように縦位の磨きを施し、無文部の中

には縦走する浅い沈線を施すものもある。胎土中には組砂粒が若干含むが、植物繊維は認め

られない。

第E群縄文時代前期末葉から中期初頭の土器(第47図、図版46)

l類 口縁部と胴部の境に隆線もしくは結節回転文を巡らし、口縁部文様帯を形成するもの

(29，.....，35) 

口縁部文様帯には、口縁とほぼ平行して、原体の側面圧痕が数条観察される (34は除く)。

使用される原体は、一本の撚紐を軸とし、その軸にもう一本の撚紐を巻き付けた所謂「巻総J

である。 29は軸に対し左巻きに巻き付けたもので、口頭部の隆線上にも隆線に垂に側面庄

痕を施している。 30は軸に対し右巻きに、 31は左巻きに巻き付けている。 32は口縁部文様帯

に軸に対し左巻きに巻き付けた原体の側面圧痕を口縁部文様帯の{也、口唇部にも施し、口頭

部には結節回転文を施している。さらに、口縁部文様帯には、小波状を呈す口縁部の波頂部

に対応した位置にボタン状貼付文、波頂間の中聞に対応した位置に横長の微癌が施され、日同

部には地文が施文されている。以上の土器の内、 33"35の胎土には植物繊維が若干含有され

る。

34の口縁部文様帯には巻紐の側面庄痕は施されず、斜行縄文が観察され、胎土には植物繊

維が多く含有される。

2類胴部に撚糸文を施すもの (38)

R撚紐を軸(棒状のもの)に対し右巻きに際問なく数回巻き付けた後、斜行気味に巻き続

け、さらに隙間なく数回巻き付けた原体を縦位施文している。

3類胴部に羽状縄文を施すもの (39" 40) 

各々撚りの異なる 2種の原体 (RLとLR)の閉端を結束させ一本の原体として、横位回

転施文している。胎土には植物繊維も含むが組砂粒も多く含む。
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第4li't 調査の記録

第班群縄文時代中期の土器(第47図、図版46)

1類 口縁部に口縁と平行に刺突列を施すもの (41)

器面に対し横方向から工呉の尖端を刺突し、刺突によって一端に盛りょがった粘土をよか

ら押えるなどして、器面を平坦に保っている。胎土には粗い砂粒を多く含有するが、内外面

とも丁寧に調整が施しであるG

2類 口縁に平行に沈線を一周させ、口縁部を無文とするもの (42，..._，44)

沈線下位に撚糸文ないし斜行縄文を施文するが、 42はR撚糸文、 43はLR原体、 44はR撚

糸文を各々縦位回転しているO いずれも胎土中に*11t、砂粒を多く含むが、 44の内閣は丁寧に

磨かれ光沢を持つO 口縁部が直立する中にあって、 42は外反するものである。

3類胴部を弧状沈線により区麗し、無文部と地文部を対置させるもの (45• 47 0 48) 

45はLR撚糸文を地文部に施し、無文部は丁寧に磨いている。 地文部が無文部よりも若干

くなっているが、これは文様施文にあたり、無文にしようとする所を何回も磨きをかけて

いるうちに低くなり、それ以外は高くなった。そのところに地文を施し、さらに沈線により

区画し、無文部を磨いた結果の所産と考えられる。胎土には多くの組い砂粒が含有される 0

47. 48は比較的精選された胎土を用い、薄手に作られた壷形土器と考えられる。縮沈線によ

り描き、区画内もしくは区画外に車部、原体を回転した斜行縄文が施文され、無文部は丁寧に

磨かれる。 2点とも外面に赤色塗彩の痕跡を留める。

4類胴部を弧状の徴降線により区闘し、無文部と地文部を対置させるもの (46)

胴部に微経線を鮎付して文様区画する O 区画内は丁寧に磨かれた無文部であり、区画外は

原体判読不明の地文である。

5類地文のみの胴部破片付9"-'55)

49は薄手に作られた壷形土器ないしは鉢形土器であろう。体部には細いLR原体を左上か

ら右下へ斜位回転施文し、条を横走させている。内外面とも丁寧に磨かれており、赤色塗彩

の痕跡を留める。 50---53は同一個体と思われ、 LR原体を縦位回転施文している。胎土に粗

い砂粒を多く含み、厚手山れ杭て山山

縦位回転施文しており、 54の内面には煤状炭化物が多く付着している。

第百群縄文時代中期末葉から後期前葉の土器(第48図~第57図、図版47.-_，56)

1類沈線のみによる方形区画文が描かれるもの (56---63)

56は口唇部に小突起を数単位配し、服部に方形区画文を 3単位描いている。文様のモチ

ブは直線的な沈線で下に関口する横位の icJ字状区画文で、区画内にはLR原体を縦位回

転施文した斜行縄文を充填している。また、各方形区画文部の中央には円形刺突を施したボ

96 -



九
川
川
川
は

第48図

97 

第 1ufi検出遺構と造物

円 F

i，;) 

1) 



第4主主調査の記緑

タン状貼付文が口縁部と腕部中央部に各 l個ず、つ貼付され、それらを繋ぐように並列した円

形刺突列が施されている。胸部下半部には服部上半部の文様帯と下半部の地文部とを分ける

波状の沈線が横走すると思われるが、一部分しか残存せず全容は不明である。口縁部も含め

た無文部は丁寧に潜かれていたと思われるが、二次火熱を受け、外面には煤状炭化物が多く

付着し、内面は火跳ねを起こしている。

57'""-'60は向一個体であり、口縁が波状、頚部がくびれる深鉢のものである。描かれた方形

区画文全体的のモチーフは知り得ないが、波]頁間の腕部に直線的な沈線により描かれている

ようである。区画内には細いR撚糸文が充填され、区画外は丁寧に磨いて無文としている 0

61の口唇部は面とりされ内傾している。口唇上及び口縁部は磨いて無文とし、直線的な沈

線による方形区画文はRL原体を横位回転施文した後、磨り消しによって無文部と地文部と

を対置させている。 63はRL原体を縦位回転施文した後、細沈線による方形区画文を描いて

いる。磨り消しによる無文部と地文部の対置は施されず、区画内にはさらに横位に爪形刺突

列を配している。

2類 口唇部から直線的に垂下する(徴)隆線と沈線が組み合わされ方形区画文が描かれる

もの

2 a類沈線により無文部と地文部とが対置されているもの (64，，-，77)

64，.....，72.. 73は同一個体である。口縁に6単位(推定)の小突起を配し、その頂部か

線的な隆線、を垂下させている。胴部中央には直線的な隆線が巡り、口唇部からまま下する隆

線がこれに連結し、胴部上半には降線により 3方を囲まれた 6単位の方形区画文が配され

る。口唇部からまま下する隆線の内 1本の上面には判然としないが刻み様のものが観察され

る。隆線による方形区画文の中には直線的な沈線による方形を基調とした区画文が描かれ、

区岡内にはLR原体が縦位回転施文されている。口縁部及び区画外は了寧に磨いて無文と

し、胴部下半にはLR原体を縦位回転施文している。

74 e 76 e 77の口唇部から直線的に垂下する隆線上には棒状工呉の側面圧痕によると思わ

れる刻みが施されている。 74""""'77の隆線によって屈まれた方形区画内には沈線による方形

を基調とした区画文が描かれ、区間内に縄文を施して無文部と縄文部と抗措させてし喝。

区画内に施文された縄文は、 74がRL原体を縦位回転したもの、 75が撚糸文、 76@ 77がR

L原体 (76)、LR原体 (77)を縦位回転したものである。

2 b類沈線により、無文部と地文部とが対置されていないもの (78""""90)

78，....__87、88"-'90が各々向一個体である。口唇部に小突起を配し、小突起下を直線的な隆

線が垂下する。さらに、小突起下には円子Lを有し径17'"'-'20mrnのボタン状貼付文が付される。

体部には口唇直下からR撚糸文が施文され、さらにその上に直線的な沈線による方形を基
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謁とした区磁文が描かれる。区画外の地文部と無文部の対置は行われな ~ìO

3類 口唇部から直線的に(微)降線が垂下するもの

3 a 類陸線上に刻み、刺突などが施されないもの (91~94)

口縁部が平縁のもの (91)と山形を呈するもの (94)とがあるo91'-""93は地文にR撚糸

文を施し、陸線の雨脇は丁寧に磨いでし帰。 93の体部には半載竹管による沈線(区画)文

が一部観察される。 94は111形口縁の頭部から隆線を垂下させ、口縁部には口唇に沿って幅

約20mmほと、の地文帯を持つO これは体部のほぼ全体にLR原体を横位回転施文した後、頚

部を横位に磨り消した結果によるものと思われる。

3 b類隆線上に断面字状の刻みを施すもの (95"-'99)

刻みが刺突によるものと隆線と直交する短沈線によるもの (97)とがある。 96は口唇部

から垂下する降線が頭部ないし鯛部を直線的に横造する沈線と連結する。 98は垂下する隆

線の両脇を法線が垂下する。 99は111形口綾を呈し、頂部には沈糠による刻みが1偲施さ紅、

頂部下を杖(ステッキ)状経線がまま下する O 体部には2本のR撚紐を車自に交差させた網目

状撚糸文が施されているO

3 c類 隆線上に指先によると思われる料突を施すもの(100，-.，103)

断面が iUj字状をまし、刺突文の底面には爪の細長い痕跡が観察される。 100は平縁

の口縁部を丁寧に磨いて無文とし、 102• 103は経線の両脇を縦位に磨いて無文としている。

103にはさらに降線に沿って短沈線が縦走する。 101• 102には地文が観察され、 LR原体

の縦位回転によるもの (101)と R撚糸文 (102)である。

3 d類 隆線上に棒状工具の尖端を斜位に刺突したもの (104)

刺突に使用される工呉の先端が尖鋭でないもので、刺突文の一つの単位は iDj形を皇

す。 104はおそらく、降線による方形区画を有するものと思われ、その区画内には弧状沈

線による区画文が描かれ、沈線区画内には縄文が観察される。沈線区画外は丁寧に磨かれ

ている。

4類頭部に経線を巡らし、口縁部と胴部を区切るもの

4 a類 経線上に工具の尖端を垂直に刺突したもの (105)

比較的径の小さな円形の刺突列を降線上に持ち、降線脇は地文(2本のR撚紐を軸に交

差させた網目状撚糸文)施文後、横位に調整されている。

4b類陸線上に半裁竹管を斜{立に刺突したもの (106)

半裁竹管の内側を下にして斜{立に料突したもので、刺突文の 1単位は「カマボコJ状の

高まりを呈している。口縁部は丁寧に磨いて無文とし、胴部には地文 (LR原体の縦位回

転施文)が施される。
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4 c類隆線上に棒状工具の側面を押圧したもの (107)

棒状工具を隆線と直交させて側面押圧しているO

4 d類 隆線上に指先によると思われる刺突を施すもの

4d-1業夏 (108" 109) 

第 l節検出遺構と迫物

刺突文の底面に爪の細長い痕跡が観察される。口縁部は磨いて無文とし、胴部には地

文 (R撚糸文)が施される。

4d-2類陸線に沿って竹管による刺突文を施したもの (110)

降線の上位(口縁部)に刺突文を施している。口縁部は無文を呈し、胸部には地文

(L黙糸文)が施される。

5類頚部ないし腕部に一端が胴部を垂下あるいは口信部に向けて立ち上がる、数単位の横

走する降線を配すもの

5 a類降線上に刻みを施したもの (111)

刻みは、棒状工真の側面押圧によるもので、工呉の一端は尖端を呈していた(刻みの一

つにそれが窺える)ょうである。

5 b類 隆線に沿って竹管による円形刺突文が施されているもの(112"113) 

いずれも刺突文は横走する隆線の上位に施され、 113は垂下する陸線の雨脇にも刺突文

を施している。 112の口縁部は磨いて無文とし、胴部には斜行縄文が施される。 113の地文

は網目状撚糸文であるO

6類 j盗線に沿って、竹管による円形刺突文あるいは棒状工具の尖端による刺突文が施され

るものと陸線中央に円形刺突を施したボタン状貼付文を付すものがあるO

6 a類 ボタン状貼付文を持たないもの (114---123) 

114は平縁の口縁部に垂下する隆線と一連の粘土を貼付して小突起を配している。隆線

の片脇円形刺突文を施し、地文を口欝直下より施文しているo 115---117は山形口縁であり、

円形刺突文は経線の両協に施され、 117の一口唇上には口唇と平行して沈線が施される。

この{也、 118• 120の隆線の両脇にも円形刺突文が施される。 119は棒状工異の尖端部側面

を垂下する隆糠と直交させて押圧しているO この搾圧(刺突)文はさらに頚部を横走する

降線の上位にも施されている。 121"-'123は頚部を横走する隆線の上位(口縁部)に尖端刺

突 (121)、竹管による刺突(122.. 123)を施し、稲部にはLR原体の縦位恒臨議荻(121入

網目状撚糸文等の地文が施される。

6 b類 ボタン状貼付文を持つもの (124'"'-'136)

124 .. 125は同一個体である。山形口縁の頭部下にボタン状貼付文を付し、それを記点と

して隆線が3方に展開する。その内、 2本は口縁に平行に展開し、陸線上位に棒状工呉の
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第4章調査の記録

尖端部制突文が施される。もう 1本の隆線は真直ぐ垂下し、経線上に尖端刺突文を施して

いる。 126" 127は山形口縁ないし小突起状を呈し頂部下にボタン状貼付文を付している。

(127の口唇直下約 1cmは無文)から原体を縦位回転した地文が施される。 128は

平縁で、口縁端にボタン状貼付文が付され、円形刺突文は際線脇の{哉、口唇直下にも列を

なして施される。 129は口縁端に径約16mm程のボタン状貼付文を付し、その下位に両脇に

円形制突文を施した 2本の降線を垂下させている。 130は、口唇部より垂下する隆線の下

端 (ij持部)にボタン状貼付文を付す。

131---136は同一個体である。口唇部より垂下する隆線の下端(鋼部)にボタン状貼付文

を付し、尖端科突文を垂下する隆線の片脇及び銅部を横走する隆線の上位に施してし唱。

また、横走する隆線の上下両方に地文(細いR撚糸文)が施されているO

7類 口唇部から垂下する降線に沿って短沈線が施されるもの (137.. 138) 

137は尖端を持つ棒状工具で、鎧沈線を引いている。 138は山形口縁をなし、頭部下に陸線を

垂下させ、その両脇に長さ 5mm程の短沈線を沿わせている。さらに隆線の両脇には経線を起

点とする沈線が斜行している。口縁端は口唇に平行して粘土紐を貼付し、調整して折り返し

口縁風に作られ、その上面に、沈線による刻みが施しである。

8類 口縁部もしくは腕部を垂下する 2条の平行沈線問に棒状工具による刺突を施すもの

8 a類 ボタン状貼付文を持たないもの(139.. 140) 

139は波状を呈す口縁部である。先端が丸味を持つの棒状工具により沈線文 e刺突文が

施されている。地文は網目状撚糸文である。 140の刺突文はやや尖端気味の棒状工具を斜

位に刺突したものである。服部には斜行縄文が施文されている。

8 b類 ボタン状貼付文を持つもの (141)

山形ロ縁の頂部に刻みを 3本施し、頂部下には中央に円形料突文を持つ径12mm程のボタ

ン状貼付文を付す。ボタン状貼付文下に 2条の平行沈線が垂下し、沈線開に刺突文が施さ

れるが、その他にボタン状貼付文を挟むように「くJの字状の沈線文を対峠させ、その沈

線の内側に刺突文を沿わせている。地文には斜行縄文が施されている。

9類 やや大きめのボタン状貼付文を持つもの

9 a類 ボタン状貼付文から降線が垂下するもの (142.. 143) 

ロ縁部が「く」字に曲がる深鉢形土器であるO 口縁端iこ径15mm程のボタン状貼付文を付

し、その中央には半裁竹管による刺突文が施しである。ボタン状貼付文から垂下する降線

により無文部と地文部とが対置され、一方の降線上には棒状工呉の側面圧痕による 2個一

対の刻みが施される。地文はLR原体を縦位回転施文したものである。さらに、口縁部に

は棒状工具の側面圧痕による斜位の刻みが巡る。地文部以外は丁寧に磨かれている。
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9 b類 ボタン状貼付文が沈線上にあるもの (144)

沈線により区画文を描画し、 2本の沈線の接点にボタン状貼付文を付す。ボタン状貼付

文の中央には円形の尖端刺突が施されているo 区画内には前々段多条li:ij原体を縦位回
転施文し、区画外は丁寧に磨いて無文としているO

10類 口唇部に沿って陸線、を巡らし、そのよに制突@刻みを施したもの (145---150)

145 " 146は山形口縁を呈し、いずれも口唇上を沈線が走る。 145は頂部と陸糠上に円形の

尖端刺突を施し、 146は陸線上に降線に直交する刻みを施している。 147---150は平縁の口縁

を呈すが、陸線上に刺突文(147)、経線と斜交する刻み (148" 149)、陸線と直交する刻

み (150)を施している。 147の口唇上には1450 146と同様、沈静、が走らせである。 150の服

部文様は沈線区画文と弧状粘土板貼付文により構成され、区画文内には斜行縄文が施文され

る。貼付文は、弧状粘土板の両端に径7mm程の円子しを施し、両者を 2本の細沈線で連絡した

ものである。

11類刺突列を口唇部に平行及び口唇部から垂下させるもの (151'""'-'157)

151---153は同一個体である。頚部において強く「くJの字状に内屈し、口縁端と屈曲部に

対に外側に突出する突起を付している。円形刺突文は口縁部に限定され、 2個一対の突起を

中心に縦位に 3列配し、口唇直下及び屈曲部上位においては器密を巡っている。蹄部には地

文 (LR原体の縦位回転施文)が施されているo 154 (山形突起) e 155 (山形口縁)の頂部

下には円形刺突文が垂下し、 156の口唇直下には 2列の円形刺突文が巡っている。 157は口唇

に平行する隆線の上面に円形刺突列を施している。

12類 直線的沈線と曲線的沈線を組み合わせて、三角形ないし楕円形を基調とした大区画文

を描くもの(副要素として鈎状沈線文を持つものがある。)

12 a類無文の口縁部 (158• 159) 

158の口唇上にはL撚紐の側面圧痕が2条施され、口縁部には直線的な沈線が横走する。

159は口唇部から鈎状ないし rCJ字状の沈線が垂下する。

12b類沈線路を磨り消し、無文部と地文部とを対置させるもの(160---162) 

いずれも地文施文後に沈線を描き、さらに磨り消しによって無文部を作り出している。

地文は、斜行縄文 (160" 161)、 R撚糸文(161)である。

12 c類沈線開を磨り消さないもの (163，-.，170)

いずれも地文施文後に沈線を描いている。地文は163のみが斜行縄文であり、他は全て

R撚糸文である。 168"170には副要素としての鈎状沈線文が描かれている。
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12 d類沈線開に充填施文を施すもの(171)

口唇部に沈線を 1条巡らし、腕部には弧状沈線を数霊に配し、三三角形を基調とした区画

文及び円(楕円)形区岡文を描画している O 沈線問には、無文部と地文部とが対置される

ように縄文が充填されているが、これは細いR撚糸文を方向を変えて施文したものであるO

さらに、円(楕円)形区画文の環点には径5mm程の円形束Ij突文が施されている O この土器

は本遺跡において他に例を見ないものであり、浅鉢形土器で、あろう。

13類横走する平行沈線と撚糸文が組み合わさったもの (172"'175)

172"'-' 174 (173" 174は向一個体)は平行沈線開にR撚糸文を充填施文し、区画外を丁寧に

磨いて無文とし、無文部と縄文部とを対置させている。それに対して、 175は平行沈線開を

了寧に磨いて無文部としている。区間外に施される縄文は細l¥R撚糸文である。

14類 曲線的沈線と斜行縄文が組み合わさったもの

14 a類無文部を持つもの(176母 177)

176は弧状沈線を連続させ、その上位に縄文を充填している。充壊される縄文は前々段

多条 L(jj原体を左上→右下に斜位回転施文したものであり、条はやや横走気味であるo
区画外は丁寧に磨いている。 177は沈線開を丁寧に磨り消し無文部としている。地文はR

L原体を縦位回転施文したものである。

14 b類無文部を持たないもの (178"179) 

地文施文後に沈線文を描いているO

15類櫛歯状沈線文ないし条痕を施すもの (180'"'-'183)

180 • 181はR撚糸文を施文後、櫛歯状沈線を非誼線的に描画している。沈線を描くのに使

用された原体は半哉された工呉の先端を調整せず、木目を留めていたものと推測される 0

182 • 183は条痕文を施している。

16類無文地に沈線及び徴隆線により文様を描くもの

16 a類 帝国し王沈線によるもの (184，.....，191)

184の口縁部には口唇部と平行に3本の沈線が横走し、胸部には口縁部沈線、の下位沈線

に起点をもっ直線的な沈線を縦走及び斜走させている。 185は内湾する胴部、外傾する口

縁部を持つ壷形土器で、ある。微隆線とそれに沿った沈線により文様が描かれる。 189は山

形口縁の頂部下に 2本の粘土紐を絡ませた貼付文を付す。

本類の土器の器面はいずれも丁寧に磨かれている。

16 b類太い沈糠によるもの (192，，-，194)

本類の土器も器面を丁寧に磨いているが、 192.. 193には赤色塗彩が認められる。
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17類横走する数条の沈静、を弧状の沈線で連絡するもの (195)

事国~¥ R撚糸文を地文とし、直線的な沈線及び弧状沈線を描いている 0

18類山形突起ないし山形口縁に文様を持つもの

18 a類貼付文によるもの (196)

頂部が尖端をなし、頂部下には癌状貼付文及び縦断する路線を持つ環状貼付文が…遠の

貼付文として付されている。山形突起の一部分に過ぎないので、この貼付文が{可をモチ

フしたのか即断できないが、本遺跡においては他に例を見ず奇異である。

18 b類沈線ないし刺突によるもの(197，-.，201)

197は頂部に太い棒状工具の側面圧痕を施し、亥11みをいれている。頂部下には円形刺突

文が観察できる。 198の頂部下には左斜め下に関口する小 iCJ字状沈線文が配され、こ

の沈緩文下には 2本の浅い沈線が垂下している。また、地文(撚糸文)が観察される 0

199頂部には深さ 7rnm程の円形東lj突文が施され、頭部下には沈線文が展開されている。沈

線下位には地文(撚糸文)が観察される。 200は頂部下に円形刺突を施し、それを屈むよ

うに上方が関口する円形沈線文(ないしは iUJ字状沈線文)が描かれている。 201の口

縁部は双頭の山形口縁を呈し、谷間に対応する外屈には竹管による径7mm程の円形刺突文

が縦位に 2侶配され、上位刺突文は口唇部に平行する沈線及び腕部に展開される沈線の起

点となっている。地文はR撚糸文であるO

19類 口縁部に付す大形突起 (202)

2枚の粘土板を貼り合わせ、器商を調整した後、棒状工具によって中央部に粘土を掻き上

げ、中央部に小突起を作り出している。さらに小突起の上位にはステッキ状沈線文が施しで

ある。

20類橋状把手 (203，......，214)

本類と21類は対をなすものであるが、全体の形状を窺い知ることのできる資料 (21U'"'"'212)

が乏しく、ここでは本体(複合口縁)と把手部とを分けて記述することにする。

203'-"'210は長方形の粘土板に降線(粘土紐)貼付 e粘土板貼付 e沈線等を施したかなり装

飾性の強いものであり、これらは 1，...，_， 3個の貫通孔を有す。 207..209は中央に円形の刺突を

もっボタン状貼付文を付し、そこから展開される陸線上には刻みが施される。 210は、複合

口縁の外位口縁から立ち上がる橋状把手に 3個の貫通孔を有し、外位口縁の外面には弧状降

線による区画文が描かれている。

211 .. 212の橋状把手は先のものに比べるとかなり単純な作りであり、簡単に外位口縁と内

位口縁を橋渡ししている。 211の外面には沈線による区画文が描かれ、区i車内に地文を施し、

区間外は磨かれた無文部を呈す。 地文は付加縄文である。 212の外面には径 5mmほどの円孔

- 108-
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第4章調査の記録

が配される 0

213 .. 214は馬蹄形 (213)及び山形 (214)を呈する橋状把手である。この橋状把手は以下

の手11医で作り出されたものであろう。①馬蹄形(IUJ字状)及び山形(IくJの字状)の

粘土板を外位口縁と内位口縁に橋渡しする O つまり、粘土板の一端(左側)は内位口縁に、

他端(右側)は外位口縁に付される。②①の橋状把手の基部と相前後する外位口縁 e内位口

縁の位置と橋状把手の頂部とを結ぶ長方形の粘土板が付される。③基部及び粘土板接合部が

調整され、全面が磨かれる。 214は21類の224と問一個体の可能性がある。

21類 口縁が「く j字に屈曲し、二重の口縁をなすもの (215---227)

口縁の外側には地文を施すもの (218.---224)と刺突文を施すもの (226" 227)とがある。

地文はRL原体を縦位回転施文したもの (218.. 223)、LR原体を縦位回転施文したもの

(220)、前々段多条 111原体を縦位回転施文したもの (221e 222)、L原体を縦位回転施
文したもの (224)である。 224にはさらに隆線も窺える。刺突文 (226.. 227)は器面に対し

横方向から、先端が棒状工具を斜位に東日突したものである。

口縁の外面は丁寧に磨かれ無文を呈するものが一般的である。(本遺跡において、例外は

なL、。)225の内位口縁に付された橋状把手の基部には貫通子しが 1偲施される。

22類腕部に数段にわたって、連続料突文が施されるもの

22 a類刺突を器面に対し垂直に施したもの (36" 37) 

四載竹管を器面に対し垂直に刺突し、刺突列を横走させている。 36から窺えるように少

なくとも 3段の刺突列が横走する。

22b類刺突を器面に対し横方向から施したもの (228---233)

刺突文には、刺突が左右両方から行われ、爪先で、つまんだような様相を是すもの (228)

と一方向のみから棒状工具により一端に粘土を押し寄せる感じに施され、一端に粘土が盛

り上がっているものとがある。これらの内、 228..232は刺突列の間隔が大きく整然と刺突

文が並んでいる印象を受け、他のものは刺突文が混在していると言う印象を受ける。 233

の下位には斜位縄文が観察される。

23類 ほぼ全面に網呂状撚糸文のみが施されるもの (234，，-，249)

2本の撚紐を軸に交差させて巻き付けた原体を縦位に回転施文している。原体は 2本のR

撚紐を交差させたものが主体をなすが、 224は2本のLR撚紐を交差させ、 246は2本一対の

E撚紐と r撚紐を交差させている。

口縁端を横位に調整(磨き)して無文とする (234~238) が、 234は特に幅広い無文帯を

設けている。また、 245は地文施文後、浅沈線により文様区画し、区画外を丁寧に磨いて無

文としている。
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第4章調査の紀録

244は2本のLR撚紐を交差させた原体を縦位回転施文し、空白部に rVJ字状沈線を充

填している。 249に施文された撚糸文の網自問には撚紐を巻き付けた軸の痕跡が施文方向

(縦方向)と直交して認められる。

24類 ほぽ全面に撚糸文のみが施されるもの (250----273)

施された撚糸文は全てR撚糸文である。口縁部の形態として折り返し口縁嵐を呈するもの

とそうでないものとがあり、後者の口縁端には横位に調整(磨き)して無文帯を設けたもの

(251 • 252 • 254 • 258)がある。 255(263も同一倍体)は外反する口縁部を呈する。

折り返し口縁嵐を呈する口縁部 (256• 257 • 259----262)は丁寧に磨かれ無文を呈し、平縁

のものが主体をなすが、山形口縁 (261)のものもある。

底縁部 (272)は横位に調整(消し及び磨き)されている。

25類 ほぼ全面に斜行縄文のみが施されるもの (24" 25 • 274" 276----290) 

24は太めのRL原体を回転させ、胎土は砂粒を含むものの精選されている。 25はL原体を

回転施文し、施文部外は櫛歯状工呉により斜行縄文の条にほぼ垂直に調整を施している。 2

点とも外商に赤色塗彩の痕跡を留めるO

274は薄手の比較的小形の深鉢土器に復元される。 LR原体を縦位回転施文しているo276 .. 

277 • 282----284は同一個体である。 LR原体を縦位回転施文し、器面には煤状炭化物@煮こ

ぼれ痕が付着している。 278----281は問一個体であり、先の276他同様、大形の深鉢形土器に

復元される O 一端に結節部を有すLR原体を縦位回転ないし横位回転 (279)、斜位回転

(280)させて施文している。原体を斜位回転した時、条は横走する。 285は比較的小形の深

鉢形土器に復元されるであろう。細いRL原体を縦位回転施文している。 286はLR原体を

縦位回転施文している。 287"290は大形深鉢土器に復元され、 LR原体を縦位回転施文して

いる。器面には煤状炭化物が多く付着している。 288は一端に結節部を有すL原体を縦位回

転施文している。 289は口頭部を持つ胴部上半の資料である。一端に結節部を有すLR原体

を縦位回転施文している。

26類全面が無文のもの (312)

口縁部を横位に、胴部は縦位に磨き、沈線@地文等の文様要素を一切施さない無文の土器

で、口径10.3cm、底径7.0cm、器高13.3cmと小型の深鉢形を呈する。

第V群底部資料(第57図@第58図)

底部資料を一括して本群とした。 (291---304)

全て深鉢形土器の底部と考えられるが、 291e 292は比較的小型の深鉢形土器に帰属するもので

ある。 293'-"295の底縁部は外部に強く張り出し、 294" 295 " 300 " 301の底面には木葉痕が認め

112 -
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第 i節検出遺構と造物

られる。また、 2次加熱の痕跡(煤状炭化物の付着、器部の赤色変化、火跳ね等)が窺えるも

のが多く見られる。

第VI群小形土器@注口土器(第58図)

小形土器 e注口土器などを一括して本群とした。

1類小形土器 (305"'310)

305は台付鉢形土器の小形品である。胴部には (R十R)網目状撚糸文が施文され、赤色

塗彩されている。内面には煤状炭化物が付着する。

309は葦形土器である。つまみ部は欠損するため、その形状を知り得なし、。

310は台付皿形土器である。高台部は粘土紐を貼付して作り出し、高台底面は面取りがな

されている。

2類注口土器 (311)

注口土器の注口部資料である。縄文時代後期末葉から晩期に一般的に見られる注口土器と

は異なり、注口部の先端と体部とが橋状に連結していたものと考えられる。器商は丁寧に磨

かれている。
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第 1節検LU遺構と遺物
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遺構外出土土器一覧表

No 挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日台 土 備 考

46 45 P4617 埋まこ 深鉢形 口縁 L R (横位) 1-1 植物繊維(多) 1・2は|可一個体

押iJl文

2 46 45 LM49 彊 深鉢形 口縁 L R (横位) 1-1 植物機維(多)

押号|文

3 46 45 MD42 II 深鉢形 口縁 押引文 1-1 植物繊維(多)

細砂粒

4 46 45 MG50 E 深鉢形 口縁 ループ文 1 -2 a 植物繊維(多)

R L (横位)

5 46 45 MH49 車 深鉢形 11悶 ループ文 1-2 a 植物繊維(多) 5.......， 9はj司一個体

R L (横位) 出IB砂粒

6 46 45 MH49 彊 深鉢形 日間 jレープ文 1 -2 a 植物繊維(多)

前々段多条 R L (横位) 細砂粒

7 46 45 MH49 E 深鉢形 日間 lレープ文 1 -2 a 植物繊維(多)

上位一前々段多条 R L (横位) 細砂粒

下位-RL(横位)

8 46 45 MH49 E 深鉢形 目時 ループ文 1 -2 a 植物繊維(多)

上位一前々段多条 R L (横位) 細砂粒

下位-RL(横位〕

9 46 45 MG49 置 深鉢形 1時 jレープ文 1 -2 a 植物繊維(多)

前々段多条 R L (横位) 細砂粒

10 46 45 M J 42 E 深鉢形 口縁 結節匝転文 1 -2 a 植物繊維(少) 10"""'12 • 28は同一個体

前々段多条 L R (横位) 細砂粒

ループ文
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No 挿!盟番号 [~[版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 胎 土 備 考

11 46 45 MH42 直 深鉢形 日間 結束第1種羽状縄文 1-2 a 植物繊維(少)

前々段多条 (LR+RL)横位 粗砂粒(多)

12 46 45 担 J42 E 深鉢形 日開 (上位)前々段多条 R L (横位) 1 -2 a 植物繊維(少)

(下位)ループ文 粗砂粒(多)

前々段多条 L R (横位)

13 46 45 MH49 E 深鉢形 胴下半 ループ文 I 2 a 植物繊維(多) 13---15は同一個体

R L (横位)

14 46 45 MH49 I 深鉢形 1開 ループ文 1-2 a 植物繊維(多)

R L (横位)

15 46 45 MH49 E 深鉢形 1悶 ループ文 1 -2 a 植物繊維(多)

R L (横位)

16 46 45 B区班郭 I 深鉢形 目同 羽状縄文 1-3 植物繊維(多)

前々段多条 (RL.LR)横位 細砂粒

17 46 45 P804 埋土 深鉢形 1向 羽状縄文 1-3 植物繊維(多)

前々段多条 (RL.LR)横位 細砂粒

条内調整

18 46 45 MF48 藍 深鉢形 日間 前々段多条 R L (横位) 1-4 植物繊維

精選

19 46 45 MC54 豆 深鉢形 日開 R L (縦位) 1-4 植物繊維

精選

20 46 45 ME52 E 深鉢形 目隠 R L (縦位) 1-4 植物繊維

精選

21 46 45 LT46 E 深鉢形 日開 R L (縦位) 1-4 植物繊維(多)

精選
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No 挿関番号 間!板番号 出土地点 層位 器形・部位 文 樺 分類(群一類) !Ifi 土 慌j 考

22 46 45 M 1 46 E 深鉢形 日間 R L (横位) I-4 植物繊維

精選

2:3 46 45 M 142 E 深鉢形 1同 R L (横位) 1-4 植物繊維(多)

24 56 55 L T59 E 深鉢形 腕下半 R L (縦位) IV-25 細砂粒 赤色塗彩

25 56 55 MA53 E 深鉢形 目隠 L (縦位) IV-25 粗砂粒 赤色塗彩

櫛歯状調整

26 46 45 MB54 班 深鉢形 口縁 結節回転文 1 -5 植物繊維 木の実飽
L R (横位) 精選

MH49 深鉢形 口縁 結節目転文 1-5 植物繊維27 46 45 麗

細砂粒

28 46 45 MH42 遭 深鉢形 日縁 結節回転文 5 植物繊維 10""'12と同一担体
粗砂粒(多)

29 47 46 P487 埋土 深鉢形 口頭 巻紙側面圧痕 II-l 精選

深鉢形 口縁 巻紐側面圧痕 細砂粒30 47 46 MG50 I II-1 

:31 47 46 ME49 彊 深鉢形 口縁~口頭 巻組側面圧痕 立-1 精選

口顕一経線

32 47 46 MF51 H 深鉢形 口縁~口頭 巻組側面圧痕 II-l 制砂防(多)

口頭一降線・束IJ突文

33 47 46 P590 埋 j 深鉢形 口縁~口頭 巻紐側面圧痕 豆一l 植物J機維

口唇一巻紐側面圧痕 京区砂粒

口頭結節目l転文

46 MG47 E 深鉢if3 II-l 植物繊維(多)
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No 挿図番号 |ヌl版番号jJii瑚点 !爵位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日台 vr立

35 '17 46 ME49 E 深鉢形 口縁~胴 口鶴巻紐側面圧痕 ll-l 捕物繊維(多)

MB49 E 日縁 *no、性
l二i縁 ボタン状貼付文

横長微摺

口顕一結宣告回転文

IJ冊一設 L (横位)

36 54 46 MD50 E 深鉢形 日開 四裁竹管制突文 IV-22 a キ11m少す 36・37は!日j…伯i体

37 54 46 ME50 I 深鉢形 m司

38 '17 46 ML50 直 深鉢形 日時 ll-2 細l乙l、iぜ

39 L17 I 深鉢形 日開 結束第 1種羽状縄文 ll-3 横物繊維(多)

組砂粒(多)

46 LT38 E 深鉢形 日間 結京第 1種羽状縄文 宜-3 粗砂粒(多)

立 深鉢形 口縁 東IØ~ヲIJ ill-l 組砂粒(多)

H 深鉢形 口縁 沈線 藍-2 担砂粒(多)

R撚糸文

ill 探鉢形 日縁 沈線 蛮-2 和砂粒

L R (縦位)

ill 深鉢形 [J 縁 沈線 随一2

r 撚糸文

深鉢形 1同 沈線 直 3 粗砂粒(多)

LR撚糸文

m 深鉢形 日時 降線

地主と
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No 挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日今 土 備 五J忌

46 MD46 I証 壷形 日間 沈綜 車-3 精選 赤色塗彩
R L (縦位)

48 47 46 L050 E 壷形 日間 沈線 ill-3 細砂粒 赤色塗形
L R (縦位)

49 47 46 L P56 E 壷形 日間 L R (斜位) ill-5 細砂粒 赤色塗形

50 47 46 L059 H 深鉢形 1荷 L R (縦位) 班-5 粗砂粒(多) 50'"""-'53は間一錨体

『

51 47 46 L059 E 深鉢形 日同

52 47 46 LM59 深鉢形 日間 L R (縦位) ill-5 粗砂粒(多)

53 LM59 深鉢形 1河

54 47 46 L P53 H 深鉢形 日開 前々段反撚 L RR (縦位) 直-5 粗砂粒(多) 内田に煤;状炭化物付着
結節回転文(縦位)

55 47 46 LT48 直 深鉢形 日間 前々段反撚 LRR (縦位) 直-5 粗砂粒(少) 外面に煤状炭化物付着
結節回転文(縦位)

56 48 47 L046 E 深鉢形 口縁~桐 沈綿(横位 ieJ字状区商文) IV-1 粗砂粒 外面に煤状炭化物付着
ボタン状貼付文 内面に火跳ね
縦位束Ij突列

L R (縦位)
口縁一小突起

57 48 47 LT58 E 深鉢形 口縁~胴 沈綜(方形区画) IV-1 細砂粒 57，.......，60は同一個体

58 48 47 LT58 麗 深鉢形 口縁~胴 R撚糸文

59 48 117 LT58 班 深鉢形 口縁~銅 波状口録

60 48 47 LT58 亜 深鉢形 口縁~桐

61 48 47 MB60 H 深鉢形 口縁~柄 沈線(方形区画) IV-l 総1砂粒 外随に煤状炭化物付着
L (横位)
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:¥10 挿図番号 図版番号 出土地点 層位|器形・部位 文 様 分類(群一類) 日ムロ 土 備 考

62 48 47 L R56 漉 深鉢形 口縁~腕 沈線(方形区画) IV-l 組砂粒

63 48 47 L L44 立 深鉢形 日同 沈線(方形匿画) IV-l 

爪形制突文 組砂粒

64 48 47 LN57 m 深鉢形 口縁~胴上半 降線(方形区画)・刻み IV-2 a 組砂粒(多) 64""""73は同一倍体

L056 直 沈線(方形区画)

47 LN57 L (縦位)

66 48 47 LN57 E 

67 48 L17 L056 1I.......蛮

68 L N57 直 深鉢形 口縁~胴上半 沈線

69 48 47 L N57 I旺 深鉢形 口縁~胴上半 陸線

沈線

70 48 47 L N57 E 深鉢形 口縁~腕上半 隆線(方形区間)

沈線(方形壁画)

L (縦位)

71 48 47 L N57 聾 深鉢形 腕中央~下半

72 48 47 L056 E 深鉢形 胴下半 L (縦位)

73 48 47 LN57 m l 深鉢形 胴下半

74 48 47 L 060 E 深鉢形 口縁~胴 隆線・刻み 町一2a 組砂粒

沈線(方形区闘)

R L (縦位)

75 118 47 L 056 豆 深鉢形 口縁~胴 睦線 町一2a 粗砂粒(少)

沈線i玄画文
撚糸文

|

|

4
心
心

I
l

a-zれ&
戸
、
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No 挿図番号 図版番号 出 t~地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日合 土 備 考7

76 48 47 L P56 亜 深鉢形 胴上半 隆線・刻み N-2 a 粗砂粒(少)

沈線

R L (縦位)

77 48 47 L P56 霊 深鉢形 胴上半 陸線・刻み N-2 a 細砂粒(多) 外商に煤状炭化物付着

L R (縦位)

78 49 48 L S39 E 深鉢形 口縁~胴 ボタン状貼付文 N-2 b 組砂粒(多) 78-87は附個体
降線

沈線

R掠糸文

79 49 直 深鉢形 口縁~胴 沈線

80 49 48 L S39 藍 深鉢形 口縁-1]問 R撚糸文

48 L S39 E 深鉢形 口縁~腕

82 49 48 L S39 E 深鉢形 口縁~腕

83 49 48 L S39 霊 深鉢形 口縁--1]時

84 49 48 L S39 E 深鉢形 口縁--1]同

85 49 48 L S39 璽 深鉢形 口縁-1]隠

48 L S39 E 深鉢形 口縁~腕

87 49 藍 深鉢形 日縁--1]開

88 49 48 MC52 五-m深鉢形 口縁~胴 沈線 N-2 b 粗砂粒 88-90はi司一明体
R撚糸文

89 49 48 MC52 E 深鉢形 口縁~腕

90 49 48 MB51 E 深鉢形 日縁--1]問

91 49 48 L P56 国 深鉢形 日縁 隆綿 N-3 a 

R撚糸文
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l¥'o 挿図番号 I羽版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日ムロ 土 備

92 49 49 MA52 E 深鉢形 1同 隆線 IV-3 a 細砂粒(多)

R撚糸文

93 49 49 L 056 直 深鉢形 日開 陸線 IV-3 a 組i砂粒(多)
沈線

R撚糸文

94 49 49 P914 埋壬: 深鉢形 口縁 陸線 IV-3 a 粗砂粒(少)

L R (横位)

山形口縁

95 49 49 L N47 m 深鉢形 口縁 降線・刻み IV-3 b 粗砂粒(多)

96 49 49 L P48 直 深鉢形 口頭 陸線・刻み IV-3 b 粧[砂粒(多)

97 49 49 L N56 E 深鉢形 日開 降線・亥Ijみ IV-3 b 粗砂粒(多)

地文

98 49 49 L 056 E 深鉢形 日開 隆線・亥Ijみ 町一3b 組砂粒(多)

沈線

99 49 49 L T55 立 深鉢形 口縁 降線・刻み IV-3 b 組砂粒(多)

縮白状撚糸文

山形口縁

100 49 49 MB52 E 深鉢形 口縁 降線・指先取j突 IV-3 c 粗砂粒(少) 外面に煤状炭化物付着

101 49 119 L R49 E 深鉢形 日間 臨線・指先刺突 IV-3 c 組砂粒(多)

L R (縦位)

102 49 119 P 1541 理土 深鉢形 目同 陵線・指先刺突 IV-3 c 組砂段(多) 外面に煤状炭化物付着

R撚糸文

103 49 49 L S46 車 深鉢形 1同 際線・指先刺突 IV-3 c 粗砂市立(少)

短沈線

-
N
m
l
|
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No 挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類〉 日ムロ 土 備 長J品

104 49 49 ME46 車 深鉢形 日同 隆線・刺突 N-3 d 粗砂粒(多)

沈線区画文

充填縄文

105 49 49 L F49 E 深鉢形 口頭 陸線・尖端科突 N-4 a 粗砂粒(多)

網目状撚糸文

106 49 49 L S46 E 深鉢形 口頭 陸線・束IJ突 N-4 b 粗砂粒(多)

L R (縦位)

107 49 49 L R47 I 深鉢形 口頭 隆線・工呉側面押圧 N-4 c 粗砂粒(多)

地文

108 50 49 MB53 E 深鉢形 口頭 陸線・指先刺突 N-4 d-1 組砂粒(少) 外面に煤状炭化物付着

R撚糸文

109 50 49 L056 m 深鉢形 口頭 蜂線・指先取j突 N-4 d-l 粗砂粒(多) 外面に煤状炭化物付着

R撚糸文

110 50 49 MA52 II 深鉢形 口顎 降線・指先刺突 町一4d-2 粗砂粒(多)

円形刺突文

R撚糸文

111 50 49 L R51 深鉢形 日時 陸線・刻み N-5 a 細砂:位(多)

R L (横位)

112 50 49 L S51 E 深鉢形 口頭 降線 N-5 b 粗砂粒(多) 外部に煤状炭化物付着

円形刺突文

斜行縄文

113 50 49 L R51 E 深鉢形 1悶 陸線 N-5 b 組砂粒(少)

円形劇i突文
網目状撚糸文

N 
σコ
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;.Jo 挿図番号 図版番号 出土地点 題位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日台 土 備 考

114 50 49 L Q56 直 深鉢形 口縁 控線 町一6a 細粗砂粒(多)

円形刺突文

L R (縦位)

115 50 49 M百46 m 深鉢形 口縁 隆線 IV-6 a 粗砂粒(少)

円形束Jj突文

山形口縁

116 50 49 MB41 E 深鉢形 口縁 隆線 IV-6 a 組砂粒(多)

円形刺突文

山形口縁

117 50 49 MB53 直 深鉢形 口縁 降線 IV-6 a 粗砂粒(多)

円形制突文

口唇一沈線

山形口縁

118 50 49 L 046 E 深鉢形 日開 陸線 IV-6 a 組砂粒(少)

円形車IJ突文

119 50 49 L R47 E 深鉢形 口頭 隆線 IV-6 a 細砂粒(多)

尖端刺突文

120 50 49 MC51 麗 深鉢形 1同 (降線) IV-6 a 組砂粒(多)

円形車Jj突文

121 50 49 L N56 車 深鉢形 口車買 緯線 IV-6 a 組砂粒(多)

尖端束IJ突文

R L (縦位)

122 50 50 MA52 直 深鉢形 口頭 降線 IV-6 a 組砂粒(多)

円形制突文

網目状機糸文
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:¥"0 挿関番号 図版番号 出ゴ二地点 窟位 器形・部位 又 様 分類(群一類) 日台 ごと 備 :考

123 50 50 L P50 E 深鉢形 口霊長 降線 1V-6 a 組砂粒(多)

円形刺突文

網目状撚糸文

124 50 50 L P46 E 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 1V-6 b 細砂粒(少) 12わ 125はi司一個体

125 50 50 L R50 霊 深鉢形 口縁 隆線・尖端束Ij突文

尖端刺突文

126 50 50 L L55 盟 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 1V-6 b 組砂粒(多)

尖端刺突文

斜行縄文

127 50 50 L056 直 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 1V-6 a 細砂粒(多)

降線

円形刺突文

L R (縦位)

128 50 50 L P56 直 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 1V-6 b 総砂粒(多)

陸線

円形劇j突文

129 50 50 L Q55 E 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 1V-6 b 組砂粒(多)

陸線

円形刺突文

地文

130 50 50 LTI16 斑 深鉢形 日間 ボタン状貼付文 1V-6 b 網砂粒(少)

陸線

尖端車IJ突文

地文

付
加
土
持
量
制

s
t詑
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No 挿関番号 i立l版番号 出土地j 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日今 土 備 考

131 50 50 L Q48 班 深鉢形 m司 ボタン状貼付文 N-6 b 粗砂粒(少) 131-136は同一個体

L P48 E !窪線 精選

50 50 L Q48 E 深鉢形 日開 尖端束Ij突文

133 50 50 LQ48 亙 探鉢形 日間 R撚糸文

1311 I 50 50 L Q48 護 深鉢形 日間

135 50 50 LQ48 m 深鉢形 日間

136 50 50 LQ48 E 深鉢形 日間

137 50 50 LQ48 E 深鉢形 日間 隆綿 N-7 縮砂粒(多) 外面に煤状炭化物付着

短沈線

138 51 50 MB52 亜 深鉢形 口縁 睦線 N-7 粗砂粒(多)

沈線・短沈線

山形口縁
一吋

139 51 50 MG45 E 深鉢形 口縁 沈線・刺突文 N-8 a 縮砂粒(多)

網目状撚糸文

140 51 50 MG49 直 深鉢形 日間 沈綿・束IJ突文 N-8 a 細砂粒(多)

斜行縄文

1111 51 50 MD47 盟 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 N-8 b 細砂粒(多)

沈線・束Ij突文

斜行縄文

深鉢形 ボタン状貼付文 粗砂粒(多)142 51 50 L P56 E 口縁 N-9 a 

降線・亥IJみ

L R (縦位)

複合口縁

ト3
CJ) 
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No 挿図番号 園版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日合 土 犠 考

143 51 50 L R41 直 深鉢形 口縁 陸線 IV-9 a 粗砂粒(多)
複合iコ縁

144 51 50 L P59 E 深鉢形 自司 ボタン状貼付文 IV-9 b 粗砂粒(多)
沈線区画文

前々段多条LR (縦位)

145 51 50 MB54 m 深鉢形 口高差 陸線 IV-10 組砂粒(少)
口唇一沈線・尖端刺突

146 51 50 L P46 直 深鉢形 口縁 降糠・刻み 町一10 締砂粒(少)
口唇一沈線

147 51 50 M 1 47 E 深鉢形 口縁 隆線・束Ij突 町一10 細砂粒(多) 外部に煤状炭化物付着
口唇一沈掠

148 51 50 LT38 盟 深鉢形 口縁 隆線・刻み IV-10 組砂粒(多)
沈線

149 51 50 L056 盟 深鉢形 口縁 隆線・芸Ijみ IV-10 粗砂粒(多)

150 51 50 L P56 E 深鉢形 口縁~嗣 隆線・亥Ijみ IV-10 粗砂粒(少)
沈線IX画文
弧状貼付文

斜行縄文

151 51 51 L P56 直 深鉢形 ロ縁 突起 IV-ll 粗砂粒(多) 151'"'" 153は[時一間体

152 51 51 L P56 直 深鉢形 口縁 円形制突文

153 51 51 直 深鉢形 口市量 L R (縦位)

154 51 51 L P45 m 深鉢形 日高差 円形制突列 IV-ll 細砂粒(少)

山形突起

155 51 51 L Q47 I 深鉢形 口縁 陸線 IV-ll 組砂粒(少)

円形束Ij突文

山形口縁

ー
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1¥0 I挿図番号 !理l版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 土 i首 考

156 51 51 L J56 E 探鉢形 口縁 円形刺突列 N-11 粗砂粒(多〕

157 51 51 LT46 E 探鉢形 口縁 隆線・円形車Ij突文 町一11 組砂粒(少)

158 51 51 L P47 E 深鉢形 口縁 口唇-L側面庄痕 N-12a 細砂粒(多)
沈線

159 51 51 MB54 E 探鉢形 口縁 沈線文 N-12a 精選

160 51 51 MA52 直 深鉢形 日間 沈線(楕円文) N-12b 精選

斜行縄文

161 51 51 M 147 立 深鉢形 日間 沈線(構円文) N-12b |細砂粒(多)

R撚糸文

162 51 51 M J47 直 探鉢形 日間 沈線区画分 N-12b 粗砂粒(多)

斜行縄文

163 51 51 ML50 E 深鉢形 口縁 沈線区画文 N-12c 組砂粒(少)

斜行縄文

164 51 51 L P56 濫 探鉢形 日間 沈線区画文 N-12c 組砂粒(多)

R撚糸文

165 51 51 MC52 宜 探鉢形 日間 沈線区画文 N-12c 細砂粒(多)

R撚糸文 小石(少)

166 51 51 MB52 E 探鉢形 日開 沈線(楕円文) N-12c 縮砂粒(多)

R撚糸文

167 51 51 MB54 E 深鉢形 日開 沈線(楕円文) 町-12c 組i砂粒(多)
R撚糸文

168 51 51 MB54 E 探鉢形 日開 沈線(楕円文) N-12c 細砂粒(多)

MB52 直 沈線(鈎状文)

R撚糸文

169 51 51 MB55 直 深鉢形 1同 沈線(楕円文) IV-12 粗砂粒(多)

R様、糸文

170 52 51 LT47 E 深鉢形 1問 沈線(鈎状文) IV-12 c 細砂粒(多)

決撚糸文

ιο 
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)J() 挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 1守 :::1::. ~ι 

52 51 MA51 車 深鉢形 日縁~胴 沈線(円形文) IV-12d 組砂粒(多)

MA52 車 R撚糸文充填

172 52 51 ME45 車 深鉢形 日間 平行沈線 IV-13 

R撚糸文

173 52 51 L N56 現 深鉢形 1河 平行沈線 IV-13 粗砂粒(少) 173ゅ 174は同一億円本

174 52 51 E 深鉢形 1同 R掠糸文

52 51 L P56 m 深鉢形 日時 平行沈線 IV-13 細砂粒(多)

R撚糸文

176 52 51 L Q60 立 深鉢形 1同 沈線区画文 IV-1L1 a 組砂粒(多)

(S DOl) 前々段多条LR (斜{立)

177 52 51 L S46 軍 深鉢形 1同 沈線区画文 IV-14 a 粗砂粒(少)

R L (縦位)

178 52 51 L S49 深鉢形 日同 沈線区画文 IV14 b 細砂粒(多)

斜行縄文

52 51 L 056 E 深鉢形 1開 沈線匿画文 IV-14 b 粗砂粒(少)

L R (縦位)

180 52 51 L Q60 E 深鉢形 目時 櫛歯状沈線文 IV-15 粗砂粒(少) 外fmlこ煤状炭化物付着
(S DOl) R撚糸文

181 52 51 MC54 E 深鉢形 fl陪 櫛歯状沈線文 IV-15 組砂粒(少)

R撚糸文

182 52 51 L P58 探鉢形 日間 条痕文 IV-15 粗品、粒(少)

(土塁中) 陸線

183 52 51 L P58 深鉢形 1調 条痕文 IV-15 粗砂粒(少)

(土塁中)

184 52 51 MA54 E 深鉢形 口縁~踊 沈線文 IV-16 a 細砂粒(多)

i
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No 挿図番号 図版岳号 出土地点 層位 器形・部位 文 も苦 分類(群一類) 日告 土

185 52 52 MB53 直 壷形 口縁~胴 沈線文 N-16a 細砂粒(多)
徴陸線

186 52 52 L S54 E 壷形 日間 沈線文 N-16a 細砂粒(多)

187 52 52 L N61 壷形 m可 沈線文 N-16a 細砂粒(少)

188 52 52 L S60 宜 鉢形 口縁 沈線 N-16a 縮砂粒(多)
陸線

189 52 52 LQ60 E 深鉢形 口縁 陸線 N-16a 細砂粒(多)
(S DOl) 沈線文

52 MB53 E 壷形 胴下半 沈線文 N-16a 縮砂粒(多)

191 52 52 MB54 壷形 胴下半 沈線文 N-16a 細砂粒(多)

192 52 52 MB60 E 壷形 日間 沈線文 N-161コ 細砂粒(少) 赤色!金彩

193 52 52 MC54 E 壷形 日開 沈線文 N-16b 細砂粒(少) 赤色控彩

194 52 52 LT48 E 壷形 ij[可 沈線文 N-16b 縮砂粒(多)

195 52 52 MD50 直 深鉢形 日開 沈線文 N-17 細砂粒(多)
R撚糸文

196 52 52 L N56 軍 深鉢形 ロ縁 貼付文 N-18a 粗砂粒(少)
山形突起

197 52 52 LT54 E 深鉢形 口縁 円形刺突文 N-18b 組砂粒(多)
口唇一刻み

山形口縁

52 LT58 E 深鉢形 仁i縁 沈線(rCJ字状文) 町一18b 細砂粒(多)
平行沈綿

撚糸文

山形口縁

-ωω
ー

ー
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No 挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日台 土 保j 考

199 52 52 MD48 E 探鉢形 口 i縁 沈線文 百-18b 細砂粒(多)

撚糸文

口唇ー尖端車IJ突

山形口縁

200 52 52 L R50 直 深鉢形 口唇 円形刺突文 lV-18 b 細砂粒(多)

沈線文 組砂粒(少)

山形口縁

201 52 52 MB50 E 探鉢形 日縁 円形束IJ突文 lV-18 b 細砂粒(多)

沈線文

R撚糸文

山形口縁

202 53 52 MD47 班 探鉢形 口縁 大形突起 lV-19 粗砂粒(多)

203 53 52 LT48 直 探鉢形 口縁 貫通孔 lV-20 細砂粒(多) 橋状把手

204 53 52 L F50 立 探鉢形 口縁 lV-20 事国砂粒(多) 橋状把手

205 53 52 L L43 E 深鉢形 口縁 尖端刺突・刻み lV-20 細砂粒(多) 橋状把手

206 53 52 L Q60 E 探鉢形 日縁 沈線文 町一20 粗砂粒(少) 橋状把手

(S DOl) 貫通孔

207 53 52 ME44 迎 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 lV-20 細砂粒(多) 橋状把手

接線・五1jみ

208 53 22 P 1124 埋土 深鉢形 口縁 貫通孔 町一20 細砂粒(多) 橋状把手

209 53 52 ME54 直 深鉢形 口縁 ボタン状貼付文 lV-20 結11語、粒(多) 橋状把手

陸線・刻み

貫通孔

210 53 52 L N56 E 深鉢形 口縁 貫通孔 lV-20 粗砂粒(多) 橋状把手

隆線区画文

ω品

l
!
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No 挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) Il台 1:. 自詰 考

211 53 52 L Q55 E 深鉢形 口縁 沈線匿画文 N-20 粗砂粒(少) 橋状把手

充填縄文

212 52 P802 埋土 深鉢形 口縁 円孔 N-20 *IE砂粒(多) 橋tl¥:把手

213 53 52 L056 E 深鉢形 口縁 N-20 組砂粒(多) 橋状把手

214 53 52 ME53 豆 深鉢形 口縁 1V-20 組砂粒(多) 橋状把手

215 53 53 L S47 E 深鉢形 口縁 1V-21 粗砂粒(少) 複合口縁

216 53 53 MB54 車 深鉢形 口縁 1V-21 細砂粒(多) 複合[J縁

217 53 53 L R55 E 深鉢形 口縁 降線 れT-21 相砂粒(多) 複合口縁

218 53 53 L L55 立 深鉢形 口縁 R L (縦位) 1V-21 組砂粒(多) 複合口縁

219 53 53 LT54 盟 深鉢形 口縁 貫通孔 1V-21 粗砂粒(多) 複合口縁

地文

220 53 53 L 050 直 深鉢形 口縁 R L (縦位) 1V-21 細砂粒(多) 複合口縁

221 53 53 L Q60 E 深鉢形 口縁 前々段多条LR (縦位) IV-21 組砂粒(多) 接合口縁 221とmはl得一個体 | 
( S DOl) 

222 53 53 L P59 H 深鉢形 日縁

L N56 直

223 53 53 MA46 車 深鉢形 口縁 貫通子し 町一21 細砂粒(多) 複合仁l縁

R L (縦位)

224 53 53 ME53 車 深鉢形 口縁 L (縦位) N-21 組砂粒(多) 複合口縁

降線

225 54 53 MA52 蛮 深鉢形 口縁 貫通孔 町一21 粗砂粒(多) 複合口縁

226 54 53 L S38 E 深鉢形 口縁 横位刺突文 N-21 組砂粒(多) 複合口縁

227 54 53 L P56 E 深鉢形 口縁 横位刺突文 N-21 粗砂粒(多) 複合口縁

降線

日

ω印
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No 挿図番号 jま!版番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群一類) 日台 こと 考

228 54 53 LT55 E 深鉢形 目同 横位制突文 N-22b 粗砂粒(多)

229 54 53 MD47 E 鉢形 日間 横位制突文 町一22b 細砂粒(少)

230 54 立 深鉢形 1同 横位刺突文 N-22b 組砂粒(少)

231 54 53 LT53 深鉢形 1関 横位刺突文 N-22b 粗砂粒(多)

232 53 L056 E 深鉢形 1開 横位制突文 粗砂粒(少)

233 54 E 深鉢形 1時 斜横位行取縄j突文文 N-22b 紹砂粒(多)

234 54 53 MH52 直 深鉢形 口縁 純白状撚糸文 N-23 前日砂粒(多)

235 54 53 MA54 E 深鉢形 口縁 網目状撚糸文 N-23 粗砂粒(少)

236 54 53 L Q56 車 深鉢形 口縁 網目状撚糸文 N-23 細砂粒(多) 236と237はi司一位体

237 54 53 L055 E 深鉢形 口縁

238 54 53 L056 E 深鉢形 口縁 網目状撚糸文 N-23 粗砂粒(多)

239 54 54 MA53 E 深鉢形 日間 網目状撚糸文 N-23 組砂粒(多)

240 54 54 L056 m 深鉢形 1同 網目状撚糸文 N-23 粗砂粒(多)

""' 
241 54 54 L056 E 深鉢形 1開 網目状撚糸文 N-23 判1砂粒(多)

242 54 54 L P46 E 深鉢形 1時 網目状撚糸文 N-23 *fB砂粒(多)

243 54 54 L P56 直 深鉢形 日間 縮白状撚糸文 N-23 粒砂粒(多) 内面に煤状炭化物付着

244 54 54 L P56 直 深鉢形 日間 網自状撚糸文 N-23 制砂粒(多)

245 54 54 L N56 盤 深鉢形 日間 網目状撚糸文 N-23 粗砂粒(少)

246 54 54 L056 直 深鉢形 日開 純白状撚糸文 N-23 荘i砂粒(多)

247 54 54 MB54 廻 深鉢形 目時 網目状撚糸文 N-23 粧i砂粒(多)

248 5'1 54 L 056 E 深鉢形 1間 網目状撚糸文 町一23 荘i砂粒(多)

249 55 54 MC54 E 深鉢形 口縁~胴下半 網目状撚糸文 N-23 荘l砂粒(多) 外屈に煤状炭化物付着

250 55 54 MB44 E 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-24 紺i砂粒(多)
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No 挿l盟番号 |刻版番号 t:l:L:l二地点 層位 器形・ lJs 位 文 t議 分類(群一類) 土

251 55 54 MA54 E 深鉢形 口縁 R撚糸文 町一24 細砂粒(多)

252 55 54 L Q61 I 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-24 綿砂粒(多)
(S DOl) 

253 55 54 L 056 E 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-2'l 組砂粒(多) ケL日目
11:.移ヴ刊ユ筒

254 55 54 MB53 m 深鍋形 口縁 R撚糸文 N-24 粗砂粒(多)

255 55 54 LQ49 m 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-2'l 組砂粒(多) 255・

256 55 54 L P56 軍 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-2'l 組砂粒(多) 256・257は阿倍体

257 55 55 L P56 亙 深鉢形 日縁 R撚糸文 N-24 折り

258 55 55 LN44 豆 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-2'l 粗砂粒(少)

259 55 55 LN56 E 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-U  組砂粒(多) 折り返し仁1縁様

260 55 55 羽B46 盟 深鉢形 口縁 R撚糸文 町一U 粗砂粒(多) 折り返し口縁操

261 55 55 MB46 蛮 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-2'l 粗砂粒(多) 折り返し口縁様

262 55 55 LT55 直 深鉢形 口縁 R撚糸文 N-U  細砂粒(多) |折り返し口縁様

263 55 55 LQ49 直 深鉢形 日開 R撚糸文 N-2'l 組砂粒(多) 255とlヰイ闘体

264 55 55 MB59 取 深鉢形 日同 R撚糸文 百-24 細f!'T粒(多)

265 55 55 L P56 理 深鉢形 R撚糸文 N-2'l 粗砂粒(多)

266 55 55 L056 E 深鉢形 1悶 R撚糸文 N-24 組砂粒(少)

267 55 55 MB53 E 深鉢形 日開 R撚糸文 N-2'l 縮砂粒(多)

268 55 55 MB53 E 深鉢形 日開 R撚糸文 町一24 組砂粒(多)

55 L 056 m 深鉢形 日開 R撚糸文 N-U  粗砂粒(少)

270 56 55 P 1687 埋土 深鉢形 日間 R撚糸文 N-24 組砂粒(少)

271 56 55 LT50 II 深鉢形 日同 R撚糸文 N-24 粗砂粒(多)

272 56 55 MA52 彊 深鉢形 胴下半 R撚糸文 N-24 粗砂粒(多)

273 56 55 P2319 埋土 深鉢形 1同 R撚糸文 N-24 縮砂粒(多) 外Ifii!こ煤状炭化物付着
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:;¥fo 挿図番号 間販番号 出土地点 層位 器形・部位 文 様 分類(群類) )j台 {j~l 考

274 56 55 L050 E 深鉢形 口縁 L R (縦位) N-25 粗砂粒(多)

275 46 45 L043 E 深鉢形 口縁 LR消(縦位沈)線 I-6 粗砂粒(多)
磨り し・

276 56 55 L 059 深鉢形 口縁 L R (縦位) N-25 組砂粒(多) 外簡に煤状炭化物付着

277 56 55 L 059 深鉢形 口縁 276・277・282----284は間引母体

278 56 55 L P56 班 深鉢形 口縁 L R (縦位) N-25 組砂粒(多) 278-281 は同一個体

279 56 56 L P56 班 深鉢形 口線 L R (縦位・横位)

280 56 56 L P56 E 深鉢形 口縁 L R (斜位)

281 56 56 L P56 盟 深鉢形 1開 L R (縦位)

282 56 5Q L059 深鉢形 1同 L R (縦位) N-25 粗砂粒(多) 276 • :~77 と fo1-'個体

283 56 56 L 059 深鉢形 1開 外聞に煮こぼれ痕

284 56 56 L059 深鉢形 日間

285 56 56 M百53 立 深鉢形 1時 R L (縦位 N-25 細砂粒(少)

286 56 56 MB54 E 深鉢形 1間 L R (縦位) 町一25 粗砂粒(多)

287 56 56 MB55 E 深鉢形 自司 L R (縦位) N-25 中旦砂粒(多) 287と290はi司一個体

288 56 56 MB52 直 探鉢形 日間 結節有すL (縦位) N-25 粗砂粒(少)

289 56 56 MC50 直 探鉢形 口頭~腕 結節有すLR (縦位) N-25 粗砂粒(少) キIII砂粒(多)

57 MB55 E 深鉢形 胴 L R (縦位) N-25 粗砂粒(多)

291 57 L N61 深鉢形 底部 V 組砂粒(多)

292 57 MA53 E 深鉢形 底部 V 組砂粒(多)

293 57 L Q50 I 深鉢形 底部 V !担砂粒(多)

294 57 LQ60 立 深鉢形 底部 木葉痕 V 粗砂粒(多)

(S DOl) 

295 57 E 深鉢形 底部 木葉痕 V 組砂粒(多) 内町に煤状炭化物付着

ー
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296 57 L Q55 E 深鉢形 底部 V 粗砂粒(多)

297 57 MA52 E 深鉢形 底部 V 組ii少粒(多)

298 57 LQ60 E 深鉢形 底部 V 細砂粒(多)
(S DOl) 

299 57 L N56 亜 深鉢形 底部 V 細砂粒(多) 内i宜lに.煤状炭化物付着

57 L P56 斑 深鉢形 底部 木葉痕 V 粗砂粒(少)
胴部 R撚糸文

301 57 L 056 E 深鉢形 底部 木葉痕 V 粗砂粒(多)

302 58 L P58 深鉢形 底部 V 細砂粒(多)
(土塁中)

58 L Q60 E 深鉢形 底部 V 粗砂粒(多)
(S D01) 

304 58 L056 E 深鉢形 底部 V 粗砂粒(多)

305 58 L046 立 小型土器 網百状撚糸文 VI-1 精選 合'i，j-鉢形二i二器・赤色塗彩

306 58 MD53 E 小型土器 VI-1 組砂粒(多)

307 58 MA52 彊 小型土器 VI-1 細砂粒(多)

308 58 MB53 謹 小型土器 VI-l 細砂粒(多)

309 58 LT56 亜 小型土器 VI-l 組砂粒(多) 葦形土器

310 58 MB54 E 小型土器 百一1 帝国砂粒(多) Ci高台村)ml形土器

311 58 L R53 直 注口土器注口 羽-2 細砂粒(多)

312 57 56 不明 不明 深鉢形 完形 磨き 百-26 粗砂粒(多)



第4章調査の記録

②土製品 (第59図 e第60図、図版33• 59・60)

遺構外より多数の土器片に混じって、円盤状土製品 (24点。この内23点は土器片の周縁を調

整し再利用したものである。)、土偶 (4点)、土版(1点)、三角土製品(1点)が出土し

た。(試掘時の土偶 1点も第60図31として再掲したの)

円盤状土製品(1 '"'-'24) (図版59" 60) 

22は当初から円盤状土製品として製作されたものである。円形と言うよりは隅丸方形の粘土

板の両面にRL原体を回転施文している。後期初頭に属するものであろう。 22以外は全て土器

片再利用の円盤状土製品である O

以下、諸特徴を第2表にまとめる。

土偶 (25---28Q 31) (31は試掘調査時出土品) (図版33)

出土地点は25がMA48e亜層、 26がMB54・班層、 27がLQ61 (S D01) • 1層、 28がML

46 ..班層である。

25は逆三角形状を呈する頭部と推測される。表面には細隆線により顔面が描かれ、裏面に頚

部及び腕部が取り付いたのであろう。 26は破損品であるが、 SI 13竪穴住居跡出土の土偶と同

様の形態をなすものと推測される。つまり、逆二等辺三角形の土偶に復元される。表面(胸部)

には円形の小隆起文が付され、裏面(背部)には2本の紹沈線文が描画されている。 27"28は

腕部の資料である。両面及び肩部には沈線による文様が描かれ、脇の下は無文を呈する。いず

れも病部と脇の下を連絡する貫通孔を有し、 28には全面に赤色塗彩が施されている。 28はこれ

自体一枚の粘土板で作られており、土偶を形作る上でのー単位と考えられる。

土版 (29)

長方形の粘土板の両面に 2条の平行沈線をたすき掛けし、さらにそれに垂直に接する 2条の

平行沈線を描画している。胎土に粗砂粒を多く含有する。 LT49" II層より出土した。

三角土製品 (30) (図版33)

三脚とも部分的に折損しており、全体の形状は把握し難いが、片面が湾曲し、全面がγ寧に

磨かれたものである。胎土は砂粒を少々含有するが比較的精選されたものである。 MB53"亜

層より出土した。

- 140 
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円盤状土製品一覧表

No 出土地点・層位 長軸×短軸(mm) 厚さ(mm) 重量(g) 文 中華 土器分類 部位(器形) 備 考

MB53 E 23X22 9 4.94 R撚糸文 第W群24類 深鉢形@服部

2 MA54 E 31x27 6 5.99 沈線区画文 第W群2a類 深鉢形@桐部 無文部を麗いている

3 L P56 軍 31 x30 8 8.59 (設+R)網目状撚糸文 第百群23類 深鉢形@胴部

4 L P56 車 35X32 8 8.16 経線 第W群2a類 深鉢形。頚部
LR原体縦位回転施文

5 L P56 38X32 7 10.52 降線 第百群3b類 深鉢形・胴部上半 降線の間脇を磨いている
( 9 ) 隆線上に刻み

6 LT39 E 32X32 9 7.87 斜行縄文 第 I群4類 深鉢形・服部 植物繊維を含有

7 L059 E 37x32 7 10.18 LR原体時転施文 第百群25類 深鉢形・服部 表霞iに煤状炭化物付着

8 MB53 車 39X36 8 13.82 隆線 第百群3b類 深鉢形・頚部
(11) 降線上に東日突文

口縁部一無文
岡部一一R撚糸文

9 L S39 藍 37X36 9 13.17 R撚糸文 第W群24類 深鉢形・胴部 組砂粒多く含有

10 MK48 E 37 x37 9 12.25 R撚糸文 第E群2類 深鉢形・服部 粗砂粒多く含有

11 MF46 E 35X34 5 7.87 沈線IR酉文 第E群3類 壷形・網部 胎土橋選

RL原体回転施文 赤色塗彩

12 MH47 国 42X39 7 11.70 斜行縄文 第IV群25類 深鉢形・胸部 2次火熱による器苗の赤変

13 L S46 亜 42x37 9 15.26 R撚糸文 第百群24類 深鉢形・胴部 粗砂粒多く含有

14 MB52 車 41X40 9 18.09 (R十R)網自状撚糸文 第W群23類 深鉢形・胴部 表面に媒状炭化物付着

15 L P41 車 42x41 9 16.65 斜行縄文 第IV群25類 深鉢形・胴部 細砂粒多く含有

16 M049 車 42X38 7 14.18 LR原体回転施文 第百群25類 深鉢形・胴部

第2表
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日
仏

No 出土地点・層位 長軸×短軸(mm) 厚さ(mm) 重量(g) 文 様 土器分類 部位(器形) 備 考

17 L P56 E 41X39 11 18.22 L撚糸文 第IV群24類 深鉢形。腕部 粗砂粒多く含有

18 LD49 E 41X40 7 15.49 R撚糸文 第百群2類 深鉢形"服部上半
沈線文

19 KM55 E 45X41 12 23.14 (LR+LR)結束第 1種 第 I群4類 深鉢形。胸部 縮砂粒多く含有
横位白転文 植物繊維含有

20 MB54 国 44x41 8 16.14 (R十ま)粗網目状撚糸文 第IV群23類 深鉢形@胴部 表面に煤状炭化物付着

21 KN56 盟 43X40 8 13.10 不明 不明 深鉢形。胴部 細砂粒多く含有
磨滅著しい

22 MB46 Z (37) x (35) 8 ( 7.62) RL原体罰転施文 両面欠に文様
-瓦FX口ロ口

23 MB60 E 51X40 12 :23.84 LR原体回転施文 第百群25類 深鉢形・胴部 l粗砂粒多く含有
24 LM日|皿 55X44 12 33.05 RL原体横位回転施文 第 I群4類 深鉢形@胴部 綿砂:1主多く含有

植物繊維多く含有

註 。NO.5及びNO.8の厚さの( )内は陸線を含めた厚さである。
. I土器分類」は、①の「遺構外出土土器分類jに準拠する。ちなみに、
第 I群は縄文時代前期初頭から前葉の土器
第E群は縄文時代中期末葉の土器
第百群は縄文時代中期末葉から後期前葉の土器である。
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第 l節検出遺構と造物

③ 石器 (第61図~第94図、図版58""""'73)

遺構外より出土した石器は剥片石器(石鎮@石槍@石錐。石匙 e トランシェ様石器 e箆状石

器) "掻器@背Ij器@鋸歯様石器)、磨製石器(磨製石)、磯石器(打製石@石錘@敵磨器)に

大別される。これらの他、不定形の剥片の縁片に調整を施したもの及びブレイクが多量に出土

した。以下、各器種ごとに分類、説明を記していくが、整理の都合上、番号の前にアルファベッ

トを付しである。

石鎌 Z 石槍 Y 

石錘 D 石匙 P 

トランシェ様石器 す 箆状石器 日

掻器 C 削器 S 

鋸歯様石器 N 磨製石斧 F 

打製石斧 F 石錘 M 

敵磨器 K 

石鎮 (第61図、図版58)

21点出土した。形態により 5種類に分類する。石質は黒曜石 (3.. 6ペ7)、メノウ (5.. 

7 " 9)、頁岩(その他)である。

I類出基無茎錬

A 挟れの大きいもの (Zl，，-，Z8)

B 挟れの小さいもの (Xll• Z 12) 

両国とも全面にわたって細い 2次調整が施され、 Z4の基部両面にはアスフアルトが

付着している。

E類平慕無茎鎌 (Z9 "Z10) 

背面には全面にわたって細かい 2次調整剥離が観察されるが、主要剥離面にいては主

に縁辺に調整剥離が認められる。両方とも尖端を欠損するが、 Z10は欠損部に調整剥離

を施している。

盟類尖基鍛 (Z13• Z14) 

Z13は両方とも縁辺部のみに2次調整剥離が観察される。 Z14は両方とも全面にわたっ

て2次調整が施され、基部は使用によるものか耗しており、石錐とも考えられる。

N類有茎鍍 (Z15---Z18)

Z15 .. Z16は縁辺のみを2次調整し、 Z17"Z18は両方と全面にわたって 2次調整して

いる。
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第 1節検出遺構と造物

V類基部を欠損し、形態不明なもの (Z19-----Z21)

Z19はF全面にわたって、 Z20• Z21は縁辺のみを 2次調整している。

石槍 (第62図@第63図、図版59)

8点出土した。石質は全て頁岩である。縦長剥離を利用し、全面にわたり 2次調整したもの

と縁辺のみに 2次調整を施したもの (y3 .. Y 5)とがある。 Y6は平基であり、 Y4..Y7の

基部には第 1次剥離部ないし傑面が残存する。

石錐 (第63図@第64図、図版59)

8点出土した。不定形の剥片の一端に錐部を作り出したもので、石質はすべて頁岩であるo

D1は縦長剥片を利用し、縁片を両面から加撃して錐部を作り出している。尖端は磨耗してい

る。 D2は縦長剥片を利用し、縁片を主要剥離面からのみ加撃して錐部を作り出している。

背面には磯面が残存する。一保IJ縁及び主要剥離面に存在する援の下半部が磨耗している。 D3

は横長剥片を利用し、縁片を両面から加撃して錐部を作り出しているが、尖端部は主要剥離面

のみからの加撃による。 D4は横長斜片を利用し、錐部を作り出す 2次調整剥離は背面のみに

認められる。 D5は両面から縁片に加撃して錐部を作り出している。尖端及び損IJ縁下半部が磨

耗している。 D6は横長剥片を利用したもので、一側縁に刃こぼれ、磨耗が見られる。 D7は

比較的大きめの縦長剥片を利用し、一側縁を背面から、他側縁を主要剥離面から加撃して錐部

を作り出している。尖端はやや磨耗している。 D8は大きめの横長剥片を利用し、 D7と同じ

方法で錐部を作り出している。

石匙 (第64図~第66図、図版60)

22点出土したo P 1がメノウの横長剥片、 P15が頁岩の横長剥片を利用している以外は、全

て頁岩の縦長剥片利用している。つまみ部の作り出しは縁片を両面から加撃して行っているも

のが通例である。 2次調整剥離の椙違により以下のように分類する。

I類 2次調整剥離がー但IJ縁の両面にのみ観察されるもの (P1 ) 

横長剥片を利用したもので、他側縁はヒンジフラクチャーをなすO

立類 2次調整剥離がー側縁は背面に他側縁は主要剥離部に観察されるもの (p2 .. P17) 

P17の背面には第 1次剥離の際の縦方向の稜が残存する。

彊類 2次調整剥離が背面は全面に及び、主要剥離面においては…側縁のみに観察されるも

の (p3 "P 4 " P 6 "P 7 "P10) 

主要剥離面に観察される 2次調整剥離は全て外湾する側縁に施されている。 P3は上
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半部、 P10はつまみを欠損する。

百類 2次調整剥離が但IJ縁上半部(背部)のみに観察されるもの (p5) 

第1次剥離の際の縦方向の稜が背面に残存するO

V類 2次調整剥離が背面の(両)側縁に観察されるもの

第 1節検11¥退構と造物

A 主要剥離面に 2{欠謁整剥離が観察されないもの (P8 0 P11 " P1ト P19)

P15は横長剥片を利用したものであり、また一端が鋭い尖端をなすもの (P16)

と丸味を持つもの (P1l)とがある。 P8 .. P16の背面には第 l次剥離の際の縦方向

の稜が残存する。

己 主要剥離由の尖端部に 2次調整剥離が観察されるもの (Pi8)

素材剥片を取り出す際の打点が尖端部付近にあり、打痛を取り去るために主要剥

離面の尖端部に2次調整が施されたのであろう。背面には第1次剥離の際の縦方向

の稜が残存する。

VI類石匙様の剥片を本類とする。 (P9 .. P20 .. P22) 

P9は背面からのみの縁片への加撃によって作り出されたつまみ様の部分を持つoP20"

P21の基部には素材剥片を取り出す際の打面が残存し、側縁には挟りを持つ。 P20の一

端はヒンジフラクチャーをなし、 P21の一端は欠損する。 P22は基部に素材剥片を取り

出した際の打面を留め、側縁は2次調整により一方を緩く外湾させ、他方は強く外湾さ

せている。

トランシヱ様石器 (第67図、図版61)

5点出土した。刃部に第1次剥離面ないし自然面を留め、素材剥片を取り出す際の剥離によっ

て生じた鋭い縁片をそのまま刃部として使用しているものである。石質は全て頁岩である。

すべて横長剥片を素材としている。 T1は基部と刃部以外に組し、 2次調整を施す。刃縁は直

線的である。 T2は背面を刃部以外全面に、主要剥離麗は両側縁に 2次調整を施す。刃部は一

端を欠損するものの直線的なものと考えられる。 T3 • T 4の2次調整は背面では刃部を除い

て、主要剥離面では、両側縁に施されている。刃縁はいずれも直線的である。 T5の刃縁は弧

状をなし、 2次調整はー側縁のみが顕著で、他側縁は基部付近にのみ施される。刃部の最大角

度は、以下の通りである。

(T 1 ) 520 " (T 2) 430 .. (T 3) 46
0 
e (T 4) 43

0 
" (T 5) 59

0 

箆扶石器 (第67図~第71図、図版60""""62)

28点出土した。石質は玉髄 (H3)もあるが、頁岩が主体をなす。以下、形態..2次調整の
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第4章調資の記録

状況により分類した。

I類平面形態が台形@三角形@長方形を基調とするもの

A 主要剥離面の一側縁のみに 2次調整を施こしたもの(託2• H 7・Hll• H14. 

H16 e百17e H27) 

いずれも横長剥片を利用したものである。背面はほぼ全面に 2次調整を施して

いるが主要剥離面には一側縁のみに調整が施されている。このー側縁のみに施さ

れる調整は、おそらく、素材剥片を取り出した際の打痛を取り去ることが第一の

目的と考えられる。刃部は一般的に直線的である。 H16のー側縁はヒンジフラク

チャーをなし、 H27のー側縁には醸面を留める(素材剥片を取り出す擦の打面で

はない)。

B 主要剥離面の両側縁に 2次調整を施したもの (H4 • H 6 • H 9 • H10 ・日12• 

H13 • H15 • H18 .. H20 • H22 .. H25・H28)

いずれも横長剥片を利用したものである。背面をほぼ全面にわたって2次調整

するものが主体をなすが、磯面を留めるもの(百9)もある。主要剥離面のー側

縁に施される調整により、素材剥片を取り出した際の打癌は取り去られるが、日

15 ・狂18においては取りさられず残存している。刃部は一般的には直線的であるO

C 主要剥離面にする 2次調整が刃部にまで及ぶもの (H1 • H 3 ) 

H1は両面とも縁片のみに 2次調整が施されたもので、縦長剥片を素材として

いる。刃部は弧状を呈する。 H3は半欠品であり、即断はできないが、背面はほ

ぼ全面にわたって2次調整されているものと考えられる。刃部はH1同様弧状を

呈する。

D 主要剥離面を刃部及び基部に留めるもの(五26)

横長剥片を素材とし、両面の側縁に組い 2次調整を施している。刃部は主要剥離

面からの縁辺加撃による細かい調整により弧状に作り出されている。

E 主要剥離箇に 2次調整を施さないもの (H19• H21) 

H19の背面は組い 2次剥離が施されるのに対し、 H21の背面には細かい 2次調

整が施される。両方とも横長剥片を素材としているが、刃部は弧状を呈するもの

(H19)と直線的なもの (H21)とがある。

豆類基部が柄状、刃部が円形を呈するもの (H8) 

おそらく、横長剥片を素材としたものであろう。両面とも、ほぼ全面にわたって細か

い2次調整が施されているが、裏面(主要剥離面)にはー側縁に沿って高まりが縦走し

ている。基部の断面形は限りなく正方形に近い菱形を呈する。



第 l節検出遺構と造物

掻器 (第71図~第74図、図版63.. 64) 

縁辺に調整を施し刃部を作り出した不定形の剥片が多数出土したが、その内、特徴的なもの

を32点選び出した。石質はC4のみがメノウであり、{也は全て頁岩である。

I類一端が尖頭状を景するもの

A 主要剥離面が内湾するもの (C5 "Cll " C33) 

縦長剥片を素材とし、基部に打点を有す。両面縁を刃部として使用したもので

あろう。 C33は主要剥離面からのみの縁辺加撃により、背面の周縁に細かい 2次

調整を施している。

B 主要剥離面が内湾しないもの (C1 .. C 4 .. C 7 • Cl u) 

縦長剥片を素材とし、基部に打点を有す。両側縁ないしは一側縁を刃部として

使用したのであろう。本類は背面に第 1次剥離の縦方向の稜を有すことを特徴と

する。

H類一端が弧状を呈するもの

A 主要剥離面が内湾ないし内湾気味のもの (C12"C14・C19.. C25 • C30) 

縦長剥片を素材とし、基部に打点を有すものが主体をなすが、 C27の打点は刃

部方向に存在する。刃部(使用部位)は弧状を呈す一端に求められよう。形態差

によりさらに細分される。

①正三角形を基調とした小型のもの (C12，......，C14)

② 肩平な剥片を素材としたもの (C25)

③長さに対して輔が非常に小さいもの (C26""""C28)

④楕円形を基調としたもの (C19• C29 • C30) 

いずれも主要剥離面からのみ縁辺加撃して背面に 2次調整を施している。

B 主要剥離面が内湾しないもの (C15・C18.. C20 .. C24 .. C31 .. C32) 

C31のみが横長剥片を素材とし、他は全て縦横剥片を素材としている。弧状を

呈する部位を使用したものとおもわれるが、 C32は南側縁を使用したのであろう。

弧状を呈する部位は両面ないしは片面から縁辺加撃して作り出されている。 C22

は弧状を呈する部位の両面の縁辺に細かい調整を施し、さらに援形に成形され、

本類において特異な存在と言えよう。

割器 (第75図@第76s室、図販65)

一側縁が内湾ないし直面的で、{也側縁が外湾する。三日月形ないし半月形@バナナ形の形状

をなす石器である。内湾する領IJ縁に刃部を設け、刃部の最大角度は以下の通りである。
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第4草調査の記録

くコ H27 

一帯-Q~ 
ζ:> H28 

ζ二ご〉

C5 

く〉
C2 ζフ

く二〉
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C4 

第71図 掻器(1)
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第4章調査の記録
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第 l節検11:1遺構と造物

(8 1 ) 730φ (82) 550 .. (83) 510 " (84) 660 .. (85) 650 " 

(86) 570 e (87) 610 " (88) 670 " (89) 610 " (810) 480 .. 

(811) 620 

全て縦長剥片を利用するが、石質は87のみがメノウであり、他は頁岩である。主要剥離面

を広く残存するものが主体をなし、内袴する側縁は主要剥離面からのみ縁辺に加撃して作り出

されている。しかし、 88は、使用によるものか南側縁への加撃は最終的には背面のみからの

ものである。また、外湾する側縁は 2次調整により作り出されたものとそうでないもの (87" 

810)とがある。

鋸歯樺石器(第76図、図版65)

縁辺を両面から加撃し、雨側縁ないし一側縁を鋸歯様に作り出したものであるo 2点とも頁

岩の縦長剥片を利用している O

N1のー領IJ縁は削器の刃部と同様の形態をなし、刃部の最大角度は53
0
である。刃部の作り

出しは、主要剥離面のみからの縁辺加撃による。背面には第 1次剥離の際の縦方向の稜が残存

する。全体の形状は半月形ないし三日月形に復元できょう。 N2は樹状を呈するものである。

磨製石斧 (第76図~第78図、図版65.. 66) 

17点出土した。石質は凝灰岩、域岩 (F8 .. F 9)、安山岩 (F13)、花両岩 (F15'"'-'F17)、

と多種にわたる。

使用による折損、欠損、刃こぼれ、刃潰れ等がいずれの石にも観察され、 F10刃部を折損後、

折損面を敵き面として再利用している。またF12は基部を折損後、折損面を打ち込み面とする

棋として再利用している。

打製石斧 (第78図、図版66)

幅に対して長軸比が大きい長稽円形の扇平な安山岩の一端に片窃からのみ加撃して刃部を作

り出している。

石鍾 (第79密~第83図、図版66---68)

43点出土した。醸の相対する軸端に挟りを持つ石器で、あるが、扶りの部位により 2分類され

る。石質は凝灰岩 (M1 e M 6 "lVI 7 "lVI18)、

砂岩 (M42)、安山岩と多種にわたるO

(M23 " :rvI26)、花商岩 (M25e M37)、

I類扶りを長軸端にもつもの(:rvI1 '""-'M 6 "M 9 ，.，_，M42) 
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第 4章調査の記録
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F7 

F9 
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第77図 磨製石斧(2)
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第4草調査の記録
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第78図 磨製石斧(3).打製石斧
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第4京調査の記録
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l'v130 

l'v127 

第81図 石錨3)
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tfi4章調読の記録

バエ三人¥
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第 1節検出選構と造物

M1，......， M5は30----50gと軽量であるのにたいし、 M36，--..-M39" M41は400gを越える

重量である。

M9は両面に凹みを持ち、所謂「凹み石」としても使用されている。後述する「敵磨

器NB類 aJと相似た石器であり、相互の関係が指摘される所である。

長軸端の扶れは了寧に刃潰しを施したものと鋭い刃縁状を呈するものとがあるが、前

者が圧倒的に多い。

M38は長軸端の一端のみに挟れが作り出されているが、他端が訣れた磯街をなすこと

から、錘として紐ないし縄を結縛することに何ら支障をきたさなかったと考えられる。

豆類扶りを短軸端にもつもの CM7 "l'vI 8 "l'vI43) 

M7 ..M8において、両端に挟りを作り出した際の剥離が必ずしも両面に観察される

とは眼らない。 M43は二等辺三角形を呈す石材の蔵辺のみに挟りを作り出しているが、

挟れた斜辺または両斜辺を利用し紐ないし縄を結縛できないこともない。なお平坦面に

は出みがあり、所謂「出み石」としても利用されたのであろう。

(石錘は以上の 2分類の他、重量による分類も可能である。)

① 30----50 gのもの (M1 ----M 5) 

② 84---89 gのもの (M6 .. 1¥1110 .. M12) 

③ 113"-' 127 gのもの (M7 D M8  .. M16・M17.. M19，，-，M21) 

④ 148"-'157 gのもの (M9 "Ml1 .. M15 .. M22 • M28) 

⑤ 179---198 gのもの (M13.. M29 .. M30) 

⑥ 220"-'240 gのもの (M26.. M27 .. M34 .. M42) 

⑦ 283"-'349 gのもの (M14.. M31 " M33 .. M35) 

⑧ 400 g以上のもの (M36，，-，M39" M41 .. M43) 

鼓麗器 (第83図~第94図、図版68"-'73)

98点出土した。礁をそのまま使用した石器であるが、通常「凹み石」、「磨石」、「敵き石」、

「石田」、 「台石Jと呼ばれるものが本石器である。一つの石に異種の使用痕が並存し、複数

の器名を付さなければならないようなものがあり、ここでは「鼓磨器Jとして一括し、さらに

糖分していくことにする。石質は花商岩 (K14e K28 .. K87 " K88)、移若 (K13e K50 " K51 " 

K57 " K95 .. K96)、i疑灰岩 (K7 窃 K41" K60 " K67 " K71 .. K84 .. K91)、安UJ岩である。

I類平沼面に凹みのみを持つもの

A 平面形が祷円形もしくは円形のもの

a 断面が楕円形のもの (K1 ---K29) 
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第4章調査の記録

b 断面が円形のもの (K30----K35)

B 平面形状がA類よりもi福に対する長さの比が大きいもの

a 断面が楕円形のもの (K36・K45)

b 断面が三角形のもの (K46--K48)

c 平面形状が長方形のもの (K49---K51)

d 平面状がその他のもの (K52--K57)

H類凹みとすり面を持つもの

A 平担面に凹みとすり面を持つもの (K58--K68• K71) 

B 断面三角形を呈する磯の一つ稜に回みを持ち、もう一つの稜がすり面のもの(K69)

E類平坦面に凹みとすり面、縁辺に散打痕を持つもの (K70• K72--K74) 

W類平坦面に凹み、縁辺に敵打痕を持つもの

A 平面形状が円形のもの (K75)

B 平面形状が楕円形のもの (K76---K82)

a 長軸端の一方に敵打による剥離が見られるものは79• K81 ・瓦82)

b その{也

V類平坦面にすり面のみを持つもの

A 平面形状が楕円形のもの (K83--K90)

B 三角柱状のもの (K91)

羽類長軸端に敵打痕を持vつもの (K92..K93) 

K92は両長軸端に敵打痕を持ち、その部位はほぼ平沼である。 K93も両長軸端に敵打

痕を有すが、一方は敵打に伴う剥離を生じ、挟れており、他方には小さな凹みが数個存

在するのみである。石錘とも考えられる。

vn類石皿@台石を本類とする (K94--K98)

K94は扇平な礁の片面に所在する出みを利用したもので、凹みの中は外周の高まりに

比して磨耗が著しい。 K95"K96は砂岩を素材とし、使用語(磨語)は非常に磨耗(K95)

ないし使用面に長軸方向の幅広の溝 (K96)が存寂する。 K97は溝状ピット SKT02坑

底面より出土した石皿と同形態のものと推定され、周縁の高まり部分の破損品である。

この破損品から復元される原形(使用時における形態)はSKT02出土のものに比しで

かなり大形のものと考えられる。 K98tま、台石の半欠品である。一方の平坦面には由み、

他平坦面には磨りの痕跡(磨耗)が観察される O 作業の種類により平坦面を使い分けた

のであろう。磨耗した面には火面を受けた痕跡(煤状?)も観察され、火を受けた後も

磨りの作業を行っていたことが窺える。

174 



第 1節検出遺構と遺物

¥ 

K2 K3 

にコ

K6 

lOcm 

第83図 石鍾5).蔽磨器(1)



第4章 調子空の記録

K9 

K13 

ノン
~ "---ー_-'ン/

K lS '----一一一_./"'

に
第84図 厳磨器(2)

176 

K 12 
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第85図 蔽磨器(3)
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第 1節検出遺構と造物
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;.;fHI主調査の記録
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第4章調資の記録
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第 lfiij 検出遺構と遺物

第3表 遺構外出土石器一覧表

加l {区i

出土 出土

雪
分類 備 考No. 石賀

地点 !邑位 長さ(cm) i幅(cm) 惇さ(cm) 重量(g)

石鱗

Z 1 61 58 K P 55 E 1.7 1.3 0.4 0.32 頁岩 I 

Z 2 61 58 L S 42 豆 (2.0) 1.5 0.3 (0.47) 頁岩 I 

Z 3 61 58 L P 49 並 (1.7) 1.5 0.3 (0.46) 黒曜石

Z 4 61 58 MG  47 斑 2.4 1.5 0.3 0.65 頁岩 I 

Z 5 61 58 MD  50 I 3.0 1.6 0.3 0.83 メノウ I 

Z 6 61 58 註記なし 2.7 1.5 0.4 1.12 黒曜石 I 

Z 7 61 58 MF  50 E 2.6 1.6 0.4 0.80 メノウ I 

Z 8 61 58 MD  54 I 3.2 1.9 0.6 2.45 頁岩 I 

Z 9 61 58 MG  47 E (1.6) 1.6 0.3 (0.61) メノウ E 

Z 10 61 58 LQ 40 E (2.2) 2.1 0.5 (2.02) 頁岩 E 

Z 11 61 58 L S 40 m (1.9) 1.8 0.4 (0.98) 頁岩 I 

Z 12 61 58 LN 57 直 3.1 1.8 0.6 2.58 頁岩 I 

Z 13 61 58 KN 57 彊 3.5 1.8 0.7 3.10 頁岩 班

Z 14 61 58 MC  53 班 5.5 1.5 0.9 5.37 頁岩 E 

Z 15 61 58 L I 51 E (1.8) 1.9 0.4 0.87 頁岩 N 

Z 16 61 58 MH  40 m 2.6 1.8 0.4 0.74 頁岩 N 

Z 17 61 58 MB  46 E 3.1 1.1 0.5 1.25 黒曜石 N 

Z 18 61 58 L S 42 E 4.1 1.2 0.6 1.45 頁岩 N 

Z 19 61 58 N I 46 班 (1.9) 2.1 0.4 (0.05) 頁岩 V 

Z 20 61 58 L F 37 E (2.6) 1.6 0.5 ( 1.59) 頁岩 V 

Z 21 61 58 L P 53 藍 (2.1) 2.0 0.4 ( 1.22) 頁岩 V 

石檎

Y 1 62 59 M I 48 直 (4.3) 3.0 1.3 (6.59) J.~干7

Y 2 62 59 K R 52 班 (6.1) 3.7 1.1 (23.48) 民岩

Y 3 62 59 LT 46 班 (8.0) 5.3 2.9 (98.66) 頁岩
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m41主調査の記録

iJliJ fi責

出土 t1:¥土
Nα (J- 質 分額 備 考

地点 間位 長さ(cm) |幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

Y 4 62 59 MC  61 盟 1Q_2 2.3 1.4 26_78 頁宥

Y 5 62 59 MA  55 E (9.4) 4.3 1.1 (65.60) 頁岩

Y 6 62 59 MK  61 直 (5.2) 3.5 2.0 ( 41.54) 頁岩 平基

Y 7 63 59 LN 38 rr (6.4) 3.6 1.7 (39.02) 頁岩

Y 8 63 59 MC  40 班 (8.4) 3.1 1.2 (35.08) 頁岩

石錐

D 1 63 59 L S 57 E 2.5 1.7 0.6 2.03 頁桔

D 2 63 59 ME  50 rr 3.6 1.9 1.0 5.81 頁岩

D 3 63 59 L R 41 頭 2.1 2.4 0.8 3.14 頁岩

D 4 63 59 LT 59 n 3.9 2.4 0.7 3.32 直岩

D 5 63 59 ML  49 盟 4.1 2.5 i.u 8.30 頁岩

D 6 63 59 LQ  55 m 4_9 5.4 2.4 39.30 頁宕

D 7 64 59 LO 55 E 6.2 5.3 2.1 42.07 貰岩

D 8 64 59 B区皿郭 I 7.8 5.4 2.0 52.17 頁岩

石匙

P l 64 LQ  60 豆 3.2 1.7 0.4 2.05 メノウ I 横長剥片

P 2 64 KQ  53 直 (3.2) 2.2 0.7 (5.19) 頁岩 立

P 3 64 空B堀南区 j二塁JjJ (3.3) 2.6 0.9 (6.80) 頁岩 取

P 4 64 ME  46 I (5.4) 2.0 0.9 (9.59) 真岩 I紅

P 5 64 L R 48 E 6.2 2.4 0.6 6.83 頁岩 IV 

P 6 64 LT 44 rr (6.3) 2.5 1.0 (15.92) 1'1お 取

P 7 64 L R 53 班 6.2 3.8 0.9 16.77 頁岩 E 

P 8 65 L P 49 I 6.6 3.3 1.5 19_76 頁岩 VA  

P 9 65 MB  54 褒 6.6 4.1 1.3 20_00 頁持 VI 

P 10 65 60 K S 50 取 (5.7) 4.7 1.3 (21.92) 頁岩 1II 

P 11 65 60 K J 55 盗 (7.0) 3.6 L3 (26.75) 長時 VA  

P 12 65 60 MJ 46 頂 5.3 3.4 0.9 9.95 iヨ岩 VA  

P 13 65 60 L S 43 E 5_9 2_2 0.8 5.55 頁 t{" VA  
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第 l節検1111:遺構と造物

出IJ fiδ 

富昔 躍曹
出::l二 出土

No. 石質 分類 S詰 考
地点 層粒: 長さ(cm) |幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

P 14 65 60 MF 51 E 5.2 2.8 0.7 6.01 民主; VA  

P 15 65 60 MH  50 H (5.5) 3.4 1.0 (12.43) 頁告 VA  横長剥片

P 16 66 60 MK  48 m 8.3 4.0 1.2 31.18 頁岩 VA  

P 17 66 60 L R 42 E 8.7 2.0 0.9 12.08 頁岩 E 

P 18 66 60 M 1 41 E 9.8 3.3 1.2 21.71 頁岩 VB  

P 19 66 60 L F 46 H (3.4) 3.5 0.8 (4.75) 頁岩 VA  

P 20 66 60 M J 51 溢 4.0 4.3 0.8 9.79 頁岩 VI 

P 21 66 60 M耳 44 立 (3.7) 3.9 1.8 (24.28) 頁岩 VI 

P 22 66 60 MA  49 I 5.5 5.4 1.2 34.08 頁岩 VI 

様トラ石ンシ器ュ

T 1 67 61 B区盟郭 I 5.8 4.0 1.4 22.54 頁岩 刃部角52
0

T 2 67 61 LH 45 立 6.2 3.9 1.2 27.17 頁岩 刃部角43
0

T 3 67 61 KR  56 E (2.4) 3.0 0.9 (6.95) 頁岩 刃部角46
0

T 4 67 61 KM  56 E (3.3) 3.5 1.6 (16.23) 頁岩 刃部角43
0

T 5 67 61 BぽE郭 I 6.1 3.5 1.5 25.91 資岩 刃部角59
0

箆状石器

日 1 67 LT 52 E 3.8 2.1 0.6 7.12 メノウ 1 C 

H 2 67 KT  58 一括 (2.8) 3.4 1.2 (8.79) 頁岩 IA 

H 3 67 MH  51 E (2.8) 4.0 1.1 (10.25) 玉随 1 C 

H 4 67 LT 50 E (3.1) 4.8 1.8 (30.34) 頁岩 1 B 

H 5 68 61 L G 37 日 (4.2) 3.4 1.3 (19.68) 頁岩 1 B 

H 6 68 61 M 1 41 E ( 4.4) 3.1 1.2 (18.70) 頁岩 1 B 

H 7 68 61 MA  41 直 4.6 2.8 0.9 11. 76 頁岩 IA 

日 8 68 61 LT 58 E 5.6 2.7 1.1 11.64 頁岩 豆

H 9 68 61 KO  57 E 5.4 2.7 1.0 13.88 立岩 1 B 

H 10 68 61 MH  45 日 6.0 3.1 1.2 24.59 民岩 1 B 

H 11 68 61 KR  56 滋 (4.8) 4.4 1.0 (20.84) H 岩 1 A 

H 12 68 61 MH  45 (5.1) 3.5 1.3 (26.86) 長岩 I B 
L一一一一一
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第4章調査の記録

計 iJliJ 
仕I_::]二 出土

持a 石質 分類 備 考
地点 層位 長さ(cm) Ip国(咽) 厚さ(cm) 重量(g) 

H 13 69 62 LT 57 豆 (6.1) 3.9 1.3 (32.70) 買岩 1 B 

日 14 69 62 MB  51 I 5.7 4.4 1.4 32.59 貰岩 IA 

日 15 69 62 M J 47 E 6.3 3.3 1.6 29.36 頁岩 1 B 

H 16 69 62 MF  43 E 6.3 3.4 1.6 32.40 頁岩 IA 

H 17 69 回‘ B区I昨日 I 日7 ~ 7 1.5 34.64 頁岩 1A 

H 18 69 62 MD  42 E 6.9 4.0 1.5 36.80 頁岩 1 B 

H 19 69 62 MJ 47 E 6.8 3.9 2.2 44.28 頁岩 1 E 

H 20 69 62 MF  45 III 6.8 3.7 1.3 39.21 頁岩 1 B 

H 21 70 62 ME  51 I 7.3 2.9 1.0 24.70 頁岩 1 E 

H 22 70 62 MC  42 I 7.4 2.8 1.7 29.77 貰岩 1 B 

H 23 70 62 MJ 43 H 7.7 3.5 1.4 35.61 頁岩 1 B 

H 24 70 62 L B 55 璽 8.1 4.2 1.7 57.56 頁岩 1 B 

H 25 70 62 K S 52 日 8.4 4.8 1.8 69.84 頁岩 1 B 

H 26 70 62 L P 56 E 9.8 3.2 2.0 54.45 頁岩 ID 

日 27 71 62 MB  53 璽 7.5 3.2 1.2 25.13 頁岩 IA 

H 28 71 62 B区班郭 I 8.6 4.4 2.2 78.45 頁岩 1 B 

掻器

C 71 63 M 1 41 E (2.3) 2.5 0.8 (3.99) 頁岩 1 B 

C 2 71 63 MH  50 E 4.5 3.1 1.8 17.63 頁岩 1 B 

C 3 71 63 MC  48 霊 4.9 2.5 0.7 6.93 頁岩 1 B 

C 4 71 63 LO 52 豆 4.4 3.5 0.9 8.10 メノウ 1 B 

C 5 71 63 MB  54 m 5.9 4.4 1.5 22.94 頁岩 IA 

C 6 欠番

C 7 71 63 M 1 47 箪 7.4 4.8 2.9 43.40 宣告 1 B 

C 8 72 63 M 1 47 盟 8.1 4.6 2.5 61.14 頁岩 1 B 

C 9 72 63 LO 50 抗 7.3 5.2 1.8 66.27 頁岩 1 B 

C 10 72 63 LO 59 E 7.0 5.8 1.9 56.49 頁岩 1 B 

C 11 72 63 MB  54 E 9.2 7.0 2.0 81.03 頁岩 IA 
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測 {直

層雪
111 1-. 111 + 

考No. イヒj質 分類 船j

地点 層位 長さ(cm) 脳(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

C 12 72 63 L Q 41 E 2.4 2.6 0.8 3.18 頁岩 IIA 

C 13 72 63 MJ 43 E 3.1 2.8 1.1 6.48 頁岩 IIA 

C 14 72 63 LT 58 E 2.9 3.3 1.3 11.12 頁岩 IIA 

C 15 73 64 M I 50 E 2.3 2.4 0.8 2.90 貰岩 IIB 

C 16 73 64 LO 50 H 4.1 3.1 1.7 17.30 頁岩 IIB 

C 17 73 64 L S 53 E 4.2 4.3 1.2 14.82 頁岩 IIB 

C 18 73 64 MF  40 I 5.4 3.7 1.7 32.01 頁岩 IIB 

C 19 73 64 空B堀甫IR 土塁中 4.4 3.4 1.4 20.17 頁岩 IIA 

C 20 73 64 LQ  50 亙 4.0 4.9 1.2 14.12 頁岩 IIB 

C 21 73 64 MC  53 E 4.5 4.6 1.2 21.04 頁岩 IIB 

C 22 73 64 MJ 48 直 4.5 5.2 1.1 15.10 頁岩 IIB 

C 23 73 64 LQ  48 E 4.6 5.5 2.7 43.78 頁岩 IIB 

C 24 74 64 L N 41 H 5.3 3.4 0.6 6.28 頁岩 IIB 

C 25 74 64 MB  43 H 7.0 4.4 1.5 19.52 頁岩 IIA 

C 26 74 64 K S 52 II 5.7 2.6 1.8 25.17 頁岩 IIA 

C 27 1 74 64 i MK  491 IIT 5.6 1 ι2.2 1.0 16.70 頁岩 1 IIA 

C 28 74 64 K S 52 E 7.0 3.1 2.1 32.28 頁岩 IIA 

C 29 74 64 B区孤郭 I 6.0 4.6 2.0 43.16 頁岩 IIA 

C 30 74 64 A区表土 I表採 6.2 4.5 2.2 37.16 頁岩 IIA 

C 31 74 64 MB  42 E 5.7 4.4 1.7 39.18 頁岩 IIB 

C 32 74 64 LT  61 H 6.5 5.6 2.0 54.53 頁岩 IIB 

C 33 74 64 L L 39 II 11.7 4.5 1.6 53.36 頁岩 1 A 

削器

S 75 65 MB  47 E (3.1) 3.3 1.6 (16.43) 長岩 刃部角73
0

S 2 75 65 L S 48 II (3.7) 3.0 0.9 (9.21) 頁岩 刃部角55
0

S 3 75 65 M I 45 E (3.0) 2.9 1.6 (13.73) 頁岩 刃部角51
0
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百羽

押話甘闘
11¥ +. 出ト

No. 石震 分類 。前 考
地点 ~位: 長さ(cm) l隔(cm) j字さ(cm) 重量(g)

S 4 75 65 Bl:Km宇IS (4.4) 3.3 1.4 (19.85) 丘岩 HaJiftJ660 

F三 日 7S お只 MA  56 E (3.3) 4.5 1 n (17.44) コ只ヨコー 石ιiJ! ノま]却Hド何"点~~目。

S 6 75 65 MG  51 E (5.1) 2.0 0.7 (4.99) 頁岩 刃部角57
0

S 7 75 65 L R 48 取 (6.4) 3.8 2.0 (37.86) メノウ 刃部角61
0

S 8 75 65 LO 50 E 7.0 3.0 1.8 27.40 頁岩 刃部角67
0

S 9 75 65 KO  55 麗 (6.7) 2.4 1.6 (17.75) 頁岩 刃部角61
0

S 10 76 65 LK 45 班 (5.9) 3.8 1.4 (23.39) 民 *:i 万部角48
0

S 11 76 65 L Q 50 盟 5.6 3.1 1.2 18.25 頁岩 刃部角62
0

鋸歯様:{j器

N 76 65 MB  45 H (3.0) 2.7 1.0 (8.54) 頁岩 刃部角53
0

N 2 76 65 MD  44 組 5.8 3.5 1.0 10.47 貞岩

磨製石斧

F 1 76 65 ME  44 E (2.2) 1.4 0.4 (1.61) 凝灰岩

F 2 76 65 MK  47 盟 (2.8) 3.5 1.2 (15.40) 凝灰岩

F 3 76 65 LT  52 直 (4.5) 2.7 1.3 (27.46) 凝灰岩

F 4 76 65 L R 46 立 5.9 2.5 1.0 23.38 凝灰岩

F 5 76 65 B区蘭郭 I (4.7) 4.3 2.3 (59.50) 凝灰岩

F 6 ii7 65 i L 0 46 i lii 4.9 4.1 1.8 ら8.68 i凝灰岩 3

F 7 77 65 MC  47 E (5.6) 3.7 1.4 (41.78) 凝灰岩

F 8 77 65 L D 41 E 6.9 2.4 0.9 25.32 王凡刀 正山:i 

F 9 77 65 L N 51 直 7.1 3.8 1.6 78.39 玉吉宕

F 10 77 66 M J 4道5 !日 7.2 4.1 2.0 110.72 凝灰岩

F 11 77 66 L P 58 三i二裳qJ (6.4) 4.8 3.0 (146.16) 騒灰岩

F 12 77 66 MK  51 斑 (6.6) 6.8 2.7 (170.19) 凝灰岩

F 13 78 66 Bぽ血郭 (8.7) 4.2 2.0 (75.99) 安山岩

F 14 78 66 MB  61 E 8.9 4.1 1.8 106.05 凝1長岩

F 15 78 66 L Q 55 9.6 4.0 2.6 163.19 花掛岩

F 16 78 66 L 0 42 II (9.0) 5.2 3.5 (245.19) 花岡岩
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計 祖IJ {出

国寺 関版苦
11¥ I ~ 11¥土

:{:J質 分額 。詰 考No. 
地点 陪位 j三さ(cm) 幅(cm) j亨さ(cm) 重量(g) 

F 17 78 66 L P 55 漉 12.0 4.6 2.5 212.54 花崩宕

j打製石斧

F 18 78 66 L R 56 Il 14.7 6.1 2.7 307.02 安山岩

石錘

M 1 79 66 MA  57 E 4.8 4.5 1.6 32 凝灰岩 I 重量分類①

M 2 79 66 MH  44 直 4.4 4.4 1.4 30 安山岩 重量分類①

M 3 79 66 L 0 61 班 5.4 5.2 1.1 32 安1I1岩 I 重量分類①

M 4 79 66 L P 60 取 5.7 5.2 1.2 39 安山岩 I 重量分類①

M 5 79 66 L R 57 E 6.5 5.8 1.3 50 安山科 I 重量分強①

M 6 79 66 MB  54 II 6.7 6.2 2.1 88 凝灰岩 重量分類②

M 7 79 66 L P 49 I 6.5 8.8 1.9 116 凝灰岩 H 重量分類③

M 8 79 66 LT 41 II 6.8 7.5 2.1 125 安山岩 E 重量分類③

M 9 79 66 L R 45 盟 7.4 7.7 2.5 148 安山岩 I 重量分類④

M 10 79 66 MG  46 直 7.7 7.7 1.2 84 安山岩 I 重量分類②

M 11 79 66 MC  40 E 8.8 7.5 2.0 155 安山岩 I 重量分類、④

M 12 79 66 M I 41 m 7.3 7.3 1.6 89 安山岩 I 重量分類②

M 13 80 MG  46 直 8.8 8.1 2.1 180 安山岩 I 重量分類⑤

i M 14 i 80 i MH  40 i TII 8.3 8.1 3.9 i 283 i安山岩' I E重量分類⑦

M 15 80 MC  41 麗 8.9 6.9 2.3 149 安山岩 I 重量分類、④

M 16 80 L 0 44 監 9.5 6.3 1.7 113 安山岩 I 重量分類③

M 17 80 ME  40 E 8.3 8.1 1.8 121 安山岩 I 重量分頬③

M 18 80 MH  41 直 (8.8) 5.8 1.3 (62) 凝灰岩 I 

M 19 79 ME  41 II 9且4 6.8 2.1 127 安山岩 I 重量分類③

M 20 79 MG  46 E 8.7 6.4 1.8 126 安山岩 I 重量分類③

M 21 79 MA  55 E 9.9 6.6 1.8 126 安山持 I 粛畳分類③

M 22 80 M J 48 並 10.3 7.3 1.9 157 安1'1日 重量分額④

M 23 81 67 MK  42 滋 (8.6) 7.7 2.2 (101) 頁岩 I 

67 M I 43 彊 (6.0) 7.4 2.0 (97) 安山岩 I 
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第4革: 調査の記録

計 主!IJ {直

rl¥ + H¥ 二i二
No. :{5 質 分類 考

地点 層位 長さ(cm) l隔(噛) 厚さ(cm) 重量(g) 

M 25 81 67 L F 50 E (6.8) 5.7 4.2 (214) 花回目 I 

i、，，1 26 、 81 67 M J 14・色g5 合!日
今1‘Uハ4 6.3 2.6 2'1u I 重量分額⑤

M 27 81 67 空B 揚i南匿 土塁中 9.7 6.7 3.6 237 安山岩 I 重量分類⑤

M 28 81 67 空B 堀南区 土塁中 9.2 8.1 1.9 149 安ILJ岩 I 重量分類④

M 29 81 67 M 1 41 塑 10.8 7.8 2.0 179 安山岩 I 重量分類⑤

M 30 81 67 L P 46 E 10.1 8.2 2.1 198 安山岩 I 重量分類⑤

M 31 81 67 MG  46 盟 10.4 8.4 4.3 315 安山手? I 重量分類⑦

M 32 82 67 M !日J 道45 10.2 8.0 4.3 349 安山岩 I 重量分類⑦

M 33 82 67 KT  53 直 10.4 8.0 3.3 298 安iLl岩 I 重量分強⑦

M 34 82 67 MK  45 E 10.9 9.0 3.2 226 安山岩 I 重量分類⑥

M 35 82 67 MD  40 班 11.7 8.4 2.9 290 安山岩 I 重量分類⑦

M 36 82 67 ML  49 盟 (9.9) 10.1 5.0 (407) 安山岩 I 重量分頬⑧

M 37 82 68 MH  41 E 10.5 9.2 3.9 433 花商岩 I 重量分類⑧

M 38 82 68 南区E郭 I 11.8 11.0 3.5 507 安山岩 I 重量分類⑧

M 39 82 68 L 1 39 亜 11.2 10.4 4.4 479 安ILI岩 I 重量分類⑧

M 40 82 68 K P 53 班 9.5 10.0 2.8 271 安山岩 I 

M 41 82 68 L P 37 m 11.6 10.8 3.3 442 安山岩 I 重量分類⑧

M 42 83 68 ML  46 班 12.5 8.8 1.8 220 砂岩 I 重量分類⑥

M 43 83 68 LO 50 一括 9.3 15.3 3.6 519 安山岩 H 重量分類⑧

敵穣器

K 1 83 68 MJ  48 盟 9.1 6.8 3.7 291.94 安山岩 IA-a 

K 2 83 68 ML  46 盟 8.3 7.6 4.9 407.46 安山岩 IA-a 

K 3 83 68 MB  53 豆 9.7 7.4 4.0 345.95 安山岩 IA-a 

K 4 83 68 MF  50 顕 9.8 6.9 4.7 334.44 安山岩 IA-a 

K 5 83 68 LO 52 E 10.1 6.4 3.5 296.68 安山岩 IA-a 

K 6 83 68 LN 44 護 9.4 6.9 5.2 375.04 安山手iIA-a 

K 7 83 68 ME  46 m 11.3 6.7 5.0 378.27 凝灰岩 IA-a 

K 8 83 69 L S 55 E 10.3 7.1 5.5 438.86 安山岩 IA-a 
L一司自司ーー
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五十 損Ij 値

出上 IU J: 
No. 主1 質 分類 考

地点 層位 長さ(cm) i隔(咽) i学[さ(cm) 重量(g)

K 9 84 69 L P 45 孤 9.4 7.8 5.4 409.54 安山岩 IA-a 

K iO 84 69 ML 46 IIT iu.u 8.4 4.u 383.17 安iJi若 IA-a 

K 11 84 69 ML 46 取 9.3 7晶7 3.5 248.98 安山岩 IA-a 

K 12 84 69 LQ 40 直 9.8 8.4 5.8 568.20 安山岩 IA-a 

K 13 84 69 L P 42 H 10.4 8.3 5.4 574.79 砂岩 IA-a 

K 14 84 69 LM 54 班 12.1 9.3 5.7 973.94 花岡岩 IA-a 

K 15 84 69 LQ 55 E 11.7 10.2 6.0 841.78 安山岩 IA-a 

K 16 84 69 LO 46 n 11.0 9.7 4.4 487.84 安山岩 IA-a 

K 17 85 69 ME 49 n 8.6 7.7 5.3 413.78 安山岩 IA-a 

K 18 85 69 L Q 50 堕 9.6 8.5 5.8 569.18 安山岩 IA-a 

K 19 85 69 M 1 44 直 8.7 8.3 4.5 374.71 安山岩 IA-a 

K 20 85 69 MA  50 E 14.0 7.2 4.3 513.30 安山岩 IA-a 

K 21 85 69 ML 45 直 13.1 7.5 4.7 540.78 安山岩 IA-a 

K 22 85 69 L S 47 輩 13.5 7.4 4.4 608.91 安山岩 IA-a 

K 23 85 69 B区E郭 I 13.6 8.9 4.0 572.69 安山岩 IA… a 

K 24 85 69 LM 44 E (12.0) 7.5 6.0 (656.96) 安山岩 IA-a 

K 25 85 69 MB 53 n (11.6) 7.4 5.5 (635.41) 安山岩 IA-a 

K 26 86 70 LM 43 E ( 12.0) 7.0 5.1 (425.55) 安山岩 IA-a 

K 27 86 70 L S 47 日 12.6 6.7 5.5 545.36 安山岩 IA-a 

K 28 86 70 B区E郭 I (11.3) 6.9 4.5 ( 468.20) 花闘岩 IA-a 

K 29 86 70 LQ 50 日 14.9 10.7 6.4 1，229.06 安山岩 IA-a 

K 30 86 70 LO 56 H 7.1 6.1 4.5 231.89 安山岩 IA-b 

K 31 86 70 LO 52 E 10.7 7.0 6.3 489.43 安山岩 IA-b 

K 32 86 70 LG 43 E 10.9 9.6 7.2 906.08 安山岩 IA-b 

K 33 86 70 LO 53 重 12.4 9.2 7.8 997.32 安山岩 IA-b 

K 34 87 70 L R 61 E 11.4 9.'1 7.6 837.25 安山岩 IA-b 

K 35 87 70 LO 56 E 10.1 10.2 8.2 885.67 安山岩 IA-b 

K 36 87 70 BI玄車事I~ 11.9 4.1 3.5 260.27 安山岩 IB-a 
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調j 11責

UI I UI 土
No. 石賀 分類 備 考

よ也 }~~ j爵位 長さ(cm) i陥(cm) j手[さ(cm) 重量(g) 

K 37 87 70 MF 52 m 14.1 5.0 4.0 327.20 向上!日 IB-a 

K 38 87 i 70 i MB 60 IT 15.4 5.2 3.0 335.37 芸(111干干 IB-a 

K 39 87 70 LN 56 I虹 15.4 5.4 3.5 365.80 安山岩 IB-a 

K 40 87 70 K P 55 m 17.2 5.9 4.4 417.58 安山岩 IB-a 

K 11 87 70 L S 56 rr 15.5 5.6 3.5 336.24 凝灰岩 IB-a 

K 42 88 71 MF 45 亘 16.8 6.2 2.6 241.19 安山岩 IB-a 

K 43 88 71 MB 55 E 16.0 7.3 4.4 720.63 安山岩 IB-a 

K 44 88 71 LT 59 E 15.4 8.2 4.4 676.35 安山岩 IB-a 

K 45 88 71 MG  41 麗 (11.2) 5.6 3.6 (234.27) 安山岩 IB-a 

K 46 88 71 K P 55 班 (7.9) 5.7 4.5 (268.40) 安山者 IB-b 

K 47 88 71 LO 45 E (10.5) 5.2 4.3 (276.49) 安山岩 IB-b 

K 48 88 71 ME 44 E 13.0 4.2 3.0 233.45 安山岩 IB-b 

K 49 88 71 LO 50 一括 7.7 8.8 3.6 254.63 安111岩 1 C 

K 50 88 71 MA  51 班 10.4 5.9 2.7 186.04 砂岩 1 C 

K 51 88 71 MA  48 班 10.8 7.6 4.8 608.58 砂岩 1 C 

K 52 88 71 L Q 56 E 11.2 6.4 3.1 302.89 安山岩 ID 

K 53 89 71 MG  45 E (8.1) 6.9 2.9 ( 168.05) 安山岩 ID 

K 54 89 71 LM 50 E (6.9) 6.5 3.1 ( 161.31) 安山岩 ID 

K 55 89 71 L P 56 E (7.3) 5.7 3.9 (220.91) 安山岩 ID 

K 56 89 71 MH  53 藍 (14.0) 8.1 4.1 (477.72) 安山岩 ID 

K 57 89 71 MH  52 豆 13.0 7.6 3.3 241.11 砂岩 ID 

K 58 89 71 LN 56 10.0 7.3 4.4 451.38 安山岩 IIA 

K 59 89 71 MJ 4道5 IFI 
9.2 8.0 4.7 440.98 安山岩 IIA 

K 60 89 71 LO 56 一括 9.5 8.4 4.9 422.05 凝灰岩 IIA 

K 61 89 72 L L 56 H 10.7 7.0 5.2 517.91 安山岩 IIA 

K 62 90 72 MB 61 豆 10.7 8.0 4.1 462.73 安LLi1'T IIA 

K 63 90 72 ルIB 54 璽 11.0 7.4 4.7 440.27 安1I1詰 豆A

K 64 90 72 L S 50 E 11.1 9.0 4.6 542.70 安山岩 IIA 
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制1] 11(:[ 

菌号臨書
111 L 11¥ L 

No. {_i琵 分類 考
地点 前五i:長さ(cm) Ipffi(cm) 厚さ(cm) :重量(g) 

K 65 90 72 MB  44 E 12.3 6.9 5.3 600.32 安山干; llA 

K 66 90 72 LH 38 E 11.6 9.1 4.8 568.35 安山正f llA 

K 67 90 72 L R 42 (9.2) 8.2 3.8 (291.31) 凝灰岩 llA 

K 68 90 72 MA  53 E 11.5 10.2 3.0 421.07 安山岩 llA 

1< 69 90 円t円ρ }<: t~ G8 直 10.1 7.8 、 5.4 65u.59 安山岩 IIB 

K 70 91 72 L R 53 H 13.7 8.5 5.3 762.59 安山1~!. 彊

K 71 91 72 ME  53 I 13.6 8.4 7.8 971.26 凝i天岩 llA 

K 72 91 72 BIZm郭 I 18.5 8.0 4.6 356.98 安山岩 取

K 73 91 72 KO 56 彊 9.8 8.5 3.5 392.44 安山岩 盟

K 74 91 72 MD  44 E (6.1) 7.8 4.5 (204.38) 安山岩 道

K 75 91 72 LH 53 E 9.8 9.0 4.1 480.87 安山岩 NA  

K 76 91 72 L 0 56 II 6.6 5.5 2.5 111.36 安山岩 NB-b 

K 77 91 72 LT 53 I 8.6 7.1 4.8 370.18 安山岩 NB-b 

K 78 91 72 ML  50 取 10.8 5.7 3.6 257.37 安山岩 IVB-b 

K 79 92 72 LO 50 一括 12.2 6.6 3.9 468.61 安山岩 NB-a 

K 80 92 72 M 1日J 4道5 12.5 7.1 3.3 386.44 安山岩 IVB-b 

K 81 92 72 LM  43 H 13.0 6.8 3.3 380.47 安山岩 NB-a 

K 82 92 72 LO 60 E 15.0 8.9 3.8 645.27 安山岩 IVB-a 

K 83 92 72 LM  56 血 10.3 7.2 4.4 465.38 安山岩 VA  

K 84 92 72 MF  50 I 10.8 8.7 4.7 579.88 凝灰岩 VA  

K 85 92 72 MJ 45 E 10.8 9.6 5.8 817.42 安山岩 VA  

K 86 92 73 L Q 60 H 11.4 8.6 6.3 835.26 安山岩 VA  

K 87 93 73 L 0 59 j王 11.9 9.0 5.9 907.72 花白岩 VA  

K 88 93 73 MD  53 日 12.5 8.5 5.3 1.016.33 1~出岩 VA  

K 89 93 73 L C 42 E 13.0 6.8 5.8 725.03 安山岩 VA  

K 90 93 73 L 0 60 II (8.2) 8.3 5.3 (489.05) 安山岩 VA  

K 91 93 73 L K 48 II 20.5 6.3 5.5 1.027.60 樹氏岩 VB  

K 92 93 73 M 1 46 I廷 9.8 7.4 4.8 443.64 安山岩 VI 
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計 出IJ 髄

E 出上 出土No. 石質 分類 備 考
地点 層位 長さ(crn) Ip面(crn) 岸さ(昭) 重量(g)

K 93 94 73 LN 47 E 10.7 7.4 3.2 296.65 安山岩 羽

K 94 94 73 LD 48 理 17.6 11.5 3.8 1，067.86 安山岩 VII 

K 95 94 73 Bl玄E事告 (12.5) 7.3 7.3 (569.72) 砂岩 Vll 

K 96 94 73 L P 53 班 16.0 9.1 5.0 608.60 砂岩 VII 

K 97 94 73 LO 59 一括 (7.0) 4.6 3.0 (66.69) 安山岩 V宣

K 98 94 73 LK 57 E l0nq 42 20.6 84 3，680.00 安山岩 vn 

④石製品 (第95図、図版社)

本遺跡においては、日常的な道具としての石器の出土量に比べて、非日常的な円盤状石製品

(6点)、線刻磯 (2点)等の石製品の出土量は少ないと言えよう。

円盤状石製品 (1 ~6) 

濡平な磯の縁辺を打ち欠いて円盤状に仕上げたものである。以下、諸特徴を表にまとめて記

すことにする。

第4表 円盤状石製品一覧表

No. 出土地点@層位 長軸×短軸(mm) 厚さ(mm) 重量(g ) 石 質 備 考

LF50 E 40x39 10 20.53 安山岩

2 MA51 並 42x41 10 20.33 凝灰岩

、つJ LS49 ， 1 1 50X49 つつ 1 号1.05 安止i若

4 LF50 E 53X50 15 72.32 安山岩

5 LP47 盟 54X52 17 58.70 安山岩

6 LR49 車 53X51 13 54.28 安山岩 厚さ最大17側、最小lOmm

一
糠刻諜 (7 " 8) 

平塩面に線条痕を有すものであるが、娘条痕は不定方向ながら長軸からの振れがそれ程大き

くなるものではなt¥0 7はMM44"盟層より出土した安山岩製のものである。 8はME41..II 

層より出土したものであるが、縁辺には彫刻万で扶り取った(ないしは削り取った)ような幅

2 '""-'10鵬程の iUJ字状を刻みが施されている。この刻みは!福及び施される位置等規則性に之

しいものである。石質は凝灰岩である。
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U1 4 }r~~ 孤荷の記録

3 平安時代

( 1 )遺構の概観

平安時代の遺構は、竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの生活遺構が検出されず、生産遺構であ

る製鉄炉@炭焼窯などを検出した。製鉄炉@炭焼窯の検出地区は、調査区北西側と南東側に区

分される。北西側iこは製鉄炉 1基 e炭焼窯 1墓場土坑2墓の 4遺構が、南東側には炭焼窯3

が(重援を含む)が存在する。 北西側に存在する 4遺構は製鉄炉に関連する遺構と解釈される

が、 85，..._，90m離れる南東側の炭焼窯との相互関連については不明である。

( 2 )製鉄炉とその出土遺物(第96図、関版75，---81)

製鉄炉 (SS 01)は、 MA41グリッドで検出した。表土除去の際、調査区北西部から鉄淳が

非常に多く出土することが判明し、製鉄炉ないし製鉄関連の遺構が存在すると思われた。プラ

ン確認作業中、鉄j宰@炭化物@熱変硬化粘土塊などが集合する箇所があり、そのプランから半

地下式竪形製鉄炉と判断した。炉の本体は、長さ92cm 、 ~I高45cmの iUJ 字形平面プランで 7 ，....__

13cm掘られ、炉床は前庭部側に傾斜している。炉壁は、厚さ 5，..._，10cmで粘土が貼られ上部がや

や内傾し炉床に近づくに従い僅かづ、つ広がっている。炉の前庭部側には排浮施設として笹山8

cm、深さ26cmの鍋底状断面をもっ円形土坑が付属している。炉本体と土坑中からは、羽口片@

鉄淳半還元塊 e炉内梓@炉流出j宰@炉外流出梓@鉄塊含遺物@炭化材@炉壁崩壊粘土塊などが

出土したが、炉内淳@炉流出津@炉外流出浮@炉壁崩壊粘土塊が多量である O

炭化材の樹種はクワとサクラ類であった。また、炭化材を試料とする放射性炭素法による年

代測定の結果は930土90(A. D. 1，020)年であった。

出土した羽口片は4点である。炉側端部片が2点 (1.. 2)中間部片が2点 (3• 4)であ

る。 1の内面には種子痕が1カ所確認された。 1，..._，3の外面には津が溶着している。 4の外面

は箆なで整形している。

( 3 )炭焼窯@土坑

① 炭焼窯

炭焼窯は 3カ所4基検出した。地山面から上部は、館構築の際削平 e整地されたためか失わ

れているのでその窯体構造は明らかではな t¥o

SW04 (第97図、図版84" 85) 

LT40グリッドの南西向き緩斜面で検出した。長軸190cm、短軸180cmの略円形あるいは胴張

りの強い方形プランをもち、深さ26，......，45cmの鍋底状の断面を呈する土坑である。底面と壁面に

高熱による変色(赤色)。硬化がみられることと、埋土中に炭化材が多く出土したことから炭

と判断した。埋土中と底面から多量の炭化材の他、淳の溶着した羽口片 1点、鉄棒22点の

他、縄文土器片 1点、線刻磯 1点、ブレイク 4点が出土した。羽口片は炉側嬬部の破片で、外
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第 I節検出遺構と造物

面端部から黒飴状の浮溶着→灰色→黄褐色と色調が変化している。

土器(1 )はR撚糸文を施したものである。線刻磯 (2)は両平坦面に IXJ字状の線刻が

なされ、角ばった辺には垂直に線条痕が観察される。石質は安山岩で、ある。

SW110 (第98図)

L C54"旬、 LD54命 55のグリッドの平坦面で検出した。長さ167crn、幅150crnの隅丸方形7
0

ランを量し、 23"-'26crn掘り込まれてし情。底面は平坦であるが、壁面とも高熱による変色(赤

色) .硬化がみられた。埋土中から炭化材が多量に出土することと、壁@底面の状況から炭焼

と判断した。遺物は出土しなかった。

S W120 (第98図)

L A47. L B47のグリッドの中慢の柵列跡SA109の下部で検出した。この土坑は作り詩え

が行われており、東側を120-1、西側を120-11として記述する。新旧関係は120-1→120 

豆→SA109である。 2つの土坑とも隅丸の長方形プランを呈し、壁面と底部が高熱による変

色(赤色) "硬化がみられ、炭化材(木材 e禾本科植物)と焼土が大量に堆積していることか

ら、炭焼窯と判断した。他に遺物は出土しなかった。

S W120-1は長さ196crn、残存幅95crn、深さ30crnをはかり、平坦な底面とやや外傾する壁面

は変色@硬化していた。小さなピットが底面に 3カ所穿たれていた。

S W120-11は、長さ218crn、I福170crn、深さ41crnをはかり、平坦な底面とやや外傾する壁面

は変色@硬化していた。壁面下方に焼土@炭化材が多量に堆積していた。底面の 2カ所に柱穴

様ピットが穿たれていたが、これはSA109に伴うピットである。

( 2 )土坑

平安時代と考えられる土坑はSK05 • 54の2基であるO

S K05 (第98図、図版86)

MD41とME41のグリッドで検出した長軸120crn、短軸90crnの楕円形プランを呈し、深さ10

crnのフライパン状の断面をもっ土坑で、ある O 底面は平坦である。底面から浮が溶着した羽口片

が1点出土した。

S K54 (第98図)

LT39グリッドの南西緩斜面で検出した。長軸118crn、短輪80crnの楕円形フ。ランを皇し、深

さ1，.._，12crnの平坦な底部をもっ土坑である。微細な炭化材が埋土中に多く薙認され、底面から

鉄淳(流動淳)が4点出土した。また埋土中から縄文土器片3点、ブレイク 2点が出土した。
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( 4 )遺構外から出土した遺物

遺構外からは、土師器@須恵器の小破片と鉄淳(自然遺物も含む) .砥石@羽口が出土した。

鉄棒@砥石。羽日については、年代が明確ではないが、製鉄炉関連の遺物と把えて本時代のに

収録する。

①土部器(第97図 1，__， 7、図版82)

土部器は、杯形土器の体部破片 1点、と底部破片3点、窒形土器の口縁部破片3点と腕部破片

6点、底部破片 1点である。土師器破片14点の出土位置等は第5表の通りである。

第5表 土師器出土位置等一覧表

番号 出土位置 註 言E 器 種 残存部位 備 考

K056 K056亜21 杯 体部 図示せず

2 亜郭(表採) 亜郭 I ;杯 底部 第99関1

3 MA48 MA481 護 1同部 図示せず

4 MB51 MB51 II02 杯 底部 第99霞2

5 MF47 MF471II15 杯 底部 第99図3

6 MG49 MG49II11 護 口頭部 第99図4

7 L E55 L E55II01 護 胸部 図示せず

8 L 158 L 158 II一括 護 口頚部 第99国5

9 L 158 L 158II一括 聾 口頭部 第99図6

10 L 158 L 158II一括 護 胸部 図示せず

11 L 158 L 158II一括 護 底部 第99図7

12 L J58 L J 58 II05 護 網部 国示せず

13 L J58 L J 58P9770-01 護 服部 図示せず

14 LT49 LT491 聾 胴部 図示せず

1 ，..._， 3は、いずれも小破片のため法量は推定不能となっているが、擁轄を成。整形に使用し

た杯形土器。焼成良好で非常に堅織である。色調は 1が灰褐色、 2" 3が撞色を呈する。

4は、短い口頭部がやや外傾する警形土器である。胴部外面を箆なでしている。口頭部内面

に粘土紐の麓上げ接合痕が認められる。焼成良好で赤掲色を呈する。推定口径10.5cm、現高

5.1cmo 

5は、短い口頚部が直立し、腕部外商の全面に指頭圧壌が認められる窪影土器で、忘る。

は箆状工呉で面とりされている。胴部下半には糊状の炭化物が付着している。胎土に砂
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第 1節検出遺構と造物

磯が混入している。色調はにぷい黄樺色を呈する。推定口径16.5cm、現高4.7cmo

6は、短い口頚部が外傾する護形土器である。腕部外留を箆削り調整し、口唇を箆状工具で

面とりしている。胎土に細砂を混入している。焼成は良好で樫色を呈する。推定口径13cm、現

高5cmo 

?は、童形土器の底部被片であるO 底部下面に砂粒を付着させる所語「砂底」である。外面

箆当日り、内面箆なでで整形している。胎土に穣を多く混入している焼成は良好で暗福色を呈す

る。推定底径7.5cm、現高4.9cmo

② 須恵器(第99図8'""-'10、図版82)

須恵器は、壷形土器の口頚部破片2点、護形土器の腕部破片2点である。 4点の出土位置等

は第6表の通りであるO

第6表 須恵器片出土位置等一覧表

番号 出土位置 註 記 器 種 残存部位 備 考

LR41 LR41 I 壷・聾 胴部 第99密8

2 LP42 LP42II06 憲@護 腕部 第99図9

3 MB50+ A区 MB50 I + A区I 宣τま豆'" 口縁部 第99図10 接合資料

4 LS39 LS39 I 壷・聾 日縁部 図示せず

8 • 9は、大型の壷形あるいは護形土器である。外面に平行叩き白文、内面に菊花様の放射

状当て具痕が認められる。胎土は精選され、焼成も良好である。色調は①が黄灰色、②が灰色

を呈する。

10は広口壷形土器である。灰色を呈するが、口唇上面と内面には霜降り状のくすんだ灰褐色

の自然紬が、また外面には灰が霜降り状に付着する光沢のある黒色自然粧が付着している。胎

土は精選され、焼成も良好である。口径19.6cm、現高8.9cm。

③ 鉄津(自然遺物も含む) (図版81)

鉄淳としたものには、炉内淳@流出淳@鍛冶搾がある。この他本項では、自然現象により凝

屈した鉄分である高師小僧@鬼板も扱うことにする。

鉄棒の出土地区は、第7表の通りであるが、濃密に出土したのはLSラインとMGライン間@

37ラインと46ラインの範囲である。またLOライン以南には出土が少ない。

自然遺物である高師小僧は、 MA53..57、MB53G 54、MD46、MJ43、LN56、L061、

L P47、LQ56.. 61、LS 39" 57" 58、LT48" 56 " 57の17グリッドで、鬼板はLT57グリッ

ドで出土した。高師小僧が多いのは52ラインと57ライン間..L SラインとMCライン間の沢部
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第1節検出逃構と造物

第7表 鉄棒出土地区一覧表

南北軸 東 西 車由 南北軸 東 西 車由

MA  39--44・46----48・53・57 LF  45 

MB  39，.....，44 • 46 • 47 • 53・54・58 LG  46 

MC  39---45 ; 47 ; 49 ; 50 LH  37 

MD  40・41・45・46 LK  37・38

ME  40・42・44・45・51 LN  56 

1¥11 F 40・42.44・46 LO  41・61

MG  41・46 LP  47・51・57

MH  42 LQ  46・56・61

MI  42・46 LR  40・53

MJ  43 L S 38'"'-'40 0 42 • 43 • 45 • 48 • 49 • 57 • 58 

MK  45 LT  38--45・48・53・55・56・57

MN  40 

分である。

④ 砥石(第101図、図版82)

砥石は7点出土した。完形品は l点のみであとは折損品である。自然面を残すもの(1 )、

母岩からの切断痕のあるもの (4)がある。砥石の出土地区等は第8表の通りである。

第8表 砥石出土地区等一覧表

番号 出土地区 註 百己 遺存状況 砥面数 研磨溝 石 質

1 LM43 LM43II09 折 損 1 な し 凝灰岩

2 MH41 MH41 1 折 損 2 2面にあり 安山岩

3 MI52 MI52 1 フcIE三ァ 斉5 4 な し 凝灰岩

4 MI46 MI46ill01 折 損 3 な し 凝灰岩

5 LL56 LL56 II05 折 損 2 な し 安山岩

6 MG39 MG39盟03 f斤 損 な し 凝灰岩

7 LN54 LN54直前 t斤 J員 1 な し 安山岩

⑤羽口(第102図、図版83)

:j:j口は9点出土したが、いずれも小破片である。 7点は土製である。羽口の出土地区等は第
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9表の通りである。

第9表 羽口出土地区等一覧表

番号 出土地区 註 言日 選存部位 津j容著 儲 考

1 直 郭 南区立郭I 中間部 な し 胎土に麗子痕1カ所

2 M N 40 MN40盟05 中間部 両面

3 M E 40 ME40班10 中間部 な し 胎土に種子痕3カ所

4 M C 41 MC41盟24 中間部 外商

5 M A 41 MA411 中間部 外面

6 M B 41 MB41II25 炉側端部 外面

7 L T 40 L T40II06 中間部 な し 内面に禾本科植物圧痕

8 M B 48 MB481 中間部 な し 石製

9 表 採 A区表土 1，醤表採 中間部 な し 石製

4 中世

( 1 )遺構@遺物の概観

本遺跡は、段丘縁辺部を堀割りして構築された中世の城館として認識されていた。発掘調査

前の現況は、空堀2条が埋没しきらずに残り、 2つの郭(第I郭@第皿郭)から構成されると

考えられていた。西側の空堀の両側には周囲に比してわずかに土塁状の盛土がありそうな感じ

がする程度であった。また、調査開始直後の刈払い時に、第 I郭北側縁辺部に浅い溝状の凹み

が巡っているのを確認していたが、開墾時の所作と考えていた。空堀のように大規模なものは

別として柵列(板塀)跡が、埋没しきらずに現地表面で確認できるとは予想していなかった。

発掘調査の結果、竜毛沢館は3つの郭から構成されていることが判明した。 3つの郭を区画

する方法も、橋ヲIJ(板塀)を巡らして区画した時期の後、空堀で区闘した時期に変遷している。

柵列(板塀)は、途絶しながらも各郭の縁辺に巡らされており、 2時期に震って認められた。

また空堀も第I郭西側に2本、第I郭と第H郭の障にも 2本認められた。これらの空堀もまた

2時期あることが、その重複関係から判明した。特に第 I郭西側のSDO控堀と SD04空堀は、

S D04空堀の廃棄後の SD04空堀掘削に伴う排土をSD04空堀の西側に土塁走決に盛土したため、

結果的に SD04空堀の上半を人為的に埋め戻している。 SD04空堀には、掘削時に計画的に掘

り残した土橋が検出された。また、郭内の建物跡等の周回を区画する板塀なども検出された。

張り出し出入口をもっ竪穴建物跡が4棟、掘立柱建物跡が22棟検出された。 S101と104竪穴
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建物跡からは、珠洲焼の播鉢片 e護片が出土している。 S1 103竪穴建物跡の床面には貰孔の

ある幅広な杉板材が敷き並べられていた。この竪穴建物跡からは炭化した穀類が約4fJ， 出土し

ている。

22棟の掘立柱建物跡は、八戸工業大学建築学教室の高島成倍助教授により平面形式や想定さ

れる構造形式、その変遷について分析@考察をいただいている。それを見ると大規模な建物の

数が多い。発掘当初は、城館とは言え集落の周囲を堀割りした程度と考えていたが、堂々たる

役所的構造である。土坑や屋外かまど様焼土遺構も検出されている O

遺構内から出土した遺物は僅少であるが、表土除去中やプラン確認中に出土した遺物の中に

は中国青磁碗片、珠洲焼の播鉢片@警片などが出土している。

(2 )竪穴建物跡とその遺物

S 101 (第104図@第105図、図版87)

MF41 • MG41 ，，42のグリッドで検出したが、前年度の試掘トレンチでもその存在が推測さ

れていた。プラン確認時は、暗褐色土中に、黒色土が椅円形に落ち込んでいる状況であり、張

り出し部をもっ方形フ。ランとは認識していなかった。平面形は北西側壁283cm、南西側壁284cm、

北東側壁267cm、南東側壁318cmのやや不整な方形プランを呈し、南東側壁の中央から西寄りに

幅100cm、長さ130cmの半楕円形の張り出し部を付設している。プラン確認、面から床面までの深

さは60cm，._，75cmである。床面は明黄褐色地山土を3，._， 5 cmの厚さに敷きつめて貼床したもので

ほぼ平坦である O 壁下の床面上には炭化した禾本科植物や炭化材片を検出した。柱穴は各壁隅

部に各 1カ所と南西側壁下方床面に 2カ所検出した。この柱穴聞を連結するように繭西側壁の

下方床面には幅10，._，15cm、深さ 3，._， 8 cm、長さ220cmの壁溝が、また南東側の床面に幅1ト 20cm、

深さ 5，._，15cm、長さ78cmと65cmの2条の壁溝を検出した。張り出し部は外側に向かつて床面が

上昇しており、その両側には柱穴あるいは溝状くぼみが穿たれている。遺物は埋土中から縄文

時代の石器2点と珠洲焼の播鉢片 1点および珠洲焼の護片2点、鉄津5点が出土した。 1はつ

まみを欠損する石匙である。素材剥片の縁辺に、主要剥離函からのみ加撃して2沙ご調整を施し、

両側縁を弧状に作り出している。背面に対する 2次調整は、ほぼ全面にわたる。石質は頁岩で

ある。 2は所謂「回み石」であるが、本遺跡における分類では「敵磨器 IA類 aJに属する。

両面の凹みは2偲l対をなす。石質は安山岩である。この他、頁岩のブレイクが6片出土して

いる。 3は内面に8条の卸し目が付されている播鉢の破片で灰色を呈する。 4はLQ53グリッ

ド第豆層中出土破片1点とME51グリッド第I層出土破片1点と接合した警である。推定口径

38cm、現高15.5cmで、ある。外面に平行叩白文、内面に無文の当て呉痕が認められる。暗灰色を

呈する。本資料は胎土分析試料No.5として産地問定された。
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第 1節検出遺構と造物

S I 14 (第104図)

MK47 "錦、 ML47s 48グリッドで検出したが、西壁は、現農道関荷IJ以前に農道として使用

されていたため掘削され欠失していた。平面形は、 l辺275cmの方形フoランと推定されたが、

全長が計測できたのは東壁のみで、北壁は185cm、南壁は210cm遺存するのみである。ただし、

南壁は床面に穿たれている柱穴の配置状況から全長が推測できた。プラン確認面から、よく踏

み固められて平坦な床面までの深さは20，.....，30cmである。埋土は9層に分属したが、微細な炭化

材片を多量に混入する黒褐色土@灰黄褐色土が床面を覆っている。柱穴は床面に 9カ所検出し

た。柱穴の配置は各隅部と、各壁長を略3等分した位置となっており、南壁の柱穴間距離は85

cm，，-，gUcm、北壁の住穴間距離は83"-'85cmとなり、ほぼ85"-'90cmを意識していることがうかがわ

れる。しかし全長の明らかな東壁下方で67"-'113cmと柱穴間の距離が乱れている。東壁に接す

るように床面から 5，..._，10cm浮上した状態で炭化丸太材が横倒しており、床面にも焼土、灰、炭

化材片が多く堆積していることから所謂焼失家屋である。この竪穴建物跡に張り出し部が付設

するかどうか不明である。遺物は出土しなかった。

S I103 (第106図、図版87，..._，93)

L J 56 • 57、LK56 • 57グリッド検出した。第E層(黒褐色土)下半におけるプラン確認面

で炭化板材が方形に巡っているのを検出したので、平面的に精査したところ炭化板材の20"-'25

cm外側に微細な炭化材片が混入した方形のプランを確認した。その後、南東壁のほぼ中央に出

入口と考えられる半楕円形の張り出し部が付設されていることが判明した。 舟屋部分の掘り方

の規模は、北西壁273cm、北東壁292cm、南東壁286側、南西壁274cmである。プラン確認、面から

床面までの深さは33.5cm，..._，55.2cmである。禾本科植物を含む微細な炭化材片を混入する埋土を

除去するにつれ、壁面近くを巡る炭化板材は、 1枚が幅25cm、厚さ 1---1.5cmですき間なく並

べ建てられており、外側の床面近くには横木がわたされていることが判明した(内側に横木は

検出できなかった)。大量の炭化した禾本科植物や丸太材片を除去したところ、北西側の床面

上に幅50，..._，70cm、長さ110，..._，190cmの3枚の板材が北西…南東方向に敷き並べられ、炭化してい

た。この板材には40X50cm、30x40cm、40x45cm、40x45cm、25x45cmの震孔が上面側から穿

たれていた。柱穴は母屋の床面に各壁面に沿うように壁面から約20cm離れて15カ所(Pl""_'Pρ 

検出した。各柱穴の直上には床面から 5....._，8 cm浮上した状態で芯部が空洞となった炭化丸太材

(直径10"-'15cm )が遺存していた。これら柱穴のうち各壁隅部に位置する Pl、P5、P目、 Pl3

の中心開距離は、北西と南東が230cm"南西と北東が190cmとなる。また、南東のP宮-Plh

Pll-PIZ-Pl3間には柱穴を連結するように溝が掘り込まれていた。この溝の直上にも炭化板

材が浮上した状態で遺存していた。南西と南東の柱穴列より内部!の床面上で、は幅20........，25cm、

さ1......_， 3 cm、長さ25，.，.__40cmの炭化板材が倒れこんだ状態で検出された。
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また、北東壁の北i璃部近くでは、炭化した禾本科植物が、壁面に平行するように床面から 5

，.....__10cm浮上する状態で検出された。これらの炭化材の位置から、本竪穴建物跡の内部規模は北

西側と南東側が260cm、南西側と北東側が215cm、面積5.6niと推定される。床面は黄樟色地山

土を掘り込んで、つくられていたが、火熱により変色しており軟質であった。南東壁の中央部

につくられた張り出し部は、幅130側、長さ100cmの掘り方規模をもっているが、張り出し部の

両側に柱穴とそれを連結する溝が検出され、その上回に遺存する炭化板材等から、使用時は幅

70cm、長さは110cmで、床面が外部に向かつて上昇する形態である。張り出し部の端部にも柱

穴様ピットがあるが、このピットも本建物跡のものとすれば、出入りは張り出しの南東側から

iLJ字形に行われたと考えられる。

遺物は、生活用具@什器類は出土せず、埋土中と床面上(特に張り出し部床面上)に炭化し

た穀類が約412出土した。殻のついたそばの実が約3.512で、他に大麦、籾米、小豆(? )が

少量であった。

S 1104 (第105図@第106図)

L E57" 58、LF57. 58で検出したが、北東側は台地縁辺の崩壊により欠失していた。プラ

ン確認時に、プランの内側に幅10---20cmの浅黄色シルト質土の帯状堆積が検出しされ、 「火山

灰」が堆積しているのではなし、かと考えられたが、精査の結果「火山灰Jではなく、掘り下げ

た「壁面」と壁材との間を埋める「裏込め土Jであること糾問した。本野て建物跡は、略北一

南に長軸方向をもっ長辺380cm、短辺300cmの長方形フoランの母屋と西壁隅中央から北西隅簡に

付設された張り出し部からなっている。埋土には微細な炭化材片が混入していたが、床面上に

は炭化材片@焼土@灰等は出土しなかった。

張り出し部は、木根による撹乱のため全容を知ることはできないが最大でも幅150cm、長さ150

cmと推測される。張り出し部床面に傾斜があったかどうか不明である。母屋部分のプラン確認面

から床面までの深さは20---35cmで、ある。床面は壁面近くが中央より 5---10cm高くなっていた。

平坦な床面は堅徹である。柱穴は各壁隅部と各壁中央の壁語に穿たれていた。遺物は埋土中

から珠洲焼の片口鉢片1点、@播鉢片2点が出土したが、片口鉢片 l点(5 )はLF57グリッド

の第E層中から出土した破片と接合した。図上復原であるが口径33.5cm、現高9.6cmである。

片口部は「コJの字形を呈する。内面の卸し日は 1単位が12条となっているが、 8条の櫛臼が

2度付されたと思われる。本資料は、胎土分析試料No.6として産地同定された。播鉢 (6)は、

L D53、LF57、LH55グリッドの第E層中から出土した5片と接合した播鉢体部下半資料で

ある。内面の卸し日の単位は5条1単位の櫛目を 2列にして 1単位となし施文しているようで

あるが、櫛哉の間隔などにパラつきが認められる。本資料は胎土分析試料No.1として産地問定

された。播鉢(7 )は内面lこ 12条を 1 単位とする卸し白が付されている o~ 、ずれも灰色を呈する。
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第 1程調査の記緑

( 3 ) 掘立柱建物跡と出土遺物

S B01掘立柱建物跡 (第107図、図版94)

〔位置〕 第 I郭の北西隅のM141--43、MJ 41，.....，43、MK42，.....，44のグリッドに位置する。

(重複〕 他の建物跡等と重複しない。

〔平面形式〕 細長い部屋を繋いだ形式である。

〔規模J Y軸方向はX.通りで8.5m、X軸方向はY.j通りで、9.9mを計測する。 Y軸方向は

N -320 -wである。

〔柱穴〕 直筏20'-""50crnの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第置期

S 802摺立柱建物跡 (第108図@第120図、図版94e 104) 

〔位置〕 第 I郭の北側中央のMD47---50、ME44----50、MF43""""50、MG43，-..，50、M145 

，.......49のグリッドに位置する。

〔重複J S B03掘立柱建物跡と一部重複するが、 SB03建物跡より新しし、。

〔平面形式〕 縁や廊下により区切られた大きな部屋、 2室の続き間があり、書院造系統の

建物跡である。

〔規模J Y軸方向はXg通りで総長20.60m、Yg通りで、総長32.65mを計測する。本館跡に

おける最大建物跡である。 Y軸方向はN-42
0 -wである。

〔柱穴〕 直径20'""-'50crnの円形の掘り方である。

〔出土遺物J (X目、 Y10)柱穴の埋土中から、頁岩の縦長剥片を利用し側縁に長IJ離が観察

される石器が 1点出土した。素材剥片を取り出した際の打面@打溜を基部に残

し、背面には第 1次剥離の縦方向の稜が残存するo (X14、YlO)柱穴の埋土上

半から銅銭4枚〔開元通賓 (845年初鋳)、元O通費(JlI責読)、 0元通費(対

読)、判読不明〕が出土した。

〔変遷時期〕 第IV期

S 803擁立柱建物跡 (第107図@第120図 5" 6、図版95)

〔位置〕 第 I郭のMD50"-'52、ME50'"""-'52、MF 50'-""52、MG50"51のグリッドに位置す

る。

〔重権J S B02掘立柱建物跡と一部重複するが、本建物跡が古い。

〔平面形式〕 身舎の回りに縁が巡る寝殿造系統の間取りである O

(規模J Y軸方向はXl通りで10.2m、X軸方向はYl通りで'7.65mを計測する。 Y軸方向

はN-520
 -wである。
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S 801辿物跡性穴

II~ 穴名 深さ 件穴 fi 深さ
X. Yl (圃} (X. Yl r圃)

o • 1 6.8 4 • 1 40.8 

o • 2 32.0 4 • 2 12.0 

481叩 p同母 JZ③| 21.6 4 • 3 24.4 

3.3 ，- 4.75 32.7 、4.4 18.8 

X2 

1 .4 40.8 

2 • 1 高 0
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3 • 1 10.3 
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X3 X. X. 

村穴 f，
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0.3 

o • 4 

o .5 

o • 6 
1 .0 

1.1 

1 .2 

1 • 3 
1 .4 

1 • 5 

1 .6 
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35.0 2 • 5 33ι 
33.6 2 . 6 却.6
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2，12 1 31.8 1 7.13 1 40.5 

3，5 1 15.5 1 7.14 1 22.0 
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第 l節検出遺構と造物

〔柱穴〕 直径11，..._，40crnの月影あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物J (Xl" Y3)柱穴と (X3、Y:1)柱穴の埋土中から珠洲J擁護の破片が出土し

た(第120図5"6)05は護の続部破片である。外面に平行叩き回文、内面

には無文の当て呉痕が認められる。 6は警の口縁部破片である。外面は平行叩

き白文、内面には無文の当て呉痕が認められる。

〔変遷時期〕 第 I期

S 804掘立柱建物跡 (第109図、図版95)

[{立霞〕 第 I郭のMB41，..._，43、MC41，.__，話、MD41，.__，43、ME41，.__，43のグリッドに位置する。

〔重複〕 他の建物跡と重複しない。

〔平面形式J 1聞の廊下を挟み、 2間x3閣と 2間x4閣の部屋があり、南東に 1間四方

の突き出しを有する。

〔規模J Y軸方向はX日通りで

方向はN一2幻30 3却0' Wである。

〔柱穴〕 直径12"-'40crnの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第H期

S 805掘立柱建物跡 (第110図 a第120図7、図版96)

〔位置〕 第 I郭のLR49.. 50、LS48，.....，51、LT48.-..，.，52、MA47.-..，.，52、MB47"""'52、MC

47，..._，位、 MD49..50グリッドに位置する。

〔重複〕 他の建物跡等と重複しない。

〔平面形式〕 北側に 3間X3問の部屋、南側に 3間><3間(あるいは3間X4間)の部屋

があり廊下を兼ねたような庇と孫庇が付けられており、寝殿造系統の間取りで

ある。

〔規模J Y軸方向はX7通りで21.6m、X軸方向はY7通りで19mを計測する。 Y軸方向は

N-600 -wである。

〔柱穴〕 直径20'""-'42crnの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物J (X 2、Y3)柱穴の埋土中から珠洲焼の播鉢片 1点が出土した(第120図 7)。

推定日産34crn、現高5.2crn、器厚1.2crnを計測し、内面下半にわずかに卸し自が

認められる。

〔変遷時期〕 第 I期

S 806掘立柱建物跡 (第109図、図版96)

〔位置〕 第 I郭の西側、 LP 41 ，__，43、LQ41，.....，44、LR41，.....，43、LS41，..._，43のグリッドに
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④ 

S B04建物跡柱穴
字I火名 揮さ 悼 1.;:名 深さ

CX. Yl (圃) CX. Yl {個}

o ，0 8.0 2 ，4 19.5 
o ，2 34.0 2 ， 7 18.0 
o ， 3 35.0 3 ，0 お.4
o ，4 剖.5 3 ，3 却 .6
o ，6 四 .0 3，4 14.8 
o ，7 24.0 3 . 7 17.9 
1 ，0 38.3 4 ，0 14.2 

1 ，3 27.9 4 ， 1 17.9 

1，4 17.6 4 ， 3 10.0 

1 ，5 19.3 4 ， 4 13.0 

1 ，6 12.8 4 ，6 16.2 

1 ， 7 12.5 4 . 7 14.5 

2 ， 0 41.2 5 ，0 21.0 

2 ， 3 43.0 5 ， 1 7.2 

④ 
SB06建物跡村:穴

宅I~

十1穴名 探さ H ，'，、名 探さ

CX. Yl (圃} CX. Yl {個)

o ， 1 39.5 2 ， 8 23.0 
o ， 5 回 5 2 ， 9 19.0 
o ，6 27.0 3 ，0 12.4 
0，7 28.2 3 ， 1 22.2 

o ，8 30.4 3 ，3 26.2 
1 ，0 32.5 3 ，4 羽 2

1，1 29.0 3 ， 5 宮7.9

1 ， 5 31.7 3 ， 6 20品

1 ， 7 28.3 3 ， 7 28.8 

1 ， 8 25.3 3 ，8 お 2

2 ， 0 26.2 4 ，0 15.6 

2 ， 1 38.0 4 ，8 25.2 

2 ， 3 35.7 5 ，0 39.4 

2 ， 5 35.2 5 ， 2 19.8 

2 ，6 34.0 5 ， 3 U.4 

2 ， 7 制 5 5，4 22.5 
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件穴名 標さ 持穴名 深さ 梓穴名 視さ 件穴名 1:11さ

x.y. f圃) x.y '" 
，X. YI 
'" 
X.Y '" 

o .0 15.0 3 .0 37.2 6 ， 7 苫7.9 7 ，14 6.9 
o .1 由。 4 ，0 30.0 6 ， 9 35.4 7 ，15 22.9 

o ， 2 11.1 4 ， 1 16.7 6 ，10 35.0 7' . 0 お 0
0'， 4 19.7 4 . 2 9.0 6 ，12 12.0 8 ，0 制.0

o ， 5 11.8 4 ， 7 14.5 6 ，13 10.1 8 ， 1 14.6 
o ， 6 11.2 4 ， 9 副.2 6 ，15 18.4 8 ， 2 37.2 
o ，8 11.2 4 ，13 11.8 百， 0 泊 4 8 ，2' 15.6 

o ，9 10.6 5 ，0 37.9 7 ，0 16.6 8 ， 3 36.5 
1 ，0 25.3 5 ， 1 21.3 7 ， 1 16.6 8 ， 5 30.0 

2 . 1 16.5 5 ， 2 10.3 7 ， 2 18.9 8 ，7 33.8 

2 . 2 30.0 5 ， 7 13.0 7 • 3 34.8 8 ，9 17.4 

2 ， 3 12.5 5 • 9 15.0 7 ， 5 49.3 8 ，11 12.3 

2 ， 5 25.0 5 .13 4.3 7 ， 7 35.2 8 .12 23.2 

2 ， 7 15.0 6 ， 0 23.7 7 ， 9 41.1 8 ，14 33.8 

2 ， 9 8.0 6 ， 1 23.9 7 ，10 32.1 9 ， 1 13.5 

2 ，10 13.0 6 ， 2 19.5 7 ，11 14.0 9 ， 7 33.2 

2 ，12 21.6 6 ，3 20.5 7 ，12 30.6 10， 7 21.0 

2 ，13 5.0 6 ， 6 57.5 7 ，13 8.5 

第110図 SB05掘立柱建物跡
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第4章調査の記緑

位置する。

〔重複〕 他の建物跡等と重複しない。

〔平面形式J 2間x2問の 2室続き間と 2関x2間の部屋、廊下からなる書院造系統の建

4ms亦である。

〔規模J Y軸方向はX2通りで12.1皿、 X軸方向はYo"Y 1通りで11.2mを計測する。 Y

紬方向はN-310 Wである。

〔柱穴〕 護径は，...__，58cIIlの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第E期

S 807掘立桂建物跡 (第111図、図版97)

〔位置〕 第I郭のLP50、LQ49，.......，52、LR49，...._，53のグリッドに位寵する。

〔重複〕 他の建物跡等と重複しない。

〔平面形式〕 母震の東側に 1間四方の突き出し部をもっ建物であるが北西側とも広がる可

能性がある。

〔規模J Y軸方向はXl通りで5.95m、X軸方向はYl通りで11.65mを計測する。 Y軸方

向はN-580 -wである。

〔柱穴〕 霞径16，...._.50CIIlの円形あるいは橋円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第I期

S 808掘立柱建物跡 (第111図、図版97)

〔位置〕 第I郭の東側、 L059.. 60、LP 59 = 60のグリッドに位置する。

他の建物跡等と重複しな ~\o

〔平面形式J 1問 2間の小規模な建物跡である。

〔規模J Y軸方向はX。通りで、6.5m、X軸方向はY。通りで、2.05mを計測する。

〔柱穴〕 直径12""""'30CIIlの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第豆期

S 809掘立柱建物跡 4第111図、図版97)

〔位置〕 第I郭の東側LN59 e 60、L059 e 60のグリッドに位置する。

{也の建物跡等と重設しない。

〔平面形式J 1間x2間の東四棟建物である。

〔規模J Y軸方向はX2通りで2.1m、X軸方向はYl通りで4.7mを計測する。 Ylf!由方向は
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第11桁検出遺構と遺物
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第4与 え時台の記録

N -120 -wである。

〔柱穴〕 誼径12'"'-'24cmの円形あるいは構円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第E期

S 810掘立柱建物跡 (第112図、図版98)

〔位置〕 第 I郭のL148" 49、LJ 47，......，49、LK4か....，53、LL4か.....，53、LM4φ....，52のグリッ

ドに位援する。板塀が周囲に巡っている。

〔重複J S B15と一部重複する。

〔平面形式〕 書院造系統の間取りとなっており、縁に連なる廊下によって4つの部屋が繋

がっている。

〔規模J Y軸方向はXl通りで;13.8m、X軸方向はYs通りで、25.15mを計測する。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第班期

S 811掘立柱建物跡 (第113図、図版98)

〔位置〕 第Z郭のLK38'"'-'42、LL38'"'-'42、LM38'"'-'位、 L040..制、 LN39'"'-'42のグリッ

ドに位置する。

〔重複〕 他の建物跡等と重複しな ~ìO

〔平面形式〕 書院造系統の間取りである。

〔規模J Y軸方向はX6通りで17.3m、X軸方向はY3通りでは.6mを計測する。 Y軸方向

はN-280 Wである。

〔柱穴〕 直掻20'-""50cmの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第E期

S 812掘立註建物跡 (第111図、図版99)

〔位置〕 第I郭のLJ位、 LK43 • 44のグリッドに位置する。

〔重複〕 他の建物跡等と重複しない。

〔平面形式〕 細長い部屋が2つ繋がった平面形を呈する。

〔規模J Y軸方向はXl通りで3.15m、X軸方向はYl通りで6.55mを計測する。 Y紬方向

はN-260 -wである。

〔柱穴〕 直径20，......，50cmの円形あるいは惰円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第H期
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第4f，'t調査の記録

YO 

Y. 

Yマ

Y. 
， -開n< ， 

Y. 

、t‘

Y. 

Y. 

Y， 

Y。
Xo X， X. 

十『穴名

(X. Yl 

o ， 2 
o . 3 
o .4 
o . 5 
o . 6・
1 . 6 

1 • 7 
1 .8 

2 .0 

2 • 1 

2 • 3 
2 .4 

2 .5S 

2 .5N 

2 • 7 

2 • 8 

b 214 A、

;I!ll 

6.73 

X. X. 

SBll建物跡柱穴
視さ 件穴 y，探さ
{圃〉 (X. Yl (帽)

38.0 3 .0 38.0 

釘.0 3 • 1 44.5 

19.5 3 • 2 37.0 

35.5 3 • 3 52.0 
却。 3 • 4 53.0 

15.0 3 .5S 40.5 

40.0 3 .5N 35.0 

剖 0 3 . 8 14.0 

48.0 3 • 9 初 5

40.0 4 • 0 42.0 

31.5 4 • 1 41.0 

32.5 4 • 3 32.5 
39.5 4 .5S 42.5 

泊。0 4 .5N 35.0 

28.0 4 • 7 18.0 

初 5

宜圃 お 5l初61 

X. 

村穴名 4軍 3

(X. Yl (圃)

4 .8 26.0 

4 .9 35.0 

5 .0 31.0 

5 • 1 40.0 
5.3 48.3 

5 • 4 41.0 
5 .5S 48.0 

5.5N 35.0 

5 .8 39.0 

5 • 9 38.0 
6 • 0 23.0 
6 • 1 忽 5
6 • 2 お 0
6 • 3 19.8 
6 . 4 32.5 

X. 

首班

6.67 

望I~

X7 

。
H ';".1'i 原さ
(X.Yl {圃}

6 .5S 32.0 

6 .5N 28.0 

6 .7 39.0 

6 .8 40.0 
6 • 9 28.5 
7 .0 26.6 

7 • 1 26.0 
7 • 2 17.5 
7 . 3 33.8 

7 • 4 30.5 
7 • 5 31.0 
7 .8 29.0 

8 • 1 31.5 
8 • 2 26.5 
8 • 3 36.0 

第113図 SBl1掘立柱建物跡

- 230-

マ

④ 

/ 

X. 

4m 



tI11節検出遺構と造物

S 813掘立柱建物跡 (第111図、図版99)

〔位置〕 第 I郭のLH42，-....，弘、 L142" 44のグリッドに位置する。

〔重複〕 他の建物跡等と重複しない。

〔平面形式〕 細長い部屋が鍵型に配置された平面形である。

〔規模J Y軸方向はXo通りで、4.8m、X軸方向はYo通りで9.0mを計測する。 Y軸方向は

N-460-Wである。

〔柱穴〕 誼径20，..._，45cmの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 なし

〔変遷時期〕 第 I期

S 814掘立柱建物跡 (第114図、図版100)

〔位置〕 第 I郭のLD49，--..，51、LE49"'51、LF49，..._，52、LG48，.......，52、LH48---52、L1 

48""""51のグリッドに位置する。

〔重複〕 他の建物跡と重複しない。

〔平面形式〕 鍵型に連なる部屋などを廊下がとりまいており、書院造の形式である。

〔規模J Y軸方向はX5通りで18.5m、X軸方向はY5通りで、14.7mを計測する。 Y軸方向

はN-230---Wである。

〔柱穴〕 誼径17""'45cmの円形あるいは楕円形の掘り方である。

〔出土遺物〕 縄文時代の石器2点が出土した。 (Xs--.Y 5)柱穴の埋土中からは、頁岩の

縦長剥片を利用し、領IJ縁に剥離が観察される石器が出土した。基部に素材孝IJ片を取り出した際

の打面、打癒を残し、背面には第 1次剥離の縦方向の稜が残存する。 (Xs-" Y 8)柱穴の埋土

中からは再側縁に 2次調整を施した頁岩裂の石器が出土した。細かい調整は主に背面のみから

縁辺に加撃して施している。

〔変遷時期〕 第豆期

S B15撮立柱建物跡 (第115図、図版100)

〔位置〕 第 I郭のLE50 c 51、LF49，..._，53、LG47，.......，53、LH47，.......，位、 L1 46，.._，52、LJ

46 .. 50--.....52のグリッドに位置する。

{也の建物跡等と重複しない。

〔平面形式〕 書院造系統の間取りであるが大きく 2つに分かれている。

〔規模J Y軸方向はX7通りで19.7m、X軸方向はYけ Y4通りで'23.9mを計測する Y

軸方向はN-15
0
-Eである。

〔柱穴j 直径20，.......，70cmの円形あるいは楕円形の掘り方であるの

〔出土遺物〕 なし
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第4章調査の記録
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第114図 SB14掘立柱建物跡
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